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序

青森市東部に新しい総合運動公園が整備されることになり、

平成7年度に予定地の分布調査、同8年度に試掘調査を実施

しました。その結果、当該地域に縄文時代から近世にかけて

の遺跡が多数埋もれていることがわかり、平成9年度から、

山下遺跡、米山(2)遺跡、上野尻遺跡等の発掘調査を行いま

した。

今回報告するのは、宮田館遺跡と米山(2)遺跡ですが、宮

田館遺跡では縄文時代から中世にかけての遺物が、米山(2)

遺跡では縄文時代から近世にかけての遺物が出土しています。

中でも両遺跡から検出された中世のものと思われるカマド状

遺構が注目されます。この遺構は、平成10年度の山下遺跡の

発掘調査でも検出されており、当時の生活の一端を伝えてく

れるものであります。

この発掘成果が、広く文化財の保護と研究に活用され、ま

た、地域社会の歴史学習や文化財保護意識の高揚につながる

ことを期待したいと存じます。

最後になりましたが、発掘調査の実施と報告書作成にあた

り御協力、御指導を賜りました関係各位に対しまして、厚く

御礼を申しあげます。

平成15年3月

青森県埋蔵文化財調査センター

所長佐藤良治

序

青森市東部に祈しい総合連動公困が整備されることになり、

平成 7年度に予定地の分布調査、同 8年度に試掘調査を実施

しました：）その結果、当該地域に縄文時代から近世にかけて

の遺砂が名数罪もれていることがわかり、平成 9年度から、

山下遣跡、米山(2)遺跡、上野尻遣跡等の発掘調青を行いま

した。

今回報告するのは、宮田陪遺跡と米山(2)遣跡ですが、宮

日館遺跡では縄文時代から中世にかけての遣物が、米山(2)

遣闘では縄文時代から近世にかげての遣物が出十．しています。

中でも両遣跡から検出された中世のものと息われるカマド状

遣構が注目されまず。この遺構は、平成10年度の山下遺跡の

発掘調査でも検出されており、当時の牛活の—•端を伝えてく

れろものでありまず。

この発掘成果が、広く文化財の俣護と研究に活川され、ま

た、地域社会の歴史学習や文化財保護意識の高揚につながる

ことを期待したいと仔じます。

最後になりましたが、発掘調査の実施と報白書作成にあた

り御協力、御指遁を賜りました関係各位に対しまして、厚く

御礼を中しあげます。

平成15年 3月

青森県埋蔵文化財調査センター

所長佐藤良治



例言

1本報告書は、青森県新総合運動公園建設事業に伴い平成13年度に実施した青森市宮田館遺跡、米

山(2)遺跡の発掘調査報告書である。

2宮田館遺跡は、平成10年3月に青森県教育委員会が編集発行した『青森県遺跡地図』に、遺跡番

号01278として、米山(2)遺跡は01276として登録されている。

3今回報告する宮田館遺跡は発掘調査時は玉水(2)遺跡として調査したものであるが、調査の結果

遺跡範囲を変更し、宮田館遺跡に含めたものである。

3執筆者の氏名は各説末に記してある。

4資料の分析、鑑定については、下記の方に依頼した(敬称略)。

石器の石質鑑定当センター調査員松山力・佐々木辰雄

年代測定㈱地球科学研究所

花粉分析及びプラント・オパール分析株式会社古環境研究所

木材の樹種同定パリノ・サーヴェイ株式会社

種実当センター職員伊藤由美子

5本書に掲載した遺跡の位置図は、国土地理院発行の5万分の1地形図「青森東部」、「浅虫」を

加工したものである。

6挿図の縮尺は、図ごとにスケールを付した。

7遺物写真の縮尺は不統一である。

8堆積土の色及び土器の色については『新版標準土色帖』(小山正忠、竹原秀雄編1993)を用い

た。堆積土中の混入物の大きさについては便宜的に次のとおり表記し、それ以外のものは適宜形状

と大きさを記した。

粒状のもの

「粒」=粒径2㎜以下のもの、「中粒」=2～5㎜程度のもの、「大粒」=5～10㎜程度のもの

塊状のもの

「小塊」=粒径10㎜以下のもの、「中塊」=10～20㎜程度のもの、「大塊」=20～50㎜程度のもの

9本稿で使用した遺構の略号はSI=竪穴住居跡、SK=土坑、SD=溝跡、SE=井戸跡、SN

=カマド状遺構とした。自然流路(旧河川跡)や畑状遺構はSXとした。

10引用・参考文献については、宮田館遺跡、米山(2)遺跡分、自然科学分析をあわせて巻末に示し

 た。

11陶磁器類については浪岡町教育委員会工藤清泰氏からご教示いただいた。

12発掘調査における出土遺物、実測図、写真等は、現在、青森県埋蔵文化財調査センターで保管し

ている。

例 口

1 本報告書は、青森県祈総合運動公国建設事業に伴い平成13年度に実胆した青森市宮田館遣跡、米

山(2)選跡の発掘調査報告書であるっ

2 宮庄館遺跡は、平成10年3月に青謀県教育委員会が編集発行した『青森県遺跡地図』に、直跡番

号01 2 7 8として、未山(2)遺踪は 01 2 7 6として号録されてし、八

3 今回報告する官FR誼逍趾は発掘調此時は王7/((2)遣跡として調丘したものてあるか、調査び）結果

遺跡範囲を度更し、宮田館遺跡に合めたものである―’

3 執軍者の夭名は各説末に記して応る

4 資料の分析、鑑定については、下記の力に依頼した（敬称略）

石器の石質鑑定 当ビンター晶査員 松山 カ・佐々木辰推

年代測定 （株）地踪手I予研究所

花扮分析及びプラント・オハール分析 株式会社古環境研究所

木材の樹種口定 ハリノ・サ＿—-ウュ＇（枕式会社

種実 当センター職員 閂藤由美子

5 本書に杞載した遺跡の位置図は、国土地理院発行の 5万分の 1地形図「青森東部」、 「浅虫」を

加工しとものである

6 拝図（り縮尺は、図ことにスゲールを付した、9

7 追物写頁の縮尺は不統—ーである

8 堆積上の色及ひ上器の色にマついては『新翫禅準十色帖』 （小l且干忠、竹原秀雄編 ]993)を用い

tこ堆梢土中のは入物の大きさに・:)いては便宜的に次のとおり表記し、それ以外のものは適宜形状

と大きさを記した）

位状のもの

「杜」＝杜怪 2m叫'),下のもの、「中粒J=2 -~- 5 mmf旱度のもの、「人札」=5へ 10mm程度のも(/_)

塊状（りもの

「小塊J二位任10mm以下のも Cり、「中塊」=10~2omm程度のもしり、「大塊J=20~50mm程度のもの

9 ,1入t貸で使用した遺構0)/1!各号はSI=竪穴（上居跡、 SK=_L坑、 SD=溝闘、 SE=井戸跡、 SN

＝カマト状遺構とした「~ 目然胤路（什IR屑JII観）や畑状遺構はSXとしたロ

10 引用・参考人臥については、芦田餡遺跡、米山(2)退跡け、已然柘芋刀析をあわ辻ても末に示し

た。

11 陶磁器類については浪岡町教育委員会工藤清泰氏からご教示いただいた。

12 発掘調査における出土遺物、実測図、写真等は、現在、青森県埋蔵文化財調査センターで保管し

ている。
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第1編遺跡の位置と周辺遺跡

宮田館遺跡、米山(2)遺跡が所在する青森市東部地域は近年継続的な発掘調査が行なわれている。

宮田館遺跡は主要地方道青森環状野内線の拡幅事業、県新総合運動公園整備事業、県立動物愛護セ

ンター建設事業に関連する発掘調査が行なわれている。今回報告する調査区は県新総合運動公園整備

事業に伴う調査区であるが、調査時点での遺跡名は玉水(2)遺跡であった。主要地方道青森野内環状線

拡幅事業に伴う調査区の内、既に報告されている調査区(青森県埋蔵文化財調査報告書第322集、以

下単に第○○集と略す)、今年度第344集としての報告が予定されている調査区も同様に調査時点に

おける遺跡名は玉水(2)遺跡であったが、隣接する動物愛護センター建設事業に伴う調査区との間に遺

構の断絶が認められなかったことから、これら玉水(2)遺跡として調査された分を全て宮田館遺跡に含

めることとした。遺跡範囲を変更する手続きをし、報告書は全て宮田館遺跡として刊行されることと

なった。本報告はそうした一連の宮田館遺跡の報告書としては3冊目となる。

米山(2)遺跡は県新総合運動公園整備事業に伴う調査が実施されている。平成7、8年度の分布調査、

試掘調査で遺跡が把握され、同9年度に隣接地を含めた試掘調査、同10年度に発掘調査が実施され、

それらの成果は第274集として刊行されている。試掘調査の結果を受けて山下遺跡との間部分も米山

(2)遺跡に含めることとし、遺跡範囲を変更した。本報告は一連の米山(2)遺跡の報告書としては2冊目

となる。

第274集として刊行された調査区では、縄文時代後期を主体とした住居跡、土坑等が確認され、出

入口施設をもつ住居跡の存在が特記される。類例は報告書内で集成されている。

同じく県新総合運動公園建設事業に伴う発掘調査は上記二遺跡以外に上野尻遺跡、山下遺跡もある。

上野尻遺跡の調査成果はこれまでに第258集、第302集、第323集が刊行され、今年度第353集の刊行

が予定されている。上野尻遺跡は縄文時代後期の掘立柱建物跡群が環状に巡る遺跡として注目されて

いる。

山下遺跡の調査成果はこれまでに第258集、第274集に収められている。縄文時代中期から後期にか

けての遺構、遺物、平安時代の遺構、遺物も多数検出されたが、19基検出された中世のカマド状遺構

が目を引く。カマド状遺構は今回報告する米山(2)遺跡でも17基検出され、さらに両調査区の周辺には

15基のカマド状遺構が平成10年度の試掘調査で確認されている(未精査)。一帯には相当数のカマド

状遺構の存在するものと思われ、弘前市境関館遺跡(第102集)を凌ぐ勢いである。

県新総合運動公園予定地周辺には他に縄文時代後期の石棺墓が検出された山野峠遺跡、縄文時代晩

期の貝塚である大浦貝塚、同じく晩期の遺物が多数出土している長森遺跡など注目すべぎ縄文時代遺

跡が少なくない。上野尻遺跡が所在する「矢田」の大字名は、石鐡の多さに由来するとの伝承もある。

一帯の古代から中世にかけての様子は必ずしも明確ではなかったが、近年の一連の発掘調査で次第

に明らかになりつつある。特に中世の遺構は注目に値する。先述のカマド状遺構は県内で最も集中す

る地区となりそうである。現存する市指定天然記念物で樹齢約800年とされる「宮田の大イチョウ」

や、その近くに湧く竜神様の水、13、14世紀の記年銘が残る板碑なども含め、中世の土地利用のあり

方を探る上で興味深い地域と言えそうである。

(川口潤)
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第 1編 遺跡の位置と周辺遺跡

官田館遣跡、米[[[(ど）遺跡が所在する青森雨東部地域は五年継続的な発掘調査か行なわれている

宮田館遺跡は主要地方直青百環伏野円線の拡輻事業、県新忙合運動公国整備事業、県立動物愛謹七

‘／タ--建設事業に関連する発堀調宜が行なわれているn 今回幸糾告ずる調査区は県新総合蓮動公園整備

事業に伴う調野区であるか、且周査時点での遺跡名はエ水(2)遺跡であ'_)だ 主巽地方道青森野内環状線

批幅事業に仕う調査区の内、既に報告されている調査区〈青森県埋蔵文化且オ調査報古吉第322集、以

下単に第□〇集と略ず）、今年度第344集としての報告が予定されている調査区も詞椋に調査時印こ
おげる遺跡名は玉水(2)遺跡であったが、隣接する動物愛詭センター建投事業に伴り調育区:と (l)間に遺

構C叫断絶か認められなかったことから、これらエ水(2)遺跡として閾査されtこ分を全て宮日館逍闘に合

めることとした」逍跡範囲を変吏ずる手続きをし、報告書は全て宮田館遺跡として刊行されることと

な--:,だ 本報告はそうした一連の宮出陪遣跡の報古書としては 3冊戸となる＾

米山(2)遺鱈は県新詫合哩動公同整備事業に1半り調査か実施されているし平成7、8年度の分布調直、

試掘調査て遺跡か把捏され、同 9年度に隣抗地を合めた試掘調査、同10年度に発掘調在か実施さいヽ

それらの成果は第274集として刊行されているー，試掘調査の結累を受けて山下遣跨との間部分も米山

(2)造跡に合めることとし、遺闘範凹を窪定したu 本報告は一連の米1日(2)遺跡の報化書としては 2冊目

となる c,

第274集として刊行された調査区では、縄文時代悛期を工体とした住居跡、士坑等が確認され、出

入に応設をもつ住屈跡の存在が特記きれる 類例は報化書内で集成されている。

同じく県新記合運動公園建設事呆に伴り発掘閾杏は上記二遺跡以外に上野尻遺跡、山下遣蘭もあろぃ

ト野尻遣跨(l_)調丘成果はこれまでに第258集、第302集、第323集か刊行され、今年度第353集の刊行

が予定されている 上野尻遺罰は龍文時代後期の掘立杜建物跡群か環状に巡る遺跡として叶目されて

し＼る。

山―卜遺詞の調査成果はこれまでに第258集、第274集に収められている。縄文時代中期から後期にか

げての遺構、造物、平安時代の遺構、遺物も名数検出されたか、 19甚検出された中Ill:のカマト状追構

が目を引くつカマト状直描は今回報告する米山(2)逍闘ても17基検出され、さらに両調査区の周辺には

15基のカマト状遺構が平成10年度の試堀調査で確認されている（末精査）。 は祖当数のカマト

状遺構の存在するも 0) と思われ、弘前巾墳関館遺跡（第102集）を受ぐ勢いで克る C•

県新総合運動公園予定地周辺には他に縄文時代後期の石棺墓が検出された山野峠遺跡、縄文時代晩

期の貝塚である大浦貝塚、同じく晩期の遺物が多数出士している長森遺跡など注目すべき縄文時代遺

跡が少なくない。上野尻遺跡が所在する「矢田」の大字名は、石鏃の多さに由来するとの伝承もある。

一帯の古代から中世にかけての様子は必ずしも明確ではなかったが、近年の一連の発掘調査で次第

に明らかになりつつある。特に中世の遺構は注目に値する。先述のカマド状遺構は県内で最も集中す

る地区となりそうである。現存する市指定天然記念物で樹齢約800年とされる「宮田の大イチョウ」

や、その近くにl勇＜竜神様の水、 13、14世紀の記年銘が残る板碑なども含め、中世の土地利用のあり

方を探る上で興味深い地域と言えそうである。

（川口潤）
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図1遺跡の位置と周辺の遺跡(S=1:50,000)

表1周辺の遺跡
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図l 遺跡の位置と周辺の遺跡 (S= 1 : 50,000) 

表 1 周辺の遺跡

播号 遺跡名 既刊報告書等 番号 遺跡名 既刊報告書等

1 宮田館遺跡 青森県埋蔵文化財調査報告書第322集 2 米山(2)遺跡 青森県埋蔵文化財調査報告書第274集

3 山下遺跡 青森県埋蔵文化財調査報告書第258・274集 4 上野尻遺跡 青森県埋蕨文化財調査報告書第258・302・323集

5 山野峠遺跡 青森市の文化財7他 6 大浦貝塚 青森市の文化財11

7 稲山遺跡 青森市教育委員会埋蔵文化財調査報告書第47・56・57・62・63集

8 多宇耕館遺跡 9 米山(1)遺跡 10 宮田米山(1)遺跡 11 玉水遺跡

12 玉水(3)遺跡 13 玉水(4)遺跡 14 三本木遺跡 15 宮田の大イチョウ
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第1章調査の概要

第1節調査に至る経過

宮田館遺跡は、これまで主要地方道青森環状野内線の拡幅工事に伴い、平成12・13年度の二次にわ

たって当該範囲の発掘調査が行われてきた(青森県埋調報第322集)。また、この南側も同年に動物

愛護センター建設に先立つ試掘調査が行われている。平成13年度秋になって急遽、隣接する県新運動

公園整備事業(平成13年度工事番号1501号)の用水路整備工事にかかる区域の発掘調査が青森県県土

整備部から青森県教育委員会に委託され、平成13年10月10日から11月14日までの予定で青森県埋蔵文

化財調査センターが調査を担当することとなった。

第2節調査要項

1調査目的

平成13年度県新総合運動公園建設事業に先立ち、区域内に所在する宮田館遺跡の発掘調査を行

い、その記録を保存して、地域社会の文化財の活用に資する。

2発掘調査期間　平成13年10月10日から同年11月14日まで

3遺跡名及び所在地　宮田館遺跡(青森県遺跡番号01278)

青森市大字宮田字玉水303-3外

4調査予定面積　500平方メートル

5調査委託者　青森県県土整備部都市計画課

6調査受託者　青森県教育委員会

7調査担当機関　青森県埋蔵文化財調査センター

8調査体制

調査指導員　村越潔　青森大学社会学部教授(考古学)

調査員　工藤一弥　青森県総合学校教育センター指導主事(地質学)

調査担当　者青森県埋蔵文化財調査センター

所長　中島邦夫(現青森県立郷土館長)

次長　成田誠治(平成14年3月退職)

総務課長　西口良一(現商工観光労働部総括主幹)

資料課長　成田滋彦(現調査第二課長)

調査第三課長　木村鐵次郎(現資料課長)

文化財保護主事　小笠原雅行

第3節調査の方法

1調査グリッドの設定

青森市宮田地区ではこれまで県新総合運動公園建設事業に伴い、周辺の3遺跡が調査されている。

また、前年度から実施されている本遺跡のグリッドもこれらの遺跡に従っている。グリッド設定は公
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官UI館遺跡III

第 1章調査の概要

第 1節調査に至る経過

宮山館遺跡は、これまで王嬰地力道青森環状野内線の批幅工事に件い、平成12・13年度の二次にわ

たと―)て当該範囲の発掘調直が行われてぎた（青森県埋調報第322集）しまた、この南側も同年に動物

愛施センター建設に先存つ試掘調査が行われているJ 平成13年度秋になって隠墨、隣接する開祈運動

公閲整仙事業（ヰ平成13年度工事番号1501号）の用水路整価工事にかかる区域の発掘調査が青森県県士

整備部から言森県教宥秀員会に委託され、平成13年10月10日から11月14日までの予定で青森県埋蔵文

化財調査センターが調査を担当することとなっ

第2節調査要項

1 調査目的

平成13年度県新給合運動公関建設事業に先立ち、に域内に所在ずる宮田館遺跡の発掘調宣を行

い、その記録を保存して、地域社会の文化財の活用に資する。

2 発掘鳳査期間 平成13年10月10日から同年11月14日まで

3 遣跡名及び所在地 宮円陪遺砂（青森県遣糾番号01278)

4 調査予定面積

5 調宜委託者

6 調査受託者

7 調査担当機関

8 調査体制

調査指導員

調査員

調査担当者

第3節調査の方法

1 調査グリッドの設定

青森市大字宮田字玉水303-3外

500平）jメートル

青森県県土整備部都市叶両謀

青森県教育委員会

青森叩、団蔵文化財調査センター

付越潔 青森大学社会学部教校（考古学）

上藤 一弥 青森県総合予校教育センター指導主事（地質学）

青森県哩蔵文化財調査センター

祈長 中島邦夫（現青森県立郷土陪長）

次長 成田誡冶（平成14年3月退職）

総務課長 四旦艮一（現商工観兄方慟部総砧主幹）

資料課長 成田滋彦（現調査第二課長）

調査第三課長 木村鐵次郎（現資料課長）

文化財保護主事小笠原雅行

青森市宮田地区ではこれまで県新総合運動公圏建設事業に伴い、周辺の 3遺跡が調査されている。

また、前年度から実施されている本遺跡のグリッドもこれらの遺跡に従っている。グリッド設定は公
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共座標に準じたもので、今回の調査でも同様のグリッドを設定した。

グリッドの呼称は平面直角座標第X系のX=92680.0000・Y=644.0000を「ⅡA-30」とし、座標

X軸にはローマ数字とアルファベットを組み合わせ、北方向にアルファベットを順次繰り上げ、T

(20グリッド分)まで付した段階でローマ数字を繰り上げ、座標Y軸は東方向へ順次繰り上げた。1

グリッドは4m間隔である。

今回の調査では起点を新青森県総合運動公園公園整備の際に設置された3級基準点を用い、グリッ

ド杭の設置及びBM測量を行った。

本調査区内に設置したグリッド杭の座標は以下のとおりである。

2調査と整理の方法

調査に当たって、土層の堆積状況を確認した上で、表土は機械力により除去した。その後、層位ご

とに遺構確認作業を続けながら、掘り下げを行った。遺構は確認し次第、必要に応じてセクションベ

ルトを設けたり、先行トレンチを入れ、堆積土を確認しながら精査を行った。遺構番号は隣接する調

査区である第二次調査(第340集)の連番としたため、中途半端な遺構番号となっている。

遺物包含層では、グリッド・層位ごとに取り上げ、必要に応じて平面図の作成、出土レベルの記録

を行った。現場での実測図作成は遣り方測量で、スケールは1/20を原則とし、微細なものについて

は1/10とした。写真撮影は適宜行うこととし、フィルムはモノクロ、カラーリバーサル、カラーネ

ガの3種を使用した。

整理は調査時点での原図からグリッド・セクションポイント等の確認を行い、標高を割り出すとと

もに、平面・断面図の2次原図を作成した。土層注記は箇条書きにした。遺構のスケールは1/40を

基本とするが、溝跡などではこの限りではない。

遺物は水洗い・注記の後、土器は復元作業を行い、直径の判別できるものはできるだけ実測図を作

成した。直径の不明な破片は時期の知りうるものを中心に拓本を取った。須恵器の断面は黒く塗りつ

ぶしている。遺構・遺物とも図中にスケールを付している。

第4節調査の経過

10月10日器材等を搬入し、環境整備・草刈りを行う。

10月12日トレンチを設定し、調査を本格的に開始する。

10月16日調査区全体から遺物が出土したため、層位を検討後、重機による表土剥ぎを行う。

10月24日遺構精査開始。

一5一

第 1章調査の概要

共座標に準じたもので、今回の調査でも同様のグリッドを設定した。

グリッドの呼称は平面直角座標第X系のX= 92680. 0000・Y = 644. 0000を「IIA-30」とし、座標

x軸にはローマ数字とアルファベットを組み合わせ、北方向にアルファベットを順次繰り上げ、 T
(20グリッド分）まで付した段階でローマ数字を繰り上げ、座標Y軸は東方向へ順次繰り上げた。 1

グリッドは4m間隔である。

今回の調査では起点を新青森県総合運動公園公薗整備の際に設置された 3級基準点を用い、グリッ

ド杭の設置及びBM測量を行った。

本調査区内に設置したグリッド杭の座標は以下のとおりである。

グリッド杭の名称 X Y 

IIG-42 旧日本測地系 92704. 0000 旧日本測地系 692. 0000 

世界測地系 93010. 7329 世界測地系 394. 0897 

IIG-44 旧日本測地系 92704. 0000 旧日本測地系 7 0 0. 0 0 0 0 

世界測地系 9 3 0 I 0. 7 3 3 6 世界測地系 402. 0894 

IIR-50 旧日本測地系 92748. 0000 旧日本測地系 7 2 0. 0 0 0 0 

世界測地系 9 3 0 5 4. 7 3 3 3 世界測地系 422. 0899 

2 調査と整理の方法

調査に当たって、土層の堆積状況を確認した上で、表土は機械力により除去した。その後、層位ご

とに遺構確認作業を続けながら、掘り下げを行った。遺構は確認し次第、必要に応じてセクショソベ

ルトを設けたり、先行トレンチを入れ、堆積土を確認しながら精査を行った。遺構番号は隣接する調

査区である第二次調査（第340集）の連番としたため、中途半端な遺構番号となっている。

遺物包含層では、グリッド・層位ごとに取り上げ、必要に応じて乎面図の作成、出土レベルの記録

を行った。現場での実測図作成は遣り方測量で、スケールは 1/20を原則とし、微細なものについて

は1/10とした。写真撮影は適宜行うこととし、フィルムはモノクロ、カラーリバーサル、カラーネ

ガの 3種を使用した。

整理は調査時点での原図からグリッド・セクショソポイント等の確認を行い、標高を割り出すとと

もに、平面・断面図の 2次原図を作成した。土層注記は箇条書きにした。遣構のスケールは 1/40を

基本とするが、溝跡などではこの限りではない。

遺物は水洗い・注記の後、土器は復元作業を行い、直径の判別できるものはできるだけ実測図を作

成した。直径の不明な破片は時期の知りうるものを中心に拓本を取った。須恵器の断面は黒く塗りつ

ぶしている。遺構・遺物とも図中にスケールを付している。

第4節調査の経過

10月10日 器材等を搬入し、環境整備・草刈りを行う。

10月12日 トレ‘ノチを設定し、調査を本格的に開始する。

10月16日 調査区全体から遺物が出土したため、層位を検討後、重機による表土剣ぎを行う。

10月24日 遺構精査開始。
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10月29日調査区ヘグリッド杭打ち。

11月1日作業員12名増員。

11月14日器材撤収。無事調査終了。

図2調査区位置図

一6一

宮田館遺跡III

10月29日 調査区ヘグリッド杭打ち。

11月 1日 作業員12名増員。

11月14日 器材撤収。無事調査終了。

昌
忘

い
〉
ミ

S = 1 : 1000 
平成12年度調査
（第一次調査区）

平成13年度調査
（第二次調査区）

今回報告分
（第3次調査）

図2 調査区位置図
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第 1章調府の概要

R p
 

ーー， 

-20.lm 

冒
2m 

基本層序

第 1陪 黒褐色 10YR3/l 耕作土。黄褐色浮石微丑。
第II層 黒褐色 10YR3/2 ややグライ化した水田土壌。

黒色土粒がプロ Jク状に入る。クラ／ク顕著

第Ill層 黒褐色 10YR3/2 ややグライ化した水田土壌。黄褐色ローム粒、
炭化物微旦。鉄分、マソガ‘ノ分磨全体に微足。

第N陪 黒色 10YR2/l 下部は下位のローム唇との漸移的であるが、
居として形成されるほどではない。白色浮石微是。

第v唇 にぶい黄褐色 10YR5/4 ローム歴。

20m 

（遺構配置図ス ケール）

図3 遺構配置図
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宮田館遺跡[I[

第2章検出遺構と出土遺物

第 1節縄文時代の遺構と遺物

1 集石遺構（図 4・5)

［位置と確認]II J -46グリッドに位置する。第N層精査中に礫の出土により確認した。 ［平面形・

規模J4個の礫が1.5mほどの範囲からまとまって出士した。それぞれの礫に掘り方は確認されない。

［出土遺物］礫は磨石 2個、台石・石皿類2個で構成される。磨石は断面が三角形で、稜の一辺が平

坦に磨られている。台石・石皿類はいずれも流紋岩製で、ほぼ全面に渡って磨られ、使用面の明確な

くぼみは見られない。

2 土器集中遺構（隔棄ブロック） （図 6 • 7) 

［位置と確認]IIM-48グリッドに位置する。第N層精査中に遺物を確認した。 ［平面形・規模］王

に東西約2m、南北約l.Smの範囲に同一レベルから散在した状態で出土した。 ［出士遺物J2僭体

の土器で構成される。縄文時代前期初頭のものである。遺物については第 3章で述べる。

-~K~ 

ビ
も／ 日

V 

雙

Cごう

/>/
c、]

r::il 

ふ

兌／

ul 

A B 
-20.4m 

゜
2m 

図4 集石遺構
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第2章検出遺構と出土遺物

_,-,;;::) 

↓ . )  

゜ (1 • 2用スケール）

←→ 

10cm 

スリ

゜
20cm 

(3・4用スケー）レ）

図5 集石遺構出士石器
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宮田館遺跡I[[

。
＋ IlN-49 

R 

~ - -----I 
ao (:; 

゜ 一III () 

----――--------
，， IV 

ふ
出土居位

鷺

゜
2m 

（断面図用スケール）

‘
 

O
o
 

胃
~

G◇
 

゜
1m 

（平面図用スケール）

図6 士器集中地点遺物出土状況と接合関係
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図7土器集中地点出土土器
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宮田館遺跡III

第2節平安時代の遺構と遺物

1 第2号竪穴遺構（図 8)

［位置と確認]E -42・43グリッドに位置する。第w層上面で確認した。 ［平面形 ・規模］全体のお

よそ 1/3程度の確認と見られるが、平面形は隅丸方形かそれに近い形態と思われる。確認した範囲

では 1辺が160cmほどである。 ［壁・底面］北壁・西壁とも直線的に急な立ち上がりである。壁高は

北壁で約40cm、西壁で約35cmである。底面はほぼ平坦で、ローム塊を多量に含んだ賠褐色土が全面

に貼られている。周溝や柱穴などは見られない。貼り床の厚さは最大17cmで、掘り方底面は凹凸が

激しい。 ［堆積士J3層に分層した。第3層は掘り方堆積土である。第 1層は黄褐色ローム塊が多量

に含まれ、人為堆積と見られ、第2層は黒色土が主体で、自然堆積を呈するものと見られる。 ［出土

遺物］遣物は出士しなかった。 ［時期］遺物が無いため明確ではないが、第III層に覆われ、第N層を

掘り込んで構築されていることから、平安時代のものと判断した。 ［備考］本遣構は竪穴住居跡の可

能性もあるが、大部分が調査区外へ廷び、住居跡としての認定に欠ける要素が多いため、竪穴遣構と

した。

2 第 1号溝跡（図 9・10)

［位置と確認]II G -42~ II I -45グリッドに位置する。第N層上面で確認した。 ［平面形・規模］

宮田館遺跡（県埋文報第322集）のSDOlの延長に当たる。上幅はl.64~2.54mで、下幅は1.40~1.9

2mである。調査区外へ大きく延びるのは確実で、総延長は不明である。 ［壁・底面］ほぼ垂直に立

ち上がる部分と、外頑しながら立ち上がる部分がある。底面は堅緻で、やや凹凸が見られる。部分的

には深さ15cmほど落ち込む。また、底面近くの壁面からは湧水が激しい。 ［堆積士]19層に分層し

た。第13層以下は砂礫が層状に混入し水成堆積を示す。それより上位は灰黄褐色粘士塊が混入するな

ど、人為堆積の様相が強い。 ［出上遺物］土師器、 須恵器が堆積土中から出土した。復元しうるもの

は少ない。また、礫（自然石・使用痕のある礫とも）が出土したが、 自然石が圧倒的に多い。

古F-43
沙

g
 

日
8
.
I
g

三

胃

吻

゜
2m 

<r:i 
第2号竪穴遺構
第 1陪 黒褐色 10YR3/2 黄褐色ローム多最。人為体積と見られる。
第2屈 黒色 lOYRl. 7/1 黄褐色ローム粒ごく微慧
第3居 黒褐色 10YR3/l 掘り方 ？黄褐色ローム粒多堡。

図8 第2号竪穴遺構
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図9第1号溝跡
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第2章検出遺構と出土遺物

+nH-45 

@ 

土層注記

第1号溝跡
第1層黒褐色 10YR3/l 

第2層黒褐色 10YR3/2 
第3層黒色 10YR2/l 

第4層黒褐色 10YR3/1 
第5層黒褐色 10YR3/l 

第6層黒色 lOYRl. 7/1 
第7層黒色 10YR2/1 

第8層黒色 10YR2/1 

第9層黒褐色 10YR3/2 
第10層黒色 IOYR2/l 

第11層黒褐色 10YR2/3 
第12層黒色 IOYR2/l 

第13層暗褐色 IOYR3/3 

第14層灰黄褐色 10YR4/2

第15層灰黄褐色 IOYRS/2

第16層黒褐色 10YR3/l 

第17層黒色 10YR2/1 
第18層灰黄褐色 10YR4/2

第19層黒色 10YR2/1 

黄褐色浮石微量、灰黄褐色粘土少量。

灰黄褐色粘土中量。

黄褐色浮石微量。

灰黄褐色粘土中量。

灰黄褐色粘土中量、黄褐色浮石微量。

黄褐色浮石プロック状に混入。

灰黄褐色粘士、黄褐色浮石微量。

しまり強く硬い。鉄分多量に含む。

黄褐色浮石粒径50-60mmのプロック状に入る。

黄褐色浮石少量。

黄褐色浮石微量、灰黄褐色粘土少量。

鉄分全体に入る。下部に黄褐色浮石と黒色の

小礫混在。

粘土。上部は暗褐色砂と黒色士が混じる粘士と

の互層。下部は黒色土が微量。

細砂、灰黄褐色粘土、黒色土がそれぞれプロッ--

ク状に混入。

壁際に崩落と見られるローム混入。

灰黄褐色粘士、黄褐色浮石微量。

粘土。下部に灰黄褐色細砂層状に入る。

黄褐色浮石微量、崩落したロームも入る。

ー 21.7m

゜
2m 

---

古G-42

（断面図用スケール）

゜
4m 

（平面図用スケール）

図9 第 1号溝跡
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図10第1号溝跡出土遺物
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第2章検出遺構と出士遺物

第 3節 中世の遺構と遺物

1 カマド状遺構

第3号カマド状遺構（図11)

［位置と確認]II J -43グリッドに位置する。第N層上面で確認した。 ［重複]S DOlと重複し、本

遺構が新しい。 ［平面形・規模］黒色土中に構築されているため、 トレンチをいくつか設け、平面形

や底面を見極めることにした。平面形は瓢形で、主軸はほぼ南北である。北側の不整円形部が焚口、

括れた部分が燃焼部、南側の突起状に張り出した部分が排煙部と思われる。全体の長軸は2.62m、短

軸は焚□でl.llm、燃焼部で0.68m、排煙部で0.32mである。深さは15~35cmである。 ［壁・底面］

壁は全体的に緩く立ち上がるが、排煙部では立ち上がりが急である。底面はやや凹凸は見られるもの

の、ほぼ平坦である。硬く締まった様子はない。排煙部の括れた部分では深さ約10cmほどの小ピッ

ト状に落ち込んでいる。 ［堆積土J10層に分層した。第 1層中には天井構築材と見られる白色粘土塊

が含まれる。煙道部から焚口部付近の堆積士にば焼士が多量に含まれる。また、焚口部付近では炭化

物が多量に含まれる。燃焼部の底面には薄く灰が層状に確認された。 ［出土遺物］燃焼部付近の確認

面から径8cmほどの自然礫が 1個出上した。 ［その他］燃焼部底面から出士した炭化物の年代測定を

実施したところ、 Cal A . D .1020 to 1210の年代が得られている（詳細は別章参照）。

第4号カマド状遺構（図11)

［位置と確認]II I -43グリッドに位置する。第W層上面で確認した。 ［平面形・規模]SF03と同

様に、 トレソチを設けて調査を進めた。一部掘り過ぎてしまったが、平面形は瓢形でSF03と同様で

あるが、焚口部と燃焼部の境の括れは見られない。主軸はほぼ南北である。全体の長軸は2.88m、短

軸は焚口部で1.90m、煙道部で0.58mである。深さは確認面から深いところで16cmである。 ［壁・

底面］壁は緩く外傾しながら立ち上がるが、煙道部では立ち上がりが急である。底面はやや凹凸が見

られ、煙道部では他より若干落ち込み気味である。特に硬く締まった様子はない。 ［堆積士J7層に

分層した。焚口部の堆積土中にば焼土、炭化物が混入する。煙道部の底面直上には灰や炭化物が集中

している。 ［出土遺物］なし。
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図11第3・4号力マド遺構
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第4節時期不明の遺構

第7号土坑(図12)

[位置と確認]ⅡJ-45グリッドに位置する。第Ⅳ層上面で確認した。[平面形・規模]平面形は、

北東壁がやや直線的な不整円形である。規模は長軸が2.29m、短軸1.80m、深さは16～20㎝である。

[壁・底面]壁はわずかに外傾し直線的に立ち上がる。底面は平坦であるが、特に硬く締まった様子

はない。[堆積土]4層に分層した。第1・3層はややグライ化し、クラックが入り、第Ⅱ層に類似

する。第4層は流入した砂層である。[出土遺物]なし。[時期]堆積土が第Ⅱ層に由来すると考え

れば、近代以降である。

ピット群(図13)

ⅡF～G-43グリッドを中心に、第Ⅲ層除去後にピット群を確認した。いずれも円形の掘り方で、径

20～32㎝ほどである。深さは25～40㎝である。注意深く精査を行ったが、柱痕は確認できなかった。

遺物は出土していない。散発的な分布で、建物跡を構成するものとも言えず、機能や用途については

不明である。

図12第7号土坑

第5節遺構外出土遺物

遺構外から出土した遺物は段ボール箱で4箱分である。調査区全体から散発的に出土している。

土器

[縄文時代前期](図14、1～7)

集中して出土した前期前半の土器については後述し、それ以外の土器について触れる。1～7は円
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第4節時期不明の遺構

第 7号土坑（図12)

［位置と確認]II J -45グリッドに位置する。第N層上面で確認した。 ［平面形・規模］平面形は、

北東壁がやや直線的な不整円形である。規模は長軸が2.29m、短軸1.80m、深さは16~20cmである。

［壁・底面］壁はわずかに外傾し直線的に立ち上がる。底面は平坦であるが、特に硬く締まった様子

はない。 ［堆積土J4 層に分層した。第 1• 3層はややグライ化し、クラックが入り、第II層に類似

する。第4層は流入した砂層である。 ［出士遣物］なし。 ［時期］堆積士が第II層に由来すると考え

れば、近代以降である。

ピット群（図13)

II F~G-43グリ；；ドを中心に、第III層除去後にピット群を確認した。いずれも円形の掘り方で、径

20~32cmほどである。深さは25~40cmである。注意深く精査を行ったが、柱痕は確認できなかった。

遺物は出土していない。散発的な分布で、建物跡を構成するものとも言えず、機能や用途については

不明である。
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図12 第 7号土坑

第5節遺構外出土遺物

遣構外から出土した遺物は段ボール箱で4箱分である。調査区全体から散発的に出土している。

土器

［縄文時代前期］ （図14、1~7)

集中して出土した前期前半の土器については後述し、それ以外の土器について触れる。 1~7は円
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“ 図13 ピット

筒下層式土器で、 1~4 が口縁部片、 5~7 が胴部片である。 1 • 3は口縁部に単軸絡条体を押圧し

たもので、 1 は頸部に結節回転文、以下に結束第一種が施文される。 2• 4は縄文が押圧される。こ

れらは円筒下層 d1 式である 。 6• 7は同一個体で、結束第一種の下に撚戻縄文が施文される。

［縄文時代中期］ （図14、8~20) 

8 • 9は円筒上層式土器で、 8は貼付上面に絡条体が施文され、その上下には横位・縦位に縄文が

押圧される。円筒上層 a式と思われる。 9は小さな山形突起が付ぎ、口唇部には縄文が押圧され、胴

部は地文の上に沈線が施文される。円筒上層 e 式である 。 10~18は中期後半の士器で、 10 • 11は榎林

式土器である。 10は突起部が凹状で口唇部に沈線が巡る。 11も口唇部に沈線が巡り、両方とも胴部に
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第2章検出遺構と出士遺物

単節縄文が施文される。 12~19は最花式士器で、 12・14・19は口縁部付近である。 12・14は無文面と

胴部の施文面の境に円形竹管状のエ具で刺突が巡る 。 13• 15~18は胴部片でいずれも地文施文後に縦

位の沈線が加わえられる。 15は底部に近い破片と思われる。20は口唇部が折返し状で無文の士器であ

る。

［縄文時代後期］ （図14、21・22)

21は胴部、 22は底部である。いずれも無文地に沈線が施文される。21は深鉢形、 22は鉢形または皿

形と思われる。

［縄文時代晩期］ （図14、23)

23は口縁部付近で小型の壺形と思われる。＜びれた部分より上は沈線が観察され、それ以下には縄

文が施文される。

［時期不明］ （図14 、 24• 25) 

縄文時代に含まれるものと思われるが、無文で時期が不明確なものを一括した。23は口唇部がや

や肥厚する。24は口縁部で外面に 2条の非常に浅い沈線、内面に 1条の明瞭な沈線が巡る。 25は胴部

下面で厚さ12mmと厚く、底部との接合面外面に輪積み痕 （？）が観察される。

［古代］ （図14 、 26• 27) 

26は甕の口縁部、 27は底部で底面は砂底である。

［近世以降］ （写真 2 、 28• 29) 

肥前系の磁器が 1点出士した。椀の底部付近と思われる。外面に圏線が 1条、内面は蛇の目釉剣ぎ

と思われる。肥前期あるいは期である。また、IIE -41グリ ッド付近の攪乱から、白磁片が 1点出土

している。

石器

スクレイパー類（図15、1~ 3) 

2点出士した。1は片面のみ剣離調整され、側縁に直線的な刃部が付けられる。 2も片面のみ刻離

調整され、端部と直線部分に刃部が付く。いずれも頁岩が用いられる。 3は端部のみ剣離調整され、

刃部が作出されているものである。

磨石（図15、4~6) 

4は断面が三角形状で、一辺の稜線部に磨面があるものである。 5は素材の縁辺に磨り痕を持つも

ので、その他に長軸線上の端部には敲打による弱い扶りがある。また、欠損部の一部に磨り痕が認め

られる。条lj離調整及び敲打成形後、器面へ擦痕調整している点から石冠に類似している。 6は断面が

円形で側面の一部に磨り面を有する。両端が欠損し全体形が不明であるが、石棒の一部の可能性もあ

るのかもしれない。

凹石（図15、7)

7は両面のほぼ中央に凹みがある。

金属製品 （図15、写真2、9)

8は煙管の雁首でIIE -41グリ ッド付近の攪乱部から出士した。また、調査区東端のIIS -51グリッ

ドから一銭硬貨が出上した。大正二年 (1913)鋳造である。
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図14遺構外出土土器
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図15遺構外出土石器、金属製品
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第3章考察

土器集中出土地点の縄文時代前期の土器について

土器は2個体(図7)で、出土状況から供伴するものと判断される。これらの土器の編年上の位置

づけを検討してきたい。

底部付近まで復元し得た1の器形は、丸底で寸詰まりの砲弾形になるものと思われる。器厚は5～

6㎜で、部位による厚さの差異はほとんどない。地文は0段多条のLR単節縄文を斜位回転し、横

走縄文が全面に施文される。節は完全ではないが弱く消される部分もある。口唇部直下には地文と同

一原体と見られるLRの押圧が1条巡る。内面は横～斜位にナデ整形される。2は図上復元したもの

で、器厚は7～8㎜である。口縁部付近は0段多条のLR単節縄文が横回転された斜縄文である。

原体末端は結縛され、細い結節回転文が表出される。他に厚さや胎土から同一個体と見られる破片が

ある。胴下半の破片と思われ、LRとRLの単節縄文を横回転した結束されない羽状を呈する。内面

は横～斜位にナデ整形される。

主文様が無いか、きわめて限定されるため編年上の位置づけが難しい。2個体で共通する点として

は、①胎土に繊維を含むこと、②口唇部が内削ぎの形状となること、③地文に条の幅が6～7㎜で、

0段多条の比較的太く整った縄文が施文されることである。

①の胎土に繊維を含む点では、早稲田第5類土器(佐藤他1958)から見られるものであり、その後

前期末まで継続することは良く知られていることである。②の口唇部が内削ぎとなるのは、表館式に

顕著(熊谷1983)とされ、表館遺跡でも「量的にはさほど多くないものの、内削ぎのものが特徴的」

(青森県教委1985)とされており、近年の大矢沢野田(1)遺跡の調査でも追認されている(設楽2002)。

ただし、内削ぎは表館式に顕著であるにしても、先行型式としての長七谷地第Ⅲ群が認められるなら

ば、報告書掲載分では8%が内削ぎである。

①の地文については、1では弱いながらも部分的に条の磨り消しが観察されることや、2では胴下

半部に非結束羽状縄文が施文されること、縄文原体の特徴から長七谷地第Ⅲ群に近いものと判断され

る。しかし、1のように全面に横走縄文が施文される土器は長七谷地第Ⅲ群にはない。長七谷地貝塚

では、口縁部に横走する縄文が施文される土器群が存在し一種の文様帯を形成し、以下に非結束羽状

縄文が施文される土器群(Ad類2種)が「主体を占め、中心的な土器として把えられるもの」(青

森県教委1980)とされている。他に1に類似するものとしては、口縁部に1条の縄文原体の押圧が巡っ

たり、胴下半部に横走縄文が施文される土器も存在する。

しかしながら、全面に横走縄文が施文される1は、これまで青森県内ではほとんど例を見ないもの

である。類例を求めるとすればサイベ沢遺跡が挙げられる(函館市教委1986)。同報告書では縄文時

代前期初頭の綱文式に類似するもの(第Ⅱ群1類c)として分類されたものに相当するだろう。この

報告書中では、4細分された第Ⅱ群1類は桔梗野式(函館市教委1985)に相当するものとされる。綱

文式についてはその概念の曖昧さを指摘する論考もあった(大島1978)が、現在では同論考中で示さ

れた定義が用いられることが多いようである(注1)。それを受けて、青森県内で綱文式との関連を

最初に指摘したのは大湯卓二氏(大湯1980)である。氏は長七谷地第Ⅲ群との対比の上で、施文手法

から両型式の類似性と併行関係を述べている。本遺跡出土の1の場合は文様施文手法のみならず、比

較的太い原体により条を横走させる文様構成の面からも長七谷地第Ⅲ群よりもさらに「綱文式に類似

するもの」と言えるだろう(注2)。
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第3章考察

士器集中出土地点の縄文時代前期の士器について

土岱は 2個体（図 7)て、出士状況からi共にするものと半lj断される u これらの十蹄の編年上の位僧

つげを検討してきたい

底部付近まて復元し得た 1 の器形は、丸底で、1言古まりの砲弾形になるものと思われる c 諾厚は 5~

6mmて、合1汀立による厚さの差異はほとんどない地文は 0段名条のLR車節縄文を針位回転し、揺

走縄文か仝面に施文される，，，節は完仝てはないが弱く消される部分もある::, D唇部直下には地文と同

＾原体と見ちれる LRの押圧が 1条巡る.]1J、］面は横へ斜位にナデ整形される- 2は図日夏元したしの

で、諾厚は 7~8mmである，ー,n緑部付近は 0段多条のLR巾節珊文かt黄回転された糾縄文てあるこ
原体末端は結縛され、細い結節l口［転文か表出される，：他に厚さや胎上から同一偲体と見られる粧片か

ある，C moJ下予の破片と思われ、 LRとRLの屯節縄文を横回転した桔束されない羽状を呈する円面

は＋黄～斜位にナテ整形される n

主文椋が皿いか、きわめて限軍されるため編年上の位置一つけか難しいこ， 2個体で共通する声として

は、 (1〗廿合上に繊継を合むこと、 CZ〕口唇部か円削ぎの形状となること、｀げ也文に条の幅が 6~- 7mmて、

0段多条の比較的太く整った縄文か施文されることであるし

CDの胎十」こ織紐を含む点では、早稲田第 5類士器（佐藤他1958)から見られるものであり、その後

前期末まで耐統ずることは良く知られていることてあろc, ② 0)口辱部か門削ぎとなるのは、；直宜式に

蜘著（鮨谷1983) とされ、表館造跡でも「畠的にはさほど名くないものび）、円削きのもしりか特徴的」

（青森県教妻1985) とされており、五年の大矢八野田(1)遺跡の調直でも追認されていろ（設楽2002), 行

ただし、戸J削きは表館式に顕著であるにしても、先行嬰式としての長し谷池第III群か認められるなら

は、報告書掲載分ては8%か円削ぎである(

(1)の地［に')いては、 1 では別いなからも部分的に条の貼り i~j しか観察されることや、 2 ては胴下

半品に非拮束羽状縄文か加文されること、縄文原体の特徴から長し臼地第III群に五いものと判断され

る「 しかし、 1のように全面に惜走咄文が桓文各れる＋且ドは長じ谷池第III群にはない）長し谷旭貝塚

では、口縁部に描走する繕又か胞久される土器群か存在し一種の文椋帯を形成し、以下に井結東刈状

斎罰久がり也てされろ土器群 (Ad類2種'iか「主体を占め、中心的な土器として把えられるもの」 ［青

森県教委1980) とされてし 1る。他に 1に印但ずるものとしては、口性都に 1条の龍文原休0)押戸か巡'_)

たり、胴下半部に横走龍久が栢文される土器も仔在する＾

しかしなから、土面に横走蝿文か加文される 1は、これまて青森県/JJではほとんと例を見ないもの

である。類例を求めるとすればサイベ沢遺跡が挙げられる（函館市教委1986)。同報告書では縄文時

代前期初頭の網文式に類似するもの（第II群 1類c) として分類されたものに相当するだろう。この

報告書中では、 4細分された第II群 1類は桔梗野式（函館市教委1985) に相当するものとされる。網

文式についてはその概念の曖昧さを指摘する論考もあった（大島1978)が、現在では同論考中で示さ

れた定義が用いられることが多いようである（注 1)。それを受けて、青森県内で綱文式との関連を

最初に指摘したのは大湯卓二氏（大湯1986)である。氏は長七谷地第III群との対比の上で、施文手法

から両型式の類似性と併行関係を述べている。本遣跡出士の 1の場合は文様施文手法のみならず、比

較的太い原体により条を横走させる文様構成の面からも長七谷地第III群よりもさらに「網文式に類似

するもの」と言えるだろう（注2)。
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第 3章考案

次に長七谷地第AIII群土器の分布についてみていく。管見に触れた限りにおいて、青森県内での分

布は第16図のようになる。他に比べると学史的に新しい型式と言え、遺漏はあると思うが類例はそれ

ほど多くはない（注3)。分布は圧倒的に太平洋側が多く、早期以来の遺跡分布傾向を色濃く残して

いる。中でも三八地域の馬淵川・新井田川流域、六ヶ所村の尾駁沼付近に集中する。これは発掘件数

の多寡もさることながら、本来的にこの地域に多いという遺跡分布の濃淡を示しているものと理解し

てよいと思われる。宮田館遺跡が位置する陸奥湾沿岸では、 青森市から下北半島にかけて遺跡がわず

かに点在する。しかも図示された破片は胴部片が数点で、出土数の少なさを物語っており、資料的に

恵まれているとは言えない。一方、網文式上器の分布は道央以東に多いようであるが、道南地域にも

若干分布するようである（相原1990、熊谷1997) (注4)。

前述のように、津軽地方での長七谷地第III群の分布は希薄で断片的である。本資料が長七谷地第III

群の 1バリエーショソとしてとらえられるか、網文式土器の影響を色濃く表出しているか今後の類例

の増加を待って検討していぎたい。
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図16 青森県内での長七谷地第III群分布図

注

l 網文式土器について筆者の理解は不充分である。ここで網文式としたのは、大島が重視した「0段 2条以上の原体が用いられている」

ことと、バリエーショ‘ノの第 1に挙げた a 「口縁に平行な縄文が全面に施文されたもの」 （大島前掲） 、米村が挙げた「口縁部から胴部に

かけては横走する縄目文様、尖った底部では渦巻き状の圧痕が現れる。…」 （米村1994) ものである。

2 網文式については長七谷地第[I[群と併行関係にあるとする考え（青森県教委1980、函館市教委1986、工藤1989) と、綱文式が長七谷地

第[I[に後出するという考え（熊谷1997) と、網文式自体をやや幅の広く見る考え方（大沼1981、加藤1984、米村1994)がある。

3 報告書内で型式が明示されていないものでも、箪者の判断で長七谷地第群としたものもある。それらについての責は当然筆者にある。

4 原典に当たることはできなかったが、奥尻町松江遺跡、北桧山町大谷地遺跡で網文式土器が出土しているらしい。

5 引用・参考文献は巻末に記した。

- 23 -



宮田館遺跡Ill

表2 宮田館遺跡出土土器観察表
図番号 出土地点 層 位 部位 外面文様 ・調整 内面調整 色 調 時期 備考

7図 1 土器集中 N ロ縁～胴部 LR押、LR ナデ 7 5YR4/2 前期初頭 口唇内削ぎ、繊維含む

7図 1-1 土器集中 N 胴部 LR ナデ 7 5YR4/2 ~IJ期初頭

7図 2 土器集中 N ロ縁～胴上部 LR (0段多条） ミガキ 7.5YR4/3 即期初頭 口唇内削ぎ、繊維含む

7図 2-1 土器集中 N ロ縁部 LR (0段多条） ミガキ 7 5YR4/3 前期初頭

7図 2-2 士器集中 N 胴下半 LR・RLによる非結束羽状 ミガキ 7.5YR4/3 前期初頭 原体は 0段多条

7図 2-3 土器集中 N 胴下半 LR・RLによる非結束羽状 ミガキ 7 5YR4/3 前期初頭

10図 1 CSDl 15 ロ縁～底部 ロクロ ロクロ 7.5YR6/8 平安時代 杯

10図 2 CSDl 10 ロ縁部 ロクロ ロクロ 7.SYRS/6 平安時代 甕

10図 3 CSDl 10 ロ縁部 ナデ ナデ 7 5YR6/8 平安時代 甕

10図 4 CSDl 15 胴下～底部 ナデ ナデ 7.5YR4/2 平安時代 甕

10図 5 CSDl 堆積土 胴部 ケズリ ロクロ 7 5YR1 7/1 平安時代 甕、須恵器

10図 6 CSDl 堆積土 胴部 ケズリ ロクロ 7 5YR1 7/1 平安時代 壺？、須恵器

14図 1 II G-45 N ロ緑部 R単絡l押、R結回、結束第一種 ミガキ 7.5YR3/3 円下d1 繊維含む

14図 2 II F -42 N ロ縁部 R押、 LR? 7 5YR6/6 円下 d1 繊維含む

14図 3 II G-45 N ロ縁部 R単絡 1押 ミガキ 7.5YR4/3 円下d1 繊維含む

14図 4 II F -42 N ロ縁部 L押 ミガキ 7.5YR5/4 円下d1 繊維含む

14医 5 II L -48 N 胴部 RL ミガキ 7 5YR4/3 円下

14図 6 II G~45 N 頸～胴部 RL、RRL ミガキ 7.5YR4/3 円下c~d 繊維含む

14図 7 II G-45 N 胴部 結束第一種、RRL 7 5YR3/2 円下c~d繊維含む

14図 8 II H-42 N ロ縁部 貼付（単絡 1回）、 LR押 ミガキ 7.5YR4/3 円上a~b

14図 ， CSK8 2 ロ縁部 突起、LR押、沈線 ミガキ 7.5YR6/4 円上 e

14図 10 II S -51 N ロ縁部 沈線、刺突、 LR 7.SYRS/4 榎林

14図 11 IIT-50 N ロ縁部 沈線、 LR ミガキ 7 5YR1 7/1 榎林

14図 12 II L -46 N 頸部 無文帯、竹管状刺突、RL ミガキ 7 .5YR5/3 最花

14図 13 II L -48 N 胴部 LR、沈線 ミガキ 7.5YR6/6 最花

14図 14 II L -46 N 頸部 RL、竹管状刺突、沈線 ミガキ 7.5YR3/2 最花

14図 15 II L -46 N 胴下部 LR、沈線 ミガキ 7.5YR6/4 最花 砂粒含む

14図 16 II J -46 N 胴下部 LR、沈線 ミガキ 7.5YR6/4 最花 砂粒含む

14図 17 II L -46 N 胴部 LR、沈線 ミガキ 7.5YR2/2 最花

14図 18 IIT-51 N 胴部 RLR、沈線 ミガキ 7.5YR2/2 最花

14図 19 II L~43 N ロ縁部 無文 ミガキ 7 5YR4/3 最花

14図 20 IIK-47 N ロ縁部 無文 （折返し状？） ミガキ 7.5YR5/4 中期後半

14図 21 II J -46 N 胆部 沈線 ミガキ 7.SYRS/4 十腰内I 深鉢形

14図 22 II G-43 N 胴下～底部 沈線 ミガキ 7.5YR6/6 十腰内 I 鉢形

14図 23 IIT-50 N 頸部 沈線、 LR ミガキ 7.5YR4/3 晩期 ？ 壺形

14図 24 II F -42 N ロ縁部 無文 ミガキ 7.5YR6/4 不明 内面に沈線

14図 25 IIH-42 N 胴下～底部 輪積み痕 ？ 不明 7.5YR6/8 不明

14 図 26 II F -42 N ロ縁部 ナデ、ケズ リ ナデ 7 5YR4/3 平安時代 甕

14 図 27 II L-48 N 胴下～底部 ナデ ケズリ 7.5YR6/6 平安時代 甕、砂底

写真 2 II S -51 撹乱 胴下～底部 圏線 釉条ljぎ 肥前IIl•N

表3 宮田館遺跡出土石器観察表
図番号 種類 出士地点 出士層位 長さ (cm) 幅 (cm) 厚さ (cm) 菫 量 (g) 石質 備考

5 図 1 磨石 II J -46 N 12.8 5.3 5.2 368.4 凝灰質砂岩

5 図 2 磨石 II J -46 N 13.9 (5.0) (7.8) (616.8) 輝緑岩

5 図 3 台石・石皿 II J -46 N (25 3) (33.3) (7.5) 6.8kg 流紋岩

5 図 4 台石 • 石皿 II J -46 N (39.5) (24.4) (6. 7) 5.2kg 流紋岩

10 図 8 敵石 S DOl 10 (9.9) (7.2) (4.5) (466.9) 石英安山岩

15 図 1 スクレイバー IIM-46 N (6.0) (3.8) (1.2) (25.2) 頁岩

15 図 2 スクレイパー II K -45 N (8.0) (5.0) (1.6) (40 5) 頁岩

15 図 3 スクレイパー II L-47 N (4 8) (4.6) (1.3) (28 8) 

15 図 4 磨石 II S ~ 51 N (7.3) (10.8) (4.0) (376.9) 砂岩

15 図 5 磨石 II G-42 N (7.2) (5.1) (5.9) (294.2) 凝灰岩

15 図 6 磨石 IIK-46 N (4.0) (7. 7) (6.4) (243.5) 流紋岩質凝灰岩

15 図 7 凹石 II K-45 N 6. 7 7.5 4.6 264.6 石英安山岩

表4 宮田館遺跡出土土製品 ・金属製品遺物観察表
図番号 種類 出土地点 出土層位 長さ (cm) 幅 (cm) 厚さ (cm) 重 量 叫 備考

10図 7 羽ロ CS D01 堆積土 (6 0) (5.1) (2.5) (59.0) 

15図 8 煙管 II E -41 撹乱 (5.2) (1.2) (1.2) (9. 7) 

写真 2-9 古銭 II S -51 撹乱 2. 7 2. 7 0.1 5 3 I稲 1銭
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第2号堅穴遺構完掘

、員ヽ
厄

第3号カマド状遺構完掘

第4号カマド状遺構完掘

集石

一 -’― ヽ
N
9
 

同左掘方完掘

霞

匹

同左堆積状況（長軸）

土器集中

第 1号溝跡完掘

同左堆積状況（短軸）

同左排煙部堆積状況

第7号土坑堆積状況 同左完掘 ヒ°ット

写真 l 検出遺構
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宮田館迫跡m

図7-2-3

図15-5

図15-1

図15-6
図15-8 区115-8

写真2 出土遺物
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米山(2)遺跡II

第 1章調査の概要

第 1節調査に至る経過

県新総合運動公園建設事業実施に関連する調査は平成 7年度の分布調査から始まった。米山(2)遺跡

は同 8年度の試掘調査で把握された。同 9年度には米山(2)遺跡周辺の試掘調査が、同10年度には発掘

調査が実施され、それらの成果は翌年度に刊行された報告書（第274集）に掲載された。試掘調査の

結果、米山(2)遺跡と山下遺跡の間でも遺構が確認されたことから、その範囲を米LL!(2)遺跡に含めるこ

ととし、米山(2)遺跡の範囲を変更した。

今回報告する調査範囲は県新運動公園内の水路の掘削に伴う調査であるが、調査区の一部は試掘調

査の結果を受けて拡張された範囲にかかる。

第2節調査要項

l 調査目的

県新総合運動公園建設事業の実施に先立ち、当該地区に所在する米山(2)遺跡の発掘調査を行い、

その記録を保存して、地域社会の文化財の活用に資する。

2 発掘調査期間 平成13年4月18日から同年13年6月29日まで

3 遺跡名及び所在地 米山(2)遺跡 （県遺跡番号 01276)

4 調査面積

5 調査委託者

6 調査受託者

7 調査担当機関

8 調査体制

調査指導員

調査員

青森市大字宮田字米山35外

2, 8 0 0平方メートル

青森県県土整備部都市計画課

青森県教育委員会

青森県埋蔵文化財調査セソター

市）11 金丸

松山カ

青森県考古学会長（考古学）

八戸市文化財審議委員（地質学）

遠藤正夫 青森市教育委員会参事・文化財課長（考古学）

調査担当者 青森県埋蔵文化財調査セソター

所長 中島邦夫（現青森県立郷土館長）

次長 成田誠治（平成14年3月退職）

総務課長 西口良一（現商工観光労働部総括王幹）

調査第三課長 木村鐵次郎（現資料課長）

調査第三課 文化財保護総括主査太田原（川口） 潤

文化財保護主事 杉野森淳子

調査補助員 森川真佐子・高橋明子

調査補助員 藤原咲子・安達智美
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第3節調査の方法

1調査グリッドの設定

今回の発掘調査におけるグリッドの呼称は、平成8、9年の試掘調査に用いたものを踏襲した。平

成10年度の発掘調査(青埋調報第274集)とも同じである。詳細は以下のとおりである。

実質的に基準とした座標は平面直角座標第系のX=92680、Y=644mである。この点がⅡA-30と

なるように記号を付してある。

X軸の南北ラインをローマ数字とアルファベットA～Tの組み合わせで表記し、Y軸の東西ライン

を算用数字で表記した。

1グリッドは4m×4mとし、X軸正方向は4m北進する毎にアルファベットAからTまでを順に

付し、Uに変わる部分でローマ数字を繰り上げてⅡA、B…ⅡS、ⅡT、ⅢA、ⅢB…とし

た。Y軸方向は4m毎に東進する毎に30、31…100、101とした。

グリッド名は南西隅の交点をローマ数字優先で読みとることにより、ⅡA-101、ⅢD-123のよう

に表記した。

仮想原点とでも言うべきⅠA-0の座標は、X=92600、Y=520mとなる。

ところで、これらの座標値は旧来の日本測地系によるものである。平成14年4月から改正測量法が

施行され、座標系が日本測地系から世界測地系に移行した。本報告書にかかる調査は改正前のもので

あり、これまでの県新総合運動公園に伴う調査報告書との整合性を保つ意味においても調査で使用し

た座標値は全て従来の日本測地系によるものである。報告書作成は法改正後であるが、混乱を避ける

ため図中に示した座標値は全て従来の日本座標系を使用している。

図中にはあえて表記しなかったが、基準としたⅡA-30と仮想原点のⅠA-0の座標値を参考まで

に世界座標系に直すと、ⅡA-30の座標値はX=92986.7314、Y=346.0910(世界測地系)、ⅠA-

0の座標地はX=92906.7278、Y=222.0938(世界座標系)となる。

2調査と整理の方法

遺構検出は随時行い、発見順に遺構名を付したが、遺構番号は平成10年度の発掘調査(青埋調報第

274集)で付した番号を引き継いだ。そのため、新規に確認された種類の遺構番号は1番からとなっ

ているが、土坑の番号は平成10年度の調査で12番まで使用しているため、今回の調査では13番からを

使用している。実測図は原則として1/20でし、遺構名には略号も用いた。略号の凡例は巻頭に示し

てある。

遺構内出土遺物は各遺構毎に、遺構外出土遺物は原則グリッド毎に行った。調査にあたっては、土

層の堆積状況を観察するため適宜セクションベルトを設定し、土層注記は『標準土色帖』を用いた。

土層の名称は、基本層序については表土から下位にローマ数字を、遺構内堆積土については上位から

下位に算用数字を付すことを原則としたが、流路等については遺構以外の層序にも算用数字を用いた。

写真撮影はカラーリバーサル、ネガカラー、モノクロームで適宜撮影した。

遺物は水洗い、注記の後に土器は接合、復元作業を行い、適宜図化、採拓した。遺構、遺物に関す

る凡例は巻頭にまとめた。
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第 3節調査の方法

l 調査グリッドの設定

今回の発掘調査におげるク 1)ノトの呼称は、平成 8、 9年の試掘調査に用いたものを踏襲しtこ

成10年度の発掘調査（青埋調報第274集）とも同じてある。詳細は以下のとおりである。

実質的に試準とした座標は平面直角I半檸第系のX=92680、Y=644mである。この点がIIA-30と

なるように記号を付してある，つ

x軸の南北ライソをローマ数字とアルファベ 'l、 A~Tの組み合わせて表記し、 Y軸の東西ライ 1/

を籍用数字で表記した j

1グリ／卜は4mX4mとし、 X軸正方l句は4m北進ずる加にアルファヘ、i I、AからTまでを順に

付し、 Uに窄わる部分でローマ数字を縁り上けてIIA、B・ • ・II S、IIT、IIIA、IIIB・ • • とし

た0 y軸力向は4m毎に東進ずる毎に30、31・ • ・100、101としたこ）

グリノト名は南西隅の交点をローマ数字優先で読みとることにより、 IIA-101、IIID -123のよう

に表記したし

仮想原点とでも言りべき IA-0の附欅は、 X=92600、Y=520mとなる。

ところで、これらの附標値は旧来の日本測地系によるものてあるぐ，丁成14年4月から改正測量法が

施qJされ、門標系が日本測地系から世界測地系に移行した。本報告占にかかる調丘は改正前のものて

あり、これまでの県新総合運動公園に伴う調査報告書との整合性を保つ意味においても調査で使用し

た庫梱値は全て従来の日本測地系によるも 0)てある C, 幸尉告害作成は法改三佼であるか、混乱を避ける

にめ図中に示した堕標値は全て従来の日本庄梗系を使用している，3

図中にはあえて表記しなかったが、基準としたIIA-30と仮想原点の IA-0の座標値を参昌まで

に世界平標糸に直すと、 IIA-30の座標伯はX=92986. 7314、Y=346.0910 (世界測地系）、 IA-

0の座標地はX-92906. 7278、Y=222. 0938 (世界也標系）となるで

2 調査と整理の方法

遺構検出は仙時行い、発見順に遺描名を付したか、遺構番号は平成10年襄の発掘調丘（青埋調報第

274集）で付した番号を引ぎ継いだ，へそのため、訂規に確認された種類の遺構番号は 1香からとなっ

ているが、土坑の番号は亨成10年度の調査て12番まて使用しているため、今回の調査では13番からを

使用している。実測図は原則として 1/20でし、遺構名には略号も用いtこ略号の凡例は巻頸に示し

てある c

追構内出上遣物は各逍構毎に、遺構外出土遺物は原則クリソ l、加に行とバこ。調直にあたっては、上

層の堆積状況を観察するため適宜セクショソベルトを設定し、土層注記は『標準土色帖』を用いた。

士層の名称は、基本層序については表土から下位にローマ数字を、遺構内堆積土については上位から

下位に算用数字を付すことを原則としたが、流路等については遺構以外の層序にも算用数字を用いた。

写真撮影はカラーリバーサル、ネガカラー、モノクロームで適宜撮影した。

遺物は水洗い、注記の後に士器は接合、復元作業を行い、適宜図化、採拓した。遺構、遺物に関す

る凡例は巻頭にまとめた。
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第4節調査の経過

4月18日、調査機材を搬入し、草刈りを行った。草刈り終了区域から順次粗掘りと遺構確認を行っ

 た。

粗掘りは5月末までに東端部分の一部を除いてほぼ終了した。遺構確認の結果、遺構は西側に集中

し、東側は希薄であることがわかった。

調査区は晴天時には著しく乾燥するが、雨天時には泥状となるため、流水や湧水に対する対策を施

しながら調査を進めた。

遺構精査は北側から順次進め、6月28日までに全て終了した。

なお、この間に県新運動公園の外周道路建設に関連して、平成10年度の調査区の隣接地の追加調査

が要請されたが、6月上旬までにその調査も終了した。

空中写真撮影は6月28日に行い、翌29日機材等を撤収し、全行程を終了した。

(川口潤)

第5節基本層序

調査区域は沖積地中位面に相当する。大部分は土石流起源と考えられる混礫土層・砂層を基盤とし、

部分的に粘土質のローム層となる。現代の水田耕作により削平された部分が多く、堆積土の残存状況

は良好ではない。基本層序は堆積状況が比較的良好である調査区北側中央部分(A)と調査区西壁(B)、

調査区東側の遺構が集中する部分(C)で観察を行った。旧河川跡は北端の旧河川跡A(SX-2)の

み層序を記録した。他の2つの旧河川跡は砂礫混じりの黒褐色土が堆積するのみである。第Ⅱ層・Ⅲ

層は調査区北側には認められるが、東側では欠落する。検出面である第Ⅳ層は砂質、粘土質、礫混じ

りと場所により土質が異なる。白頭山苫小牧火山灰は218ラインから東側、畑状遺構の下層第Ⅳ層上

面、及び旧河川跡A(SX-2)の堆積土中で確認された。

(杉野森淳子)

図17基本層序
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第4節調査の経過

4月18日、調査機材を搬入し、草刈りを行った。草刈り終了区域から順次粗掘りと遺構確認を行っ

た。

粗掘りは 5月末までに東端部分の一部を除いてほぼ終了した。遺構確認の結果、遣構は西側に集中

し、東側は希薄であることがわかった。

調査区は晴天時には著しく乾燥するが、雨天時には泥状となるため、流水や湧水に対する対策を施

しながら調査を進めた。

遺構精査は北側から順次進め、 6月28日までに全て終了した。

なお、この間に県新運動公園の外周道路建設に関連して、平成10年度の調査区の隣接地の追加調査

が要請されたが、 6月上旬までにその調査も終了した。

空中写真撮影は 6月28日に行い、翌29日機材等を撤収し、全行程を終了した。

（川口欄）

第5節基本層序

調査区域は沖積地中位面に相当する。大部分は士石流起源と考えられる混礫土層・砂層を基盤とし、

部分的に粘土質のローム層となる。現代の水田耕作により削平された部分が多く、堆積土の残存状況

は良好ではない。基本層序は堆積状況が比較的良好である調査区北側中央部分(A)と調査区西壁(B)、

調査区東側の遺構が集中する部分(C)で観察を行った。旧河川跡は北端の旧河川跡A (SX-2)の

み層序を記録した。他の 2つの旧河川跡は砂礫混じりの黒褐色土が堆積ずるのみである。第II層.III 

層は調査区北側には認められるが、東側では欠落する。検出面である第N層は砂質、粘土質、礫混じ

りと場所により土質が異なる。白頭山苫小牧火山灰は218ラインから東側、畑状遺構の下層第N層上

面、及び旧河川跡A (SX-2)の堆積土中で確認された。

（杉野森淳子）
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墓本層序

第 1層 IOYR3/3~3/2 賠褐色 砂質ヽ ノルト

第Tii面 iOYR2/2~2/3 蕪渇色 ノルト

第ID)晉 IOYl,2/1 黒色 ノルト

第!Va層 10Yli4/4~3/3 褐～暗抱砂貨ノルト
色

第!Vb層 lOYRI.7/1~ 唄褐色 ノルト

2/1 

耕作土。・ト部に鉄分・マ／力／の酸化帯(lb層）帯状に含む。
灰化物i%、ローム粒2%、小礫(¢i~5叩,)混入。
Eーム粒1%、小礫(¢l~J,,)1%混入。第rr層より締まり弱い。
炭化物10%、ローム粒10%、!OYR2/l坦色土部分的にプロノ
ク状に 5%混入口白頭山苫小牧火山灰含む。
ローム粒15%、i)i化物小粒～中塊5%,昆人。小粒礫を均等に
含む。 lVa居より色謁暗い。

第Va層 10YR5/2 仄黄褐色 ノルト質砂 ローム粒25%、炭化物粒1%、焼土粒3%混入。 7,5YW6褐色
ロームを縦稿1人に挟在する。下位に礫(¢2~9cm)含む。調査
区東側に堆積する。

第Vb層 10YR5/3 にふい黄 枯土質ノルト 虫褐色土10%疎らに、黄褐色土20%全体に混入。涸雀区北側に
掲色 みられろこ部分的 9吋更く締まる。女鹿沢火山灰に比定される。

第V1層 lOYS/1 椙灰色 枯土質ノルト 詞査区東側にみられる。井戸跡の底面て確認される。

旧河川跡A (SX-2) 
第 1層 10YR1. 7/1 黒色上

第2層 7. ,¥YR3/2 黒掲色土

第 3肘 IOYWI 渇灰色十

第 4暦 IOYR2/'.l 黒掲色±
第 5層

2.5Y:l/2黒褐色土20%混入。枯性あ
り。占銭・陶磁話・木裂品出土。

lOYRJ/2黒褐色土30%ilも入。白頑山
苫小牧火山灰帯状に堆桔する。

lOGWl暗緑仄色土部分的に混入。
縄文十器出土。

泥炭洒。自双オ;.樺子多製。

暗オ'1-7灰色土縄文土器出土。

図17 基本層序
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第1章 調査の概要

図18 調査対象区域図
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図19遺構配置図
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第2章 検出遺構と出土遺物

第2章検出遺構と出土遺物

第 1節遺構と遺物の概要

今回の調壺区で検出された遺構は上坑9基、カマド状遺構17基、井戸跡10基、畑状遺構 1箇所、旧

河川跡 3箇所、ピット群等である。

カマド状遺構や井戸跡は中世のものと思われるが、その他のものについては時期決定の決め手を欠

くものも少なくない。土坑の場合は、形態、堆積土、遺物の出土状態等から判断して第13、15号土坑

は縄文時代のものとした。それ以外の土坑や畑状遣構、ピット群は便宜的に中世以降のものとして一

括した。周辺の遺物の出土状況や他の遺構との関係から古代の遣構は含まれていないものと思われる

が、近世の遺構を含んでいる可能性はある。いずれにしろ主体を占めるのは中世のようである。

旧河川跡はA、B、Cの3箇所を確認した。いずれも部分的な検出なのでそれぞれのつながり等は

不明である。いずれも縄文時代の遺物がある程度まとまって出士していることから第2節に概要を記

したが、 A、Bは白頭山苫小牧火山灰の降下を経、一帯が開田される頃まで水流があったようである。

出士遺物についての分類や特徴は第4節にまとめたが、遺構内から出土した遺物についての概要は

第2・3節の各遺構の文中にも記した。なお、遺構内出土遺物でも混入と考えられるものについては

遣構外出土遣物とあわせて第4節に含めた。遺物観察表は本編末にまとめて掲載した。

第2節縄文時代の遺構

1 土坑

第13号土坑<SK-13>(図25)

［位置・確認］調査区の北側NQ-195グリッドに位置する。標高は29.2mである。基本層序第V層

上位の褐色ローム面で、全体に礫が混じる黒褐色土の円形プラソで確認した。現代の耕作により上部

は大きく削平されている。 ［平面形・規模］検出面122x 112cm、底面140x 130cmのフラスコ状土坑で

ある。深さは40cmである。底面はほぼ平坦であるが、中央から西側に向かい 5cmほど高くなる。壁は

底面から検出面に向かい内傾するが、南西側の壁は途中で立ち上がり、さらに外反する。 ［堆積士］

ロームと炭化物粒混じりの黒褐色土を主体とする。第 1層は下層より砂質で締まりがある。炭化物は

上層では全体に散らばるが、底面では壁際に分布し、特に西側にまとまる。 ［出土遣物］底面中央か

ら礫2点と土器片 1点、堆積士から縄文土器片 2点 (33-1• 2)が出土した。 ［小結］底面の炭化

物の14c炭素年代測定結果は約3900年前であった。出士遣物から縄文時代中期末から後期初頭のフラ
スコ状土坑の可能性が高い。

第15号土坑<S K-15> (図25)

［位置 ・確認］調査区の北側P• Q-197グリッドに位置する。標高は29.4mである。基本層序第V

層上面の褐色ローム面で、全体に礫が混じる黒褐色土の楕円形プラ‘ノで確認した。現代の耕作により

上部は削平されている。 ［重複］第4号溝跡と重複し、本遺構が古い。 ［平面形 ・規模］検出面 ・底

面とも両端部が西側に延びる弓形である。検出面長軸は402cmで、幅は北側が136cm、西側で111cmで

ある。底面の幅は60~70cmである。深さは中央部で35cm、壁際で20cm前後となる。底面はほぼ平坦で、
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壁の立ち上がりは不明瞭である。壁は緩やかに立ち上がり、断面形状は逆台形となる。[堆積土]上

位は礫混じりの黒褐色土、下位はローム混じりの暗褐色土である。[出土遺物]東側壁際の第2層中

から土器片が20点(33-3～12)、剥片が出土した。[小結]出土遺物から縄文時代中期または後期

の土坑と思われる。

2旧河川跡

旧河川跡A〈SX-2>(図37)

[概要]調査区北端のⅣT-196～200ラインに位置する。表土除去後の基本層序第Ⅴ層上面で東西方

向に広がる幅2～4mの黒褐色土の落ち込みを確認した。検出したのは第Ⅴ層から底面への傾斜部分

で、底面は北東側の隅で一部検出した。検出面の標高は29.2～29.6mである。底面の標高は28.3～28.

5mで、検出面との比高差は1m前後である。本来の河川の流れは東から北西方向と思われる。堆積

土は4層に区分される。第2層は白頭山苫小牧火山灰を帯状に含む。第4層は泥炭質の褐灰色で、多

量の植物繊維と少量の自然木・木製品を含む。

[出土遺物]遺物は北東の隅寄りに集中する。白頭山苫小牧火山灰の上層では古銭・陶磁器・土器・

石器が出土した。古銭(54-2～5)は北宋銭で4枚とも比較的近い位置からまとまって出土した。

火山灰の下層から縄文土器・石器・自然木が出土した。土器は第3層から5170g、第5層から約2600

g出土した(34・35-1～22)。石器は台石(41-1)、剥片6点の計7点である。木製品はⅣT-198

グリッドから5点(52-25・26)出土した。これらの遺物は旧河川跡に廃棄されたものと考えられる。

[小結]出土遺物から、縄文時代前期後半から中世まで存在した旧河川跡と思われる。底面の自然木

の14C年代測定結果は6世紀末であった。上層に白頭山苫小牧火山灰が存在することから、白頭山苫

小牧火山灰降下以前に倒れたものと思われる。

旧河川跡B〈SX-3>(図37)

[概要]調査区東側のⅢS～ⅣFA-214～217グリッドに位置する。基本層序第Ⅳ～Ⅴ層面で、黒褐色

土の落ち込みを確認した。検出面の標高は30.6～31mである。旧河川跡は北から南に傾斜し、底面の

標高は30.1～30.5mである。検出面との比高差は60㎝前後である。底面は礫を基盤とし、壁面は礫混

じりの砂質ロームである。堆積土は礫混じりの黒褐色土を主体とする。調査区南端部では光沢のある

暗褐色土または黒褐色土が堆積する。光沢のある黒褐色土中に遺物が多量に含まれる。

[出土遺物]遺物は調査区南端ⅢTラインの底面から西側斜面に集中する。土器は約3400g出土して

いるが、細かい破片がほとんどで、これらの摩耗が著しい(35-23～37)。木製品は東岸から出土し、

箸・杭・部材など10点(52-27～33)である。石器は12点出土し、石核、磨り石、二次加工剥片(41・

42-2～5)などで、剥片は7点出土した。このほか鉄製品が出土した(54-28)。

[小結]出土遺物から底面付近は縄文時代中期末葉から後期前半に相当する。上位は弥生時代以降の

遺物が混在している。近世まで存在したものと思われる。

旧河川跡C<SX-4>(図37)

[概要]調査区北側のⅣO・P-197～199グリッドに位置する。畝状遺構(SX-1)除去後、基本

層序第Ⅴ層上面で東西方向に広範囲に広がる黒褐色土の落ち込みを確認した。堆積土はローム混じり

の黒褐色土で、締まりのある硬質な土壌である。東側に緩やかな立ち上がりが認められ、東から西に

傾斜している。底面の標高は28.8～29.2mである。底面に2ヵ所の窪地が確認された。短軸方向の断
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米山(2遺詞II

壁の立灼上かりは不明瞭てあるし，璧は子とやかに立ぢ上かり、断面形状は逆台形となる' [琳桔土］上

位は砕此しりの黒褐色土、下位はローム混しりの賠褐色士てある 0 [出土遺物］東側壁際の第2層中

から十器片か20点 (33-3~12) 、和JHか出土しだ（ 「小結］出上造物から翡又時代中期または後胴

の上坑と息われる s）

旧河川跡

旧河川跡A<SX-2>

2
 

（図37)

［概妻 J 調査区北端の NT-196~200 ラインに位肯ずる）表十除丈後の基本贋序第 V 陪卜面で東内方

向に/j;,かる幅 2·~·4 mの黒褐色土の落む迅みを確認しこ検出したのは第V層から底面への傾訃部分

て、底面は北東側の隅て一部検出したC f奥出面の門高は29.2·-29.6111 てある，~ 底面の標底は28.3へ 28.

5mて、投出向との比高差は lm蝕後てある"本来の河川の流れは東から北四万向と思われる

ートは 4層に区分される 2 第2屈は白頭口苫小放火山灰を帯状に合む万第4居は泥炭買0)褐灰色て、

量の植物懺雄と少量の自然木・木製品を合む。

［出土遺物］直物は北東の隅寄りに集Iいずる。白頭1日苫小牧火山灰（「）卜犀ては占銭・陶四蹄・十器・

し；｝こ古銭 (54~2~- 5)は北宋銭で4枚とも比較的五し＼位置からまと主って出土したで

燿積

夕々

石筈か出

火口灰の下層から翡文十器・仁筈・白処木か出＋した U 上甘ドは第3層から5170g、愴 5層から贔J2600

g出土した (34-:'l5-1~22) ぐ，石器は台石 (,n-1)、判片 6点O)Jf7点て丸ろ 木製品はNT-198 

クリ］卜から 5 点 (52-25•261 出＋した行これらの遺物は 1日河川鱈に廃窮されたものと若えられろ

［小詰］出土遺物から、斎凰t時代前期後半から中世主て存在しに 1日河川跡と思われる,, I氏面(/)自然木
C)1'C年代測定結集は 6世紀人であった 上層に白頭山苫小攻火111灰か存在ずることから、白叩山苫

小牧）、エ」仄降下以前に閂れたものと思われる

旧河川跡B<SX-3>(図37)

［慨妻J~周査区東側O)II!S~N A-214~217 グ IJ ノトに位僻ずる C 基木犀序第N·~V 詞伯て、黒褐色

ち込みを叶認した）検出面0)檸高は30.6~3lm である I Fl屑）II『亦は北から南にi項計し、氏面の

停高は30.1~30.5mてあろし検出面とび）比高差は60直前後てある 底間は峠を基盤とし、既面は飩此

土の

しりの砂質ロームである。堆柏士は蝶1見じりの黒褐色土を主体とずる 調査区泊端部では光八のある

賠褐色土または黒褐色十か堆稿する 元囚のある黒褐色十中に遺物か名量に合まれる

［出十迅物l造物は調青1ズ雨端IIITラインの旺直から四側斜面に集中する rヽ 十器は約3400g出上して

し~＼るか、冊かし噌見片がげとんどで、

箸．杭．；；じ材なと10底、 (52

これら(/)摩託か著しい (35-23、37)

27~33)である。石澁は12点畠土し、石核、届り石、一次加上剥片 (41・

木製品は東岸から出二し、

42-2 ~ 5)などで、剥片は 7点出土した。このほか鉄製品が出土した (54-28)。

［小結］出土遺物から底面付近は縄文時代中期末葉から後期前半に相当する。上位は弥生時代以降の

遺物が混在している。近世まで存在したものと思われる。

旧河川跡C<SX-4>

［概要］調査区北側のNO• P-197~199グリッドに位置する。畝状遺構 (SX-1)除去後、基本

層序第v層上面で東西方向に広範囲に広がる黒褐色土の落ち込みを確認した。堆積士はローム混じり

の黒褐色士で、締まりのある硬質な土壌である。東側に緩やかな立ち上がりが認められ、東から西に

傾斜している。底面の標高は28.8~29.2mである。底面に 2カ所の窪地が確認された。短軸方向の断

（図37)
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第2章検出遺構と出士遺物

面形は捕り鉢状を呈する。

［出士遺物］出土した士器の総重量は約2620gである。主に底面よりも斜面に多く、一個体と思われ

る破片のまとまりが認められた (36-38~49)。石器は10点出士した。石鏃、二次加工剣片、加工礫、

磨り石、搬入礫2点 (42-6 ~11)、剣片 2点である。

［小結］出土遺物から縄文時代中期から後期前葉に存在した河川跡で、白頭山苫小牧火山灰降下以前

に埋め尽くされたものと思われる。

（杉野森淳子）

第 3節中世以降の遺構

1 カマド状遺構

第 1号カマド状遺構<SN-1>(図20)

［位置・確認］調査区北側のNQ• R-196グリッドに位置する。標高は29.lmである。基本層序第

v層上位の褐色ローム面で、北側に炭化物が集中する黒褐色士の長円形プランを確認した。東側に張

り出しを有する。現代の耕作により上部が大きく削平されている。

［平面形・規模］形状は南北方向に延びる長円形である。王軸方向はW-7°-Nである。長軸長は

260cmである。南端部は一段狭くなって突き出ている。北側が焚口部、南側が燃焼部で南端の突き出

しは煙道部と考えられる。焚口部東側の張り出しは後世に削平され崩落したものと思われる。焚きロ

部ど燃焼部の境にくびれはみられない。焚き口部は幅45cm、深さ 6cmである。燃焼部は幅70cm、深さ

14cmである。長軸方向の底面は焚き口部では平坦で傾斜がみられない。燃焼部では皿状に窪み、焚き

口部より 8cmほど深くなる。さらに燃焼部中央から煙道部に向けて緩やかに立ち上がる。燃焼部壁面

から煙道まではほぼ全面被熱し赤笈している。

［堆積土］暗褐色土を主体とする。焚口部には炭化物が斑に混じる灰黄褐色土が堆積する。燃焼部底

面には第4層の炭化物がレソズ状に堆積し、その上に第3層の硬質の焼士が厚く広がる。この第3層

の焼土は崩落した天井部とも考えられる。

［出土遣物］燃焼部底面から被熱した礫と士器片 1点、焚口部底面から小礫片と士器片が2点出土し

ている。

［小結］底面の炭化物の1℃年代測定結果から14世紀のものと思われる。

第2号カマド状遺構<SN-2>(図20)

［位置・確認］調査区中央のNM-200グリッドに位置する。標高は29.6mである。小礫混じりの基

本層序第Na層上面で、馬蹄形状を呈する炭化物粒混じりの暗褐色士の落ち込みを確認した。東側縁

辺で弧状の焼士が確認された。南側に第 3号カマド状遺構が隣接する。

［平面形 ・規模］遺存状態は良好である。長軸146cmの馬蹄形で、主軸方向はN-85°-Eである。

焼士の分布から西側が焚き口部、東側が燃焼部である。焚き口部と燃焼部の境は幅40cmである。煙道

部は検出されなかった。焚口部は検出面では幅66cmの円形に、底面では幅50cmの長方形となる。短軸

断面形は皿状を呈し、壁は緩やかに立ち上がる。燃焼部は幅47cmと焚口部に比べ狭く、断面形状は袋

状を呈し、底面は擢り鉢状となる。長軸方向の底面は焚き口から燃焼部中央に向かい傾斜角約10度で

下降し、燃焼部中央から序々に立ち上がる。燃焼部壁面は被熱により赤変しているが、底面には被熱

の痕跡は確認されなかった。
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米山(2)遺跡II

［堆積士］全体に焼土・炭化物が多量に含む。特に燃焼部下部は炭化物が厚さ 5cmの層状に堆積する。

炭化物上層の第 1層の壁寄りには焼士がブロックで密集する。

［出土遺物］第 1層から玉髄質珪質頁岩の剣片が出土した。

［小結］底面の炭化物の14c年代測定結果から、 15世紀のものと思われる。

第3号カマド状遺構<SN-3>(図20)

［位置・確認］調査区中央のNM-200グリッドに位置する。標高は29.7mである。基本層序第Na

層上面で東側に焼土、中央に炭化物が混じる黒褐色土を確認した。北側に第2号カマド状遺構、南側

に第4号カマド状遺構が隣接する。

［重複］第3号井戸跡と重複し、本遺構が古い。

［平面形・規模］遺存状態は良好である。平面形は東端部が極端に狭く突き出す長円形で、全長290

cmである。主軸方向はN-75° -Eである。西側が焚口部、中央が燃焼部、東端が煙道部となる。焚

ロ部は幅70cmの長方形、燃焼部は直径75cmの円形である。焚き口部と燃焼部の境は不明瞭である。長

軸底面は焚口部から燃焼部中央まで極緩やかに煩斜し、中央から煙道部に向かい緩やかに立ち上がる。

燃焼部中央の深さは20cmである。焚き口部と燃焼部壁面は底面から外側に開きながらほぼ直線的に立

ち上がり、短軸断面形は箱形となる。煙道部ば燃焼部東壁中央から直線状に延び、煙出し孔が残存す

る。煙道は長さ40cm、幅20~30cm、深さ10cmである。煙出し孔は直径30cmの円形と推測される。煙道

部の底面は煩斜がなく、平坦である。燃焼部壁面から煙出しにかけて被熱し赤変している。底面に被

熱の痕跡は確認されなかった。このほか、焚口部に直径25cm・深さ21cmと、直径10cm・深さ10cmの2

つのピットが伴う。

［堆積士J8層に区分される。焚き口部ど燃焼部に堆積する第2層は白色・灰色粘土を多量に含む。

燃焼部には炭化物と焼土が層状に重なる。底面に堆積する第 5層の炭化物は厚さ 3cmである。燃焼部

から煙道部にわたり堆積する第4層の焼土は崩落した天井部と考えられる。小ピットにば焼士混じり

の黒色上が堆積している。

第4号カマド状遺構<SN-4>(図21)

［位置・確認］調査区中央のL-200・201グリッドに位置し、標高は29.8mである。基本層序第Na

層面で中塊礫混じりの長円形プランを確認した。東側に焼土が広がる。南側に第5号カマド状遺構が

並列する。

［重複J2個の小ピットと重複し、本遺構が古い。煙出し孔はピソトに削平されている。

［平面形・規模］全長294cmの長円形で、焚口部・燃焼部・煙道部が直線的に並ぶ。。主軸方向はN

-85°-Eである。焚口部と燃焼部の境は不明瞭である。焚ぎ口部は幅64cmの長方形、燃焼部は直径

74cmの円形と思われる。長軸方向の底面は焚き口部中央で6cmほどの段差をなし、そのまま煙道部ま

で水平に延びる。検出面からの深さは20cmとなる。底面は全体に起伏がなく、短軸断面形は皿状をな

す。煙道部は幅30cmで、燃焼部東壁中央から直線的に延び、長さは40cm以下と推測される。燃焼部か

ら煙道にかけて被熱し赤変しているが、壁面の赤変度合いは他のカマド状遺構に比べ弱い。

［堆積土］焚口部にはローム粒と小塊礫混じりの黒褐色土が堆積する。燃焼部は検出面で小～大礫．

炭化物粒・焼士粒混じりの第3層の黒褐色土が堆積する。第3層の下層にば焼土が堆積する。底面に

は炭化物・炭化材が屏＜密集する。厚さは最大 8cmである。

-36 -



第2章検出遺構と出土遺物

第5号カマド状遺構<SN-5>(図21)

［位置・確認］調査区中央のNL-201グリ、ノド、第4号カマド状遺構の南側に位置し、同遺構と主

軸方向は一致する。標高は29.8mである。基本層序第Na層上面で、ブロック状の焼土を含む黒褐色

士の広がりを確認したが、この時点では明確なプラソを捉えることはできなかった。長軸方向にベル

トを設定し掘り下げた結果、西側に燃焼部を持つカマド状遺構であることがわかった。さらに、東側

にもう一基カマド状遺構が存在することが分かった。

［重複］東側に第15号カマド状遺構が重複し、焼土の分布状況から本遺構が古いものと判断した。

［平面形・規模］堆積土から西側が燃焼部、東側が焚き口部となる。第15号カマド状遺構と重複する

焚き口部端部は立ち上がりを捉えることが出来たが、煙道部が位置していたと考えられる燃焼部西側

は壁面を確認することができなかった。検出した長さは255cmである。主軸方向はN-85°-Eであ

る。焚き口部は幅65cmの長方形、燃焼部は幅80cmの隅丸方形である。長軸方向は焚き口から燃焼部に

向かいごく緩やかに傾斜し、燃焼部はほぼ平らとなる。燃焼部の深さは16cmである。短軸断面形状は

袋状となる。燃焼部は全面被熱し赤変している。底面に比べ壁面の被熱が著しい。

［堆積土］全体に焼上粒・炭化物粒・粘土が混在する。燃焼部底面には粘土質の暗褐色土が堆積し、

部分的に粉状の炭化物が密集する。炭化物の厚さは 2cmである。

［出土遺物］第2層から二次調整剣片 (44-11)が出土した。

第6号カマド状遺構<SN-6>(図22)

［位置・確認］調査区中央西際のNI• J -200グリッドに位置する。標高は29.9mである。基本層

序第Na層上面で、黒褐色土が堆積し、くびれを有する長円形のプランを確認した。両端に焼士が堆

積している。

［重複］ 北側でピットと重複し、 本遺構が古い。

［平面形・規模］南北方向にのびる楕円形で、南側が円形に張り出す。南側が燃焼部、北側が焚きロ

部である。煙道部は検出されなかった。主軸方向はN-18°-E である。全長187cm ・焚き口幅70cm•

燃焼部幅85cmである。底面の幅は焚き口部で30cm、燃焼部で50cmとなり、短軸断面形は皿状を呈する。

長軸方向の底面は焚き口から燃焼部に向かい緩やかに傾斜する。燃焼部の深さは20cmである。庇面は

平坦であるが、燃焼部壁面は起伏がみられる。燃焼部に被熱の痕跡はみられなかった。

［堆積土J4層に区分される。全体に炭化物・焼土を含む。燃焼部に堆積する第2層は細かい炭化物

が密集したもので、厚さが 8cmに達する。燃焼部底面には粉状の炭化物が散在し、炭化物の周囲には

焼士が巡る。

［出土遺物］第4層から剣片が出土した。

［小結］第2層の炭化物の14c年代測定結果から13世紀のものと思われる。

第7号カマド状遺構<SN-7>(図22)

［位置・確認］調査区東側のNG・H-204グリッドに位置する。慄高は30mである。礫混じりの基

本層序第v層上面で炭化物と焼士粒が混入する黒褐色土が広範囲に確認された。円形に巡る赤褐色焼

上が 2カ所有り、これらの位置からカマド状遺構と認定した。

［平面形・規模］遺存状態は良好である。南側に長円形の焚き口部、北側に円形の燃焼部、燃焼部か

ら北東方向に溝状の煙道部が位置する。カマド本体の主軸方向は真北で、煙道部の方向はW-45° ― 

Nである。燃焼部開口部分と煙出し孔が検出された。焚き口部は長さ140cm、輻50cm、燃焼部は直径
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米山(2)遣跡II

80cmである。長軸方向の底面は焚き口から燃焼部に向かい緩やかに傾斜し、燃焼部の深さは25cmであ

る。焚き口部の底面には起伏がなく平坦で、短軸断面形はU字形である。燃焼部は全体にやや起伏が

みられ、短軸断面形は袋状を呈する。燃焼部の開口部分は70X40cmの楕円形である。煙道は長さ50cm、

幅20cm、高さ15cmである。燃焼部から下降し、途中から煙出し孔に向かい上昇する。煙出し孔は40X

25cmの不整円形である。燃焼部から煙出し孔上面まで底面・壁面とも強く被熱している。天井は 5~

10cm、壁面は 2~ 5 cm奥まで赤度し、硬化している。燃焼部底面はの被熱度合いは壁面に比べ弱い。

［堆積土］炭化物と焼土を含む黒褐色上を主体とし、 9層に区分される。燃焼部と煙道部全体に炭化

物粒と焼土塊が含まれ、硬く締まりのある堆積士である。煙道と燃焼部底面付近には粘土が混じる。

第8号カマド状遺構<SN-8>(図22)

［位置・確認］調査区東側のNG・H-205グリッドに位置する。標高は30.lmである。礫混じりの

基本層序第v層上面で炭化物粒と黄褐色ローム混じりの黒褐色土の広がりを確認した。南側に焼土が

弧状に巡ることから、カマド状遺構の燃焼部と判断し、北側は他の遺構の存在が予想された。

［重複］第10号井戸跡と重複し、本遺構が古い。本遺構の北西側は井戸跡に削平されている。

［平面形・規模］全長182cmの楕円形である。主軸方向はN-20°-Eである。被熱の状況から南側

が燃焼部・北側が焚き口部であるが、両者の境は不明瞭である。煙道部は確認されなかった。焚きロ

部は一部削平されているが、長さ・幅とも約100cmの方形と推測される。燃焼部は焚き口部より狭く

直径80cmの円形である。長軸底面は焚き□部ではほぼ平らで、燃焼部で皿状に窪む。深さは20cmであ

る。焚き口部底面には起伏が少なく、短軸断面形は箱形となる。燃焼部は底面・壁面とも起伏があり、

短軸断面形はU字形を呈する。燃焼部壁面は薄く赤変しているが、底面は中央部分がわずかに被熱し

ているのみである。

［堆積土］全体に焼土粒・炭化物粒・褐色粘士が混入する。燃焼部中央に焼士が堆積し、この焼土の

下には厚さ 1cmほどの炭化物ブロソクが散在する。さらに底面には炭化物混じりの第4層の焼土が藩

＜堆積する。炭化物粒は壁際では部分的に密になる。

第9号カマド状遺構<SN-9>(図23)

［位置・確認］調査区東側NF-207グリッドに位置する。標高は30.3mである。基本層序第V層上

面で、ローム混じりの黒褐色土の長円形プラソを確認した。北東側には焼士が弧状に分布する。

［平面形・規模］遺存状態は良好で、燃焼部開口部と煙出し孔が残存する。焚き口部、燃焼部、煙道

部が直線的に配置されている。主軸方向はN-73°-Nで、全長287cmである。焚き□部は長さ160cm、

幅50cmの長楕円形で、短軸断面形は箱形となる。燃焼部は直径80cmの円形で、短軸断面形は袋状を呈

する。開口面は30x 40cmの不整円形で、底面は中央部が若干窪み幅30cmほどである。焚き口部と燃焼

部の境は明瞭で、幅40cm、高さ30cmである。境目の断面形は蒲鉾形を呈する。長軸方向の底面は起伏

が少なく、燃焼部中央底面に向かい緩やかに下降し、中央底面から煙出し孔に向かいほぼ直線的に立

ち上がる。燃焼部の深さは40cmである。煙道部は長さ50cm、幅20cmである。煙出し孔は30x 15cm 

の楕円形である。燃焼部から煙出し孔まで全面被熱し、鮮やかに赤変している。天井が最も強く被熱

し硬化しているが、壁面に比べ底面には被熱の痕跡が少ない。

［堆積土］焚き口部には粘上混じりの黒褐色土、燃焼部には焼土・炭化物混じりの黒褐色土が堆積し、

庇面には炭化物が帯状または塊で分布する。煙道に堆積する焼土は崩落した天井部と考えられる。

［出士遺物］燃焼部堆積土から磨製石斧 (45-22)が出土した。
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第2章検出遺構と出士遺物

第10号カマド状遺構<SN-10>(図23)

［位置・確認］調査区中央のNJ-201グリ ッドに位置する。標高は29.8mである。基本層序第Na

層面で、黒褐色土の長楕円形プラソを確認した。中央に炭化物、端部に焼土が密集する。

［平面形・規模］遺存状態が悪いため、形状・規模を捉えらことはできなかった。主軸方向はW-43

0 -Nである。残存する規模は検出面203x 104cm、底面147x 81cm、深さ 7cmである。底面は平坦で

ある。ピットが 3個検出された。ピット 1は上面50x 40cm• 底面30x 25cm・深さ18cm、ピット 2は上

面40x 30cm• 底面20x 15cm• 深さ 20cm、ピット 3 は上面直径20cm• 底面15x 10cm• 深さ15cmである。

［堆積土］炭化物粒を全体に含む。底面には褐灰色土、南端にば焼土塊が堆積する。ピットの底面付

近の堆積士は締まりが弱い。検出面の焼士や炭化物は後世の削平により本遺構が崩壊した時点に分散

した堆積土と考えられる。

［出土遺物］士器片が 1点出土した。

第11号カマド状遺構<SN-11>(図24)

［位置・確認］調査区中央の NL• M-199グリッドに位置する。カマド状遺構が重複する部分であ

る。標高は29.6mである。基本層序第Nb層上面で黒褐色土の楕円形プラソを確認した。東側は弧状

に焼土が巡る。

［重複］第 1号・ 8号溝跡、ピット、第17号カマド状遺構と重複する。溝跡・ピットより古く、カマ

ド状遺構より新しい。焚き口部と燃焼部の一部が削平され、煙出し孔はピットに削平されている。

［平面形・規模］遺存状態は良好である。焚き口部、燃焼部、煙道部が直線的に並ぶ。煙道の煙出し

孔はピ；；トに削平され欠損している。平面形は長円形で、検出した長軸長は282cmである。主軸方向

は真東である。焚き口部は120x 75cmの長方形、燃焼部は直径80cmの円形である。煙道部は燃焼部東

壁中央から直線的に延び、残存する長さは30cm、幅は25cmである。焚き口部は燃焼部より10cm深く掘

り下げられ、深さは焚き口部で30cm、燃焼部で20cmである。長軸方向の底面は焚き口部・燃焼部とも

傾斜が小さくほぼ平らである。煙道ば燃焼部から緩やかに上昇する。短軸底面は焚き口部でV字に近

い形状をなし、燃焼部はU字形を呈する。焚ぎ口部の一部を除き底面と壁面は被熱し赤変している。

特に燃焼部から煙道にかけては被熱が激しく、壁面の硬化が著しい。他のカマド状遺構に比べ被熱の

度合いが最も強い。

［堆積土］黒褐色士を主体とする。全面に焼土、炭化物、炭化材が含まれる。焚ぎ口部中位に第4層

の硬質な焼土が広がる。燃焼部から焚き口部中央まで炭化材が広範囲に分布する。炭化材は割り材と

思われるものが焚き口部中央から 1点出土し、その他は細い枝である。炭化材は第 5層以下の炭化物

層や焼上層中に分布する。

［小結］ 他のカマド状遣構と違い焚き口邪が燃焼部より深く 、被熱も焚き口部にまで及んでいる。第

5層の炭化物の14c年代測定結果から、 15世紀の可能性が高い。

第12号カマド状遺構<S N-12> (図23)

［位置・確認］調査区中央のNK-200グリッドに位置する。標高は29.7mである。基本層序第Na

層上面で褐灰色士と黒褐色土が混在する長楕円形プラソを確認した。

［重複J2個のピットと重複する。中央のピットは本遺構より新しい。

［平面形・規模］全長258cmの長円形である。主軸方向はW-9°-Nである。南側が焚き口部、北

側が燃焼部である。煙道部がわずかに残存する。焚き口部と燃焼部の境はくびれが小さく不明瞭であ
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る。焚き口部は幅90㎝で、端部が弧状にならず南東側に収縮する。底面は平坦で傾斜がない。燃焼部

は幅80㎝で、長軸底面は焚き口部との境から下降し、燃焼部中央から煙道に向かい上昇する。壁面は

皿状の底面からほぼ垂直に立ち上がり、断面形状はU字形となる。煙道部は燃焼部北壁中央から北に

延びる。北東側の底面は検出面より奥に入り込み、断面形状は袋状となる。燃焼部から煙道部にかけ

て壁面は被熱し、赤変している。底面に被熱の痕跡は少ない。燃焼部はピットを2個有する。ピット

1は直径13㎝・深さ8㎝、ピット2は直径・深さとも8㎝である。

[堆積土]焼土混じりの黒褐色土を主体とする。炭化物は小粒子または小塊が部分的にみられる。燃

焼部底面付近に厚さ5㎝の焼土(第6層)が全面に広がる。焼土はさらに、北壁から煙道部にかけて

厚く堆積する。6層の焼土の下には炭化物混じりの黒褐色土(第7層)が薄く堆積する。これは炭化

物が土壌化したものと思われる。また、焚き口部の黒褐色土には粘土ブロックが全面に混入する。ピッ

トには焼土混じりの暗褐色土が堆積する。

第13号力マド状遺構<SN-13>(図25)

[位置・確認]調査区北側東際のⅣO-200・201グリッドに位置する。標高は29.7mである。礫が混

在する基本層序第Ⅳa層上面で、焼土と炭化物が分布する楕円形のプランを確認した。

[平面形・規模]全長185㎝、幅100㎝の楕円形で、西側が南に傾く弧状を呈する。主軸方向はN-68

°-Eである。くびれ部の幅は90㎝である。礫混じりの砂質土を掘り込んでいるため、底面・壁面に

起伏がある。東側中央は周囲より凹み、断面形状は皿状となる。被熱の痕跡は認められなかった。ピッ

トを2個有する。東側は直径20㎝・深さ40㎝、西側は直径20㎝・深さ5㎝である。

[堆積土]上面に炭化物と焼土が広く分布する。

[出土遺物]第1層から剥片が出土した。

[小結]周辺が礫混入土のため、明確な形状を捉えることが出来なかった。確認面の状況から円形に

分布する炭化物が燃焼部に相当するものと思われる。

第14号力マド状遺構〈SN-14>(図24)

[位置・確認]調査区中央のⅣL-199グリッドのカマド状遺構が密集する部分である。標高は29.6

mである。基本層序第Ⅳb層上面で黒褐色土の長円形プランを確認した。東側は幅が狭く、全面に焼

土が分布することから東に煙道を有するカマド状遺構と認定した。この時点で西側は黒褐色土が南西

方向に広がり、遺構の重複が予想された。

[重複]第1号溝跡、第6号井戸跡と第16号カマド状遺構と重複し、本遺構が古い。

[平面形・規模]遺存状態は良好である。焚き口部、燃焼部、煙道部が直線的に並ぶ、長円形である。

全長295㎝で、主軸方向はN-99°-Eである。焚き口部は150×60㎝の長方形で、底面は起伏が少な

く、壁面は底面から直線的に立ち上がり短軸断面形状は箱形となる。焚き口部と燃焼部の境は平面形、

底面とも明瞭に区分別されていない。燃焼部は幅70㎝と焚き口に比べやや膨らみ、円形に近い形であ

る。底面は凹凸があり、断面形状は逆台形となる。燃焼部中央には40×25㎝、深さ18㎝、南側には直

径20㎝、深さ17㎝のピットを有する。長軸方向の底面は焚き口から燃焼部にかけて緩やかに傾斜し、

燃焼部中央から煙道部に向かい上昇する。燃焼部と焚き口部付近が最も深く34㎝に達する。煙道部は

燃焼部東壁から直線的に延び、長さ60㎝、幅20㎝である。煙出し孔は直径25㎝の円形である。燃焼部

壁面から煙道部にかけて被熱し赤変している。燃焼部の南側には緩やかに上昇する長さ40㎝、幅20㎝

の張り出しがある。第10層相当の黒褐色土が堆積し、焼土や炭化物は混入していない。被熱の痕跡も
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米山(2遺跡II

る，a 焚き □部は幅90cmで、端部か弧状にならず南東側に収縮する u 底面は平坦で傾斜がない。燃焼部

は幅80cmて、長軸底面は焚き口部との塩から下降し、燃焼部中央から煙道に向かい上昇するへ壁面は

皿状の底面からほほ垂直に立ち上がり、断面形状はU字形となる。煙道部は燃焼部北聾中央から北に

延びるし北東側の底面は検出面より虞に入り込み、断面形状は袋；［大となる＾燃焼部から坪道部にかけ-

て壁面は被執し、赤在している勺朕回に餃知の痕跡は少ないC'.燃焼部はヒ cJ 卜を 2個行するヘピ;;Iヽ

1は直径13cm・深さ 8c: 川、ヒ~／卜 2 は直怪・屎さとも 8 cmてある u

［堆積上］焼士混じりの黒褐色＋を土体とずる。炭化物は小粒子または小塊が部分的にみられる C• 燃

焼部底面付近に厚さ 5cmの焼士（第6層）が全面に仄かろ（焼上はさらに、北壁から旺道部にかげて

厚く埋積ずる() 6層の焼土の下には炭化物混じりの黒褐色士（第7居）か簿く堆積する（＿これは炭化

物が土壌化したものと思われるしまた、焚き口部の烹褐色土には粕上フロ／’、クが全面に混入する ヒ］

トには焼土屁しりの暗褐色土か附積ずる勺

第13号カマド状遺構<SN-13>(凶25)

［位置・確認］調査区北側東際のN0-200・201クリ，J 卜に位置する。檸高は29.7mである 鰈か混

在する基本層序第Na眉上面で、焼土と炭化物か分布する楕日形のプランを確認した。

［平面形・規模］土長185cm、幅100cmの楕円形て、西側が南に傾く弧杖を呈する。主薗方向はN-68

" -Eである ＜びれ部の幅は90cmであるし蝶混じりの砂質土を掘り込んでいるため、底面・壁面に

起伏かある。東側中央は周囲より凹み、断面形状は皿状となる，)被熱の直闘は詔められなかった・，ヒ，J

トを 2涸有する、,.東側は直怪20cm・ 深さ 40cm 、西側は直往20cm• j菜さ 5cmであるJ

［堆積上］ 卜^面に炭化物と焼十が広く分布ずる。

［出上遺物］第 1層から判片か出士した。

［小桔］周辺か礫｛昆入上のため、明確な形状を捉えることか出来なかっ1こ確認面の状況から円形に

分布する炭化物が燃焼部に相当するものと思われるて0

第14号カマド状遺構<SN-14>(図24)

［位置・雁詑］調丘区中央のNL-199クリ，I ドのカマト状遺構か岱侑ずる部分である：標高は29.6

mであ八基本図序第Nb靡卜戸言清門昌色+の長円形フラソを確認した，，東側は輻が狭く、全面に尭

土か分布することから東に坪直を有するカマト状遺構と認定したー］この時点て酉側は黒褐色士か南西

方伺に広かり、遺構の車複が予想されたぐ

［重複］第 1 号溝跡、第 6 号•井戸跡と第16号カマト状遺構と軍複し、水遺構が古い0

[4面彫・規捩］追仔状態は艮奸である。焚きい部、燃焼部、姪逼部か直緑的に並ふ、長円形てある。

全長295cmで、主軸方向はN-99°-Eである。焚き口部は150x 60cmの長方形で、底面は起伏が少な

く、壁面は底面から直線的に立ち上がり短軸断面形状は箱形となる。焚き口部と燃焼部の境は平面形、

底面とも明瞭に区分別されていない。燃焼部は幅70cmと焚き口に比べやや膨らみ、円形に近い形であ

る。底面は凹凸があり、断面形状は逆台形となる。燃焼部中央には40X25cm、深さ18cm、南側には直

径20cm、深さ17cmのピットを有する。長軸方向の底面は焚き口から燃焼部にかけて緩やかに傾斜し、

燃焼部中央から煙道部に向かい上昇する。燃焼部と焚き口部付近が最も深く 34cmに達する。煙道部は

燃焼部東壁から直線的に延び、長さ60cm、幅20cmである。煙出し孔は直径25cmの円形である。燃焼部

壁面から煙道部にかけて被熱し赤変している。燃焼部の南側には緩やかに上昇する長さ40cm、幅20c皿

の張り出しがある。第10層相当の黒褐色士が堆積し、焼土や炭化物は混入していない。被熱の痕跡も
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認められない。使用頻度が極端に少なかった、もしくは未使用の煙道と考えられる。

[堆積土]ローム粒・炭化物粒・焼土混じりの黒褐色土を主体とする。燃焼部の堆積状況は層状をな

さず、焼土や粘土がブロック状に堆積する。燃焼部から煙道に堆積する焼土は硬く締まりがある。底

面に粉状の炭化物が密集し、一部炭化材が残る。

第15号力マド状遺構<SN-15>(図21)

[位置・確認]調査区中央東際、ⅣL-201グリッドに位置する。標高は29.9mである。基本層序第

Ⅳa層面で遺:構の存在を確認したが、プランは第5号カマド状遺構確認時に捉えることができた。

[重複]西側は第5号カマド状遺構に削平され、東側は後世に削平されている。

[平面形・規模]燃焼部のみ残存するが、東端の収束部分は煙道に相当するとも考えられる。形状か

ら西側に焚ぎ口部が位置したものと思われる。残存する規模は長さ134㎝、幅84㎝、深さ20㎝である。

底面は平坦で、断面形状は皿状を呈する。底面・壁面は被熱により赤変している。

[堆積土]3層に区分され、全体に炭化物・焼土粒が混入する。底面には粉状の炭化物が密集してい

る。厚さは4㎝である。

第16号力マド状遺構〈SN-16>(図25)

[位置・確認]調査区中央のⅣL-198グリッドのカマド状遺構が密集する部分である。標高は29.6

mである。基本層序第Ⅳb層上面で炭化物と粘土混じりの黒褐色の広がりを確認したが、この時点で

は本遺構のプランを認識することは出来なかった。第6号井戸跡精査時に井戸跡の壁面に炭化物と焼

土が層状に堆積する燃焼部を確認した。

[重複]第6号井戸跡、第14号・17号カマド状遺構と重複する。井戸跡より古く、カマド状遺構より

新しい。また、第11号カマド状遺構と接するが新旧関係を把握することが出来なかった。

[平面形・規模]焚き口部と燃焼部を検出した。燃焼部の一部は第6号井戸跡に削平されているが、

遺存状況は比較的良好である。全長257㎝の長円形で、主軸方向はN-82°-Eである。焚き口部は1

60×60㎝の長方形で、深さは27㎝である。中央には直径25㎝・深さ16㎝のピットを有する。燃焼部に

幅50㎝の開口部が残存する。燃焼部底面は平坦で、幅は40㎝である。断面形は袋状を呈し、最大幅は

80㎝となる。底面から開口部かけて全面被熱し、硬く赤変している。天井よりも底面が強く被熱して

いる。燃焼部の本来の形状は最大幅80㎝、開口径50㎝の袋状を呈する円形と思われる。長軸方向の底

面は焚ぎ口から燃焼部中央まで傾斜は認められず平坦である。煙道は確認できなかったが、燃焼部の

被熱の度合いと堆積土から燃焼部の南東側に位置するものと思われるが、第11号カマド状遺構と重複

し確認できなかった。

[堆積土]黒褐色土を主体とする。焚き口部には粘土が混入する。燃焼部には焼土粒・炭化物粒混じ

りの締まりの弱いシルト質の暗褐色土が堆積する。燃焼部底面には粉状の炭化物が薄く広がる。ピッ

ト及び周辺には青味のあるシルト質の黒褐色土が堆積する。

第17号力マド状遺構<SN-17>(図25)

[位置・確認]調査区中央のⅣL-198グリッドに位置する。標高は29.6mである。カマド状遺構iが

密集する部分に位置し、第16号カマド状遺構・第8号溝跡精査時に確認した。燃焼部は確認されてい

ないが、形状・堆積土の状況からカマド状遺構と認定した。

[重複]第11号・16号カマド状遺構、第8号溝跡と重複し、本遺構が最も古い。カマド状遺構の密集
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第2章検出遺構と出土遺物

認められない。使用頻度が極端に少なかった、もしくは未使用の煙道と考えられる。

［堆積土］ローム粒・炭化物粒・焼土混じりの黒褐色上を主体とする。燃焼部の堆積状況は層状をな

さず、焼土や粘土がブロック状に堆積する。燃焼部から煙道に堆積する焼士は硬く締まりがある。底

面に粉状の炭化物が密集し、一部炭化材が残る。

第15号カマド状遺構<SN-15> (図21)

［位置・確認］調査区中央東際、 NL-201グリッドに位置する。標高は29.9mである。基本層序第

Na層面で遺構の存在を確認したが、プラソは第5号カマド状遺構確認時に捉えることができた。

［重複］西側は第5号カマド状遺構に削平され、東側は後世に削平されている。

［平面形・規模］燃焼部のみ残存するが、東端の収束部分は煙道に相当するとも考えられる。形状か

ら西側に焚き口部が位置したものと思われる。残存する規模は長さ134cm、幅84cm、深さ20c皿である。

底面は乎坦で、断面形状は皿状を呈する。底面・壁面は被熱により赤変している。

［堆積土J3層に区分され、全体に炭化物・焼土粒が混入する。底面には粉状の炭化物が密集してい

る。厚さは4cmである。

第16号カマド状遺構<SN-16> (図25)

［位置・ 確認］調査区中央のNL-198グリッドのカマド状遺構が密集する部分である。標高は29.6

mである。基本層序第Nb層上面で炭化物と粘士混じりの黒褐色の広がりを確認したが、この時点で

は本遺構のプランを認識することは出来なかった。第6号井戸跡精査時に井戸跡の壁面に炭化物と焼

土が層状に堆積する燃焼部を確認した。

［重複］第6号井戸跡、第14号・ 17号カマド状遺構と重複する。井戸跡より古く、カマド状遺構より

新しい。また、第11号カマド状遺構と接するが新旧関係を把握することが出来なかった。

［平面形・規模］焚き口部と燃焼部を検出した。燃焼部の一部は第6号井戸跡に削平されているが、

遺存状況は比較的良好である。全長257cmの長円形で、主軸方向はN-82°-Eである。焚き口部は1

60X60cmの長方形で、深さは27cmである。中央には直径25cm・深さ16cmのピットを有する。燃焼部に

幅50cmの開口部が残存する。燃焼部底面は平坦で、幅は40cmである。断面形は袋状を呈し、最大幅は

80cmとなる。底面から開口部かけて全面被熱し、硬く赤変している。天井よりも底面が強く被熱して

いる。燃焼部の本来の形状は最大幅80cm、開口径50cmの袋状を呈する円形と思われる。長軸方向の底

面は焚き口から燃焼部中央まで傾斜は認められず平坦である。煙道は確認できなかったが、燃焼部の

被熱の度合いと堆積土から燃焼部の南東側に位置するものと思われるが、第11号カマド状遺構と重複

し確認できなかった。

［堆積土］黒褐色土を主体とする。焚き口部には粘土が混入する。燃焼部には焼土粒・炭化物粒混じ

りの締まりの弱いシルト質の暗褐色土が堆積する。燃焼部底面には粉状の炭化物が薄く広がる。ピッ

ト及び周辺には青味のあるシルト質の黒褐色土が堆積する。

第17号カマド状遺構<SN-17>(図25)

［位置・確認］調査区中央のNL-198グリッドに位置する。標高は29.6mである。カマド状遺構が

密集する部分に位置し、第16号カマド状遺構•第 8 号溝跡精査時に確認した。燃焼部は確認されてい

ないが、形状・堆積土の状況からカマド状遺構と認定した。

［重複］第11号・ 16号カマド状遣構、第8号溝跡と重複し、本遺構が最も古い。カマド状遺構の密集
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部分の中で最初に構築されたカマド状遺構と思われる。

[平面形・規模]焚き口のみ残存する。長さ150㎝、幅30㎝、深さ15㎝である。主軸方向はN-82°

-Eである。底面は平坦で東側にごく緩やかに傾斜する。底面中央に直径12㎝・深さ8㎝のピットを

有する。

[堆積土]シルト質の黒褐色土を主体とし、炭化物粒を含む。

2土坑

第14・16号土坑<SK-14・16>(図26)

[位置・確認]調査区東側南端のⅣD-206グリッドに位置する。標高は30mである。基本層序第Ⅴ

層面で、連結した円形の落ち込みを確認した。[重複]第14号土坑の堆積土と第16号上位の堆積土が

同一であることから、新旧関係は不明である。[形状・規模]2基とも検出面は南北方向に延びる楕

円形である。第14号土坑は底面とも楕円形である。検出面68×53㎝、底面58×46㎝、深さ12㎝の浅い

土坑で、底面は平坦である。第16号土坑の底面は東西方向にやや広がる。検出面110×93㎝、底面55

×45㎝、深さ60㎝である。底面は平坦で、壁は外側に開きながら立ち上がり、断面形は逆台形を呈す

る。[堆積土]6層に分けられる。第1層は混入物が多い黒色土で、第2層以下は黒褐色土を主体と

する。第2～5層までは粘土質だが、第6層は砂質のオリーブ黒褐色土である。[出土遺物]第16号

土坑から礫が2点出土した。

第17号土坑<SK-17>(図26)

[位置・確認]調査区中央のⅣI・J-200グリッドに位置する。標高は31.6mである。基本層序第

Ⅳa層面で、炭化物混じりの黒褐色土の楕円形を確認した。[重複]ピット2個と重複し、本遺構が

古い。[形状・規模]本遺構の北側はピットにより一部削平されているが、検出面・底面とも楕円形

である。主軸方向はW-22°-Nである。規模は検出面249×71㎝、底面136×61㎝、深さ10㎝である。

底面は平坦で、壁の立ち上がりは緩やかである。中央に用途不明のピットが伴う。上面26×22㎝・底

面15×10㎝・深さ10㎝で、底面は平坦なピットである。[堆積土]全体に炭化物粒と焼土粒が混入す

る。[出土遺物]土器片(40-62)・台石(47-1)が出土した。[小結]平面形状と規模ではカマ

ド状遺構と類似するが、カマド状遺構の特徴である焼化した面がないこと、炭化物と焼土が層状に堆

積していないことから断定できず、ここでは土坑とした。

第18号土坑〈SK-18>(図26)

[位置・確認]調査区北側のⅣM・N-198グリッドに位置する。標高は29.5mである。畝状遺構の

下位の、基本層序第Ⅳb層面で暗褐色土の東側が張り出した円形の落ち込みを検出した。[重複]東

側でピットと重複するが、ピットの堆積土は土坑と類似するため、新旧関係は認定できなかった。

[形状・規模]検出面・底面とも円形である。規模は検出面89×82㎝、底面62×58㎝、深さ16㎝であ

る。断面形は皿状となる。底面に東西方向に広がる用途不明のピットを伴う。開口部30×21㎝、底面

20×14㎝、深さ22㎝である。底面は平坦で、壁は垂直に立ち上がる。[堆積土]炭化物と褐色土混じ

りの黒褐色土を主体とする。ピットに比べ土坑の堆積土は軟質である。

第19号土坑〈SK-19>(図26)

[位置・確認]調査区北側のⅣM-198グリッドに位置する。標高は29.4mである。畝状遺構精査後、

一42一

米山(2)遺跡II

部分の中で骰籾に構築されたカマト状遺構と思われる

［平面形・規担］焚き口のみ残仔ずる）長さ150cm、輻30cm、｛菜さ15cmであるで主軸方向はN-82°

-Eであ八底面は平j日で東側にこく設やかに｛頃斜する。底面中央に町怪12cm・深さ 8cmのピノトを

有する」

［堪柏土］シルト質の児褐色上を＿丁体とし、炭化物粒を含む。

2 土坑

第14• 16号土坑<SK-14・16> (図26)

［位樹・確記］澗査区東側南端のND-206グリ、1/ トに位置する c 桐高は30mである c 基本居序第V

層面て、連結した「り形のぷち込みを確認した） 『重複］弟14号土坑の堆積士と第16号上位の描積土か

同ーであることから、新旧関係は不明である 0 [厄状・規摸J2基とも検出面は南北方向に延びる楕

□形である第14号土坑は1氏面とも惰日形で応る 0 検出面68x 53cm、胚面58X46cm、深さ12cmの改い
土坑で、底面は平坦である）第16号土坑0)底面は東西方向にやや仄かる、）検出面110X93cm、1氏面55

X45cm、深さ60cmであるし仄面は平坦て、韮は外側に開ぎなから立ち上かり、断面形は逆台形を二ず

る。 ［堆積土J6罰に分げられる C 第1層け尻入物かもい黒色土て、第2層以ドは黒褐色士を主体と

ずる。第 2~s 層まては粘土質だが、第 6 犀は砂質のオリーフ黒褐色」である. [出上遣物］第16号

+. 坑から礫が 2点出土したJ

第17号土坑<SK-17> (図26)

［位置・確謬］調査区中央のN I• J -200クリ J 卜に位置する。棚高は31.6mてあるc 基本層序第

Na轡面で、炭化物混じりの累褐色士豆）惰圧形を確認した'・' [重複］ヒ J 卜2個と重複し、本遺構が

古しい ［形状・規模］本遣構の北側はヒ「ノトにより一部削平されてし＼るか、検出面・底面とも楕円形

である C 十軸方向はW-22°-Nである，ぅ蜆模は桧出面249x 71cm、1氏面136x 61cm、深さ10cmてあるっ

底面は乎坦で、壁の立ち卜．がりは紐やかて応る）中央に用途―不叫のピノトか倅う c 上面26x 22cm• 底

面15x 10cm• 深さ10cmで、底面は半坦なピノトてある 0 [堆積土］全体に炭化物粒と焼十土粒か混入す

るへ ［出土遣物］土器片 (40-62) ・台石 (47-1〉が廿jI十した" [小紹］平面形状と規模ではカマ

ド状遺構と類似するか、カマト状遺構の特徴である焼化した面がないこと、炭化物と焼」が層状に堆

積していないことから断定でぎず、ここては土坑とした。

第18号土坑<SK-18> (図26)

［位直・雁認］諷責区北側のNM・N-198グリットに位凪する。標高は29.5mである。畝状逍構の

下位の、基本層序第Nb層面で暗褐色土の東側が張り出した円形の落ち込みを検出した。 ［重複］東

側でピットと重複するが、ピットの堆積土は土坑と類似するため、新旧関係は認定できなかった。

［形状・規模］検出面・底面とも円形である。規模は検出面89X82cm、底面62X58cm、深さ16cmであ

る。断面形は皿状となる。底面に東西方向に広がる用途不明のピットを伴う。開口部30X21cm、底面

20 x 14cm、深さ22cmである。底面は平坦で、壁は垂直に立ち上がる。 ［堆積土］炭化物と褐色土混じ

りの黒褐色土を主体とする。ピットに比べ士坑の堆積土は軟質である。

第19号土坑<S K-19> (図26)

［位置・確認］調査区北側のNM-198グリッドに位置する。標高は29.4mである。畝状遺構精査後、
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第2章検出遺構と出士遺物

基本層序第Nb層の掘り下げ時に暗褐色土の円形の落ち込みを確認した。 ［形状・規模］検出面・底

面とも北東側が直線的になる不整円形である。規模は検出面114x 95cm、底面69x 63cm、深さ18cmで

ある。断面形は皿状となり、底面と壁の境は不明瞭である。 ［堆積土］焼土と粘土が混じった黒褐色

土で、第18号土坑と同様に軟質な堆積士である。 ［出士遺物］底面から台石 (47-7)が出土した。

第21号土坑<SK-21>(図26)

［位置・確認］調査区北側のNK• L-198グリッドに位置する。オ票高は29.Smである。基本層序第

Nb層面で、暗褐色土混じりの黒褐色土の楕円形の落ち込みを確認した。 ［形状・規模］南北方向に

延びる楕円形で、南端に向かい狭くなる。王軸方向はW-2°-Nとほぼ真北である。規模は検出面

189 x 89cm、底面177x 18cmである。底面は起伏が少なく、中央から壁際に向かい高くなる。深さは中

央で13cmである。 ［堆積士］暗褐色士混じりの黒褐色土で軟質である。

第22号土坑<S K-22> (図26)

［位置・確認］調査区北側のNL-197• 198グリッドに位置する。標裔は29.4~29.5mである。畝状

遺構精査後、基本層序第Nb層を掘り下げ時に炭化物と焼土混じりの黒褐色土の円形の落ち込みを確

認した。 ［重複］北側にピットが重複し、本遺構が古い。 ［形状・規模］南側は堆積土と壁面の境が

不明瞭であったたため、確認できず掘り過ぎとなった。検出面は150cmの方形と想定される。底面は1

08 x 107cmの方形で、平坦である。壁は緩やかに立ち上がり、深さは40cmである。 ［堆積士］全体に

炭化物粒ど焼土粒が混入する。

3 井戸跡

第 1号井戸跡<SE-1>(図27)

［位置］調査区東側のNG-204グリッドに位置する。標高は29.5mである。基本層序第v層面で、

ロームが混入する黒褐色土の円形のプラソを確認した。

［形状・規模］検出面は隅丸方形に近いが、底面は三角形に近い不整形である。検出面106x 104cm、

底面74x 71cm、深さは171cmである。基本層序第VI層まで掘り込まれ、底面は若干傾斜する。壁はほ

ぼ垂疸に立ち上がる。

［堆積土］ほとんどが黒褐色土と黒色土で占められ、 3層に区分される。 1勇水のため、第3層以下は

分層できなかったが、全体にシルト質で、第 2層上より混入物が細粒である。自然堆積と思われる。

［出土遺物］第2層から台石 (47-3)、第3層から加工木が 7点 (48-1• 2)、自然礫が出土し

た。

第2号井戸跡<SE-2>(図27)

［位置］調査区東側のNF-205グリッドに位置する。標高は29.9mである。基本層序第V層面で、

ロームと礫が混じる黒褐色士の円形のプラソを確認した。

［形状・規模］検出面は122x 107cmの不整円形、底面は74x 71cmの円形である。礫混じりの第VI層ま

で掘り込まれ、底面にはやや起伏がある。壁は底面から垂直に立ち上がるが、途中で緩やかに外傾す

る。深さは101cmである。

［堆積土J5層に分けられる。黒褐色士と黒色土で占められる。底面には灰色砂質士が堆積する。

［出上遺物］第2層から加工木・自然木が10点出士した。自然木の一部は井戸跡の壁面に円形に張り
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付いた状態であった。これは木製品の可能性もあるが、明瞭な加工痕跡は認められなかった。このほ

か礫1点、種子が出土した。

第3号井戸跡<SE-3>(図27)

[位置]調査区中央のⅣL・M-200グリッドに位置する。標高は29.7mである。基本層序第Ⅳa層

面で炭化物粒が散らばる黒褐色土の落ち込みを確認した。

[重複]第3号カマド状遺構と重複する。本遺構が新しいが、検出面北側は堆積土が類似するため、

境を正確には確認できなかった。

[形状・規模]検出面は隅丸方形に近いが、底面は円形である。検出面は128×113㎝、底面77×74㎝

である。第Ⅵ層まで掘り込まれ、底面は皿状に少し窪み、東から西に傾斜する。東西の壁面はほぼ垂

直だが、南北側は途中で屈曲または湾曲する。深さは171㎝である。

[堆積土]黒褐色土を主体する。上位には炭化物、下位にはロームと砂が混入する。第2層には隣接

するカマド状遺構から崩落した焼土と炭化物が混じる。北壁際の中位では炭化材が検出した。

[出土遺物]第3層から木製品が3点出土した(48-3)。

第4号井戸跡<SE-4>(図27)

[位置]調査区中央東際のⅣK-200・201グリッドに位置する。標高は29.8mである。基本層序第Ⅳ

a層面で、礫が多量に混在する黒褐色土の隅丸方形のプランを確認した。

[形状・規模]検出面・底面とも隅丸方形である。規模は検出面127×113㎝、底面103×88㎝である。

礫混じりの第Ⅴa層まで掘り込まれ、底面には若干凹凸があるが、ほぼ平らである。壁はやや起伏が

あり、湾曲または屈曲する。深さは72㎝である。

[堆積土]黒褐色土を主体とし、4層に分けられる。礫・焼土粒・炭化物粒が全体に含まれる。

第5号井戸跡〈SE-5>(図27)

[位置]調査区中央のⅣJ・K-202グリッドに位置する。標高は29.6mである。基本層序第Ⅳa層

面で、橙褐色の鉄分が付着した褐色土の落ち込みを確認した。

[重複]第3号溝跡と重複し、本遺構が新しい。

[形状・規模]検出面・底面とも円形である。検出面は80×75㎝、底面は直径60㎝と小振りである。

第Ⅴa層まで掘り込まれ、底面はほぼ平坦である。壁は垂直に立ち上がるが、北壁は途中で屈曲する。

深さは60㎝である。

[堆積土]黒褐色土を主体とし、3層に分けられる。全体にロームと礫が混入し、しまりが強い。

第6号井戸跡〈SE-6>(図27)

[位置]調査区中央、ⅣL-198・199グリッドに位置する。標高は28.8mである。基本層序第Ⅳb層

面で、カマド状遺構が重複する中に礫とロームが混入した黒褐色土の円形の落ち込みを確認した。

[重複]第14号・第16号カマド状遺構と重複する。カマド状遺構との新旧関係を探るため、ベルトを

設定して掘り下げた結果、カマド状遺構燃焼部底面の火床面が円形の落ち込み部分で途切れることか

ら、本遺構が新しいと判断した。

[形状・規模]検出面・底面とも円形である。検出面101×84㎝、底面67×63㎝である。第Ⅵ層まで

掘り込まれ、底面は平坦である。壁の立ち上がりは明瞭で、壁面はほぼ直線的である。断面形状は上
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米山(2)遺跡IT

付いた状態であ）tここれは木製品の可打じ性もあるか、明瞭な加工痕跡は認、められなか・_)た。このほ

か礫 1点、種子か出土した0

第 3号井戸跡<SE-3>(図27)

［位償］調査区中央のNL・M-200クリノトに位直する」椋高は29.7mであるc 某本瞬序第Na層

面て炭化物杜が齢らばる黒褐色土の沿ち込みを確認したっ

［重複］第 3号カマト状遣構と重複するっ木遺構が新しいが、検出面北間は推積+が類似するため、

境を正確には確認でぎなかった。

［形状・規模］検出面は隅丸方形に近いか、底面は円形であるぅ検出面は128x 113cm、底面77x 74cm 

である。第VI層まで掘り込まれ、底面は皿状に少し窪み、東から四に1坦斜するい東西の壁面はほほ亘

直たか、南北側は途中て屈曲または湾曲する 深さは171cmであるc

［塩積＋」黒褐色士を主体する 0 上位には炭化物、下位にはローゾと砂か此入するの第 2層には隣接

するカマト状遺構から崩治した焼士と炭化物が昼じる、）北壁際の中位では炭化材が検出した。

［出土造物］第 3層から木製品が 3点出士した (48-3) 0 

第4号井戸跡<SE-4> (図27)

［位置］調査区中央車際のNK-200・201クリノトに位闘ずる。標高は29.8mであるし基本層序第W

a層面で、蝶が名量に混在する黒褐色＋の隅丸力形のプランを確認した。

［形状・規膜］検出面・底面とも隅丸方形であるて規模は検出面127x 113cm、底面103X88cmてある u

繰混じりの第Va居主て掘り込まれ、良向には若丁也l凸かあるか、ほほ辛らてある C 壁はやや起伏が

あり、｛弯曲または屈曲する。深さは72cmてあるc

［堆楕土］里褐色土を王体とし、 4層に分げられる。 i繁・焼土粒・炭化物粒か全体に含まれる 0

第 5号井戸跡<SE-5>(図27)

［位置］調査区中央のNJ・K-202グリ j 卜に位置ずる 標高は29,6mであるっ恥本層序第Na屑

面て、位褐色の鉄分が付石した褐色土の落ち込みを確認した（）

［重複］第 3号溝跡と重複し、本遺構が新しいe

［形状・規摸］検出面・底面とも円形てある c 検出面は80x 75cm、庇面は薗径60cmと小振りである。

第Va層まで掘り込まれ、底面はほば平t日であるc 壁は垂直に立ち上かるか、北壁は途中で屈間ずる。

さは60cmである，,,

［堆積土］黒褐色土を王体とし、 3層にけけられる。主体にロームと踪か混入し、しまりか強い。

第 6号井戸跡<SE-6>(図27)

［位置］調査区中央、 NL-198• 199グリッドに位置する。標高は28.8mである。基本層序第Nb層

面で、カマド状遺構が重複する中に礫とロームが混入した黒褐色土の円形の落ち込みを確認した。

［重複］第14号・第16号カマド状遣楷と重複する。カマド状遺構との新旧関係を探るため、ベルトを

設定して掘り下げた結果、カマド状遺構燃焼部底面の火床面が円形の落ち込み部分で途切れることか

ら、本遺構が新しいと判断した。

［形状・規模］検出面・底面とも円形である。検出面101x 84cm、底面67X63cmである。第VI層まで

掘り込まれ、底面は平坦である。壁の立ち上がりは明瞭で、壁面はほぼ直線的である。断面形状は上
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面がやや外側に開く箱形である。深さは94㎝である。

[堆積土]ローム粒混じりの黒褐色土を主体とし、7層に区分される。第3～6層には焼土と炭化物

が含まれる。

第7号井戸跡〈SE-7>(図28)

[位置]調査区中央の西際、ⅣK-198グリッドに位置する。標高は28.8mである。基本層序第Ⅳa

層面で、赤褐色土が混入した黒褐色土の円形プランを確認した。

[形状・規模]検出面は円形に近いが南側がやや直線的となる、底面は円形である。検出面189×173

㎝、底面116×114㎝、深さは146㎝である。第Ⅵ層まで掘り込まれ、底面は平坦である。壁は垂直に

立ち上がり、上位で大きく外反する。

[堆積土]黒褐色土を主体とし、8層に区分される。第5層は植物繊維を多量に含む泥炭質である。

第7・8層は泥炭質混じりの黒褐色土である。第8層は全体に木製品や自然木を多量含む。

[出土遺物]泥炭質の第7層・8層から木製品が12点(48～50-4～14)出土した。石器は台石2点、

磨り石、加工礫(47-4～6)が出土した。このほか炭化した木片も上位から出土している。

第8号井戸跡〈SE-8>(図28)

[位置]調査区中央の、ⅣL-199グリッドに位置する。標高は29.6mである。基本層序第Ⅳa層面

で、炭化物と黄橙色粘土混じりの黒褐色土の円形の落ち込みを確認した。

[形状・規模]検出面は南西側が張り出した不整円形、底面は隅丸方形となる。検出面105×98㎝、

底面74×63㎝である。第Ⅵ層まで掘り込まれ、底面はほぼ平坦である。壁は起伏が少なく、ほぼ直線

的である。断面形はU字形となり、上位で一部外反する。

[堆積土]黒色土を主体とし、3層に区分される。上位には炭化物と粘土が混入する。粘土質だが、

部分的に砂質となる。

[出土遺物]上位から板状の木製品が出土した(50-15～17)。

第9号井戸跡〈SE-9>(図28)

[位置]調査区中央のⅣK-201グリッドに位置する。標高は29.8mである。基本層序第Ⅳa層面で、

褐色土・炭化物混じりの黒褐色土の円形の落ち込みを確認した。

[形状・規模]検出面・底面とも隅丸方形である。北東側は円形に張り出す。礫混じりの第Ⅵ層上面

まで掘り込まれ、底面は平坦である。壁はほぼ垂直に立ち上がるが、底面との境は不明瞭で、断面形

状はU字形を呈する。規模は検出面107×90㎝、底面91×75㎝、深さは52㎝と他の井戸跡に比べ浅い。

[堆積土]5層に区分される。粘土混じりの黒褐色土を主体とする。中位にやや砂質のオリーブ黒色

土が層状に堆積する。底面の黒褐色土はシルト質である。

[小結]他の井戸に比べ浅いが、30㎝掘り下げた時点で水が湧き出たことと、礫混じりの砂質ロ一ム

面まで掘り込んでいることから井戸跡と判断した。

第10号井戸跡〈SE-10>(図28)

[位置]調査区中央の西際、ⅣH・G-205グリッドに位置する。標高は30mである。基本層序第Ⅳ

a層面で、粘土が混入した黒色土の不整形の落ち込みを確認した。カマド状遺構との重複が予想され

るため、長軸方向に土層確認面を設定し、掘り下げを行った。調査当初は土坑として調査したが、形
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向がやや外側に開く箱形である心深さは94cmであるこl

［堆積土］ローム粒此じりの黒褐色土を主体とし、 7 層に区分される。第 3~6 層には焼上と炭化物

が含まれる。

第7号井戸跡<SE-7>(図28)

［位置］調査区中央の西際、 NK-198グリノトに位置する。梗高は28.8mである。基本層序第Na

層面で、赤褐色士が混人した黒褐色士の円形プラソを確認した。

［形状・規模］検出面は円形に五いか南側かやや直線的となる、底面は円形である勺検出面189X 173 

cm、底面116X114cm、深さは146cmてある，-＇第 VI層まて掘り込まれ、底面は十坦である。壁ぱ重直に

ち上がり、上位で大きく外反する，ニ

［推柏＋．］黒褐色十を主休とし、 8隣に区分される。第5層は植物繊維を多旦に合む泥炭質である。

第7・8層は泥炭質屁じりの黒渇色士である。第8層は全体に木製品や自然木を名量含む0

［出上遺物］｛尼炭質の第7層. 8 層から木製品が12点 (48~50-4~14) 出土した0 石器は台石 2 点、

磨り仁、加工蝶 (47-4~6) か出1 し tここのほか炭化した木片も上位から出上している。

第8号井戸跡<SE-8>(図28)

［位置］調査区中央の、 NL-199クリノトに位置するう標高は29.6mである:,基本層序第Na層面

で、炭化物と黄橙色粘＋此じりの黒褐色+.o)円形の洛ち込みを確認したっ

［形状・規模］検出間は南四側か張り出した不柏円形、底ri'liは隅丸方形となる。検出面105x 98cm、

底面74x 63cmてある．，第VI層まで掘り込まれ、底面はほほ平坦である＜：，壁は起伏か少なく、ほぼ直線

的である。棚面形はU字形となり、上位で一部外反する、）

［塩積土］黒色土を主体とし、 3層に区分される、．上位には炭化物と粘士か混入するし，粘士買だが、

部分的に砂質となる Q

［出土遺物］上位から板状の木製品が出土した (50-15~17) C、

第9号井戸跡<SE-9>(図28)

［位置］調査区中央のWK 201ゲ IJ・;1卜に位置する標高は29.8mである基本柑I午第Na層面で、

褐色士・炭化物屁しりの黒褐色士の口形の洛ち込みを確認した，う

［形状・規模］検出面・底面とも隅丸方形てあるぐ北東側は円形に張り出す己礫混じりの第VI層日面

まで掘り込まれ、底面は平坦である Q 壁はほほ垂直に立ち上がるが、底面との境は不明瞭で、断面形

状はじ字形を呈する。規俣は検出面107x 90cm、氏面91x 75cm、深さは52cmと他の井戸跡に比へ戊い。

［堆積土J5層に区分される。粘土混じりの黒褐色土を主体とする。中位にやや砂質のオリーブ黒色

土が層状に堆積する。底面の黒褐色士はシルト質である。

［小結］他の井戸に比べ浅いが、 30cm掘り下げた時点で水が湧き出たことと、礫混じりの砂質ローム

面まで掘り込んでいることから井戸跡と判断した。

第10号井戸跡<SE-10>(図28)

［位置］調壺区中央の西際、 NH・G-205グリッドに位置する。標高は30mである。基本層序第N

a層面で、粘士が混入した黒色士の不整形の落ち込みを確認した。カマド状遺構との重複が予想され

るため、長軸方向に士層確認面を設定し、掘り下げを行った。調査当初は土坑として調査したが、形

- 45 -



米山(2)遺跡II

状や堆積土から他の井戸跡と類似することから調査後、井戸跡に変更した。

［重複］第8号カマド状遺構と重複し、本遺構が新しい。

［形状・規模］検出面・底面ともはほぼ円形に近い。検出面172x 162cm、底面120x 114cmである。第

VI層中位まで掘り込まれ、底面はほぼ乎坦である。壁は垂直に立ち上がるが、上位で部分的に外反す

る。深さは155cmである。

［堆精土］検出面から60cm以下は湧水が激しいため土層観察は不可能であった。上位は黒褐色土を主

体とし、混入物が多様である。第5層以下はシルト質で、黒色土と崩落した暗褐色士・オリーブ褐色

土が混在する。

［出上遺物］第 1層から土器片4点、第4層以下から木製品が出土した (51-18~23)。

4 溝跡

第 1号溝跡<SD-1>(図29)

［位置・確認］調査区中央から北側のNL~N P-196~200に跨る。標高は29.3~29.6m前後である。

基本層序第Na層面で確認した。西側は調査区外に続く。検出時にカマド状遺構に延びる南端は両遺

構の堆積土に違いが認められなかったため、末端は確認できなかった。 ［重複］東西方向では第 9号

溝跡と一部重複し、西側は第6号溝跡と直交するが、新旧は不明である。南側は第11号・ 14号カマド

状遺構と重複し、本遺構が新しい。 ［形状・規模］北東側に角をなすL字形である。長さは東西方向

17.Sm、南北方向16mの総長33.Smである。検出面・底面幅はほぼ一定し、 30cm前後である。第9号

溝跡と重複する部分が一部幅広となる。底面は起伏があり、断面形はU字形である。深さは10~20cm

である。 ［堆積土］ローム・炭化物混じりの黒褐色土である。 ［出土遺物]N P-197グリット部分

から石鏃 (43-1)が出土した。 ［小結］カマド状遺構より新しく、畑状遺構より古いことから、 16

世紀以降の可能性が高い。

第2号溝跡<SD-2>(図29)

［位置・確認］調査区北側のNN・0-196・197に跨る。標高は29.2m前後である。基本層序第V層

面で確認した。両端部は調査区外に続く 。 ［形状・規模］北東に角をなすL字形で、東西方向2.6m、

南北方向7.4mを検出した。幅は30~55cmで、部分的に広がる箇所があるが、ほぼ一定である。底面

は平坦で、壁は底面から垂直に立ち上がる。断面形は箱形を呈する。底面幅は30~40cmである。深さ

は10~25cmで、北東の角側で一番深くなる。 ［堆積士］ロームと礫が混入した黒褐色土で、締まりが

弱い堆積土である。 ［出土遺物］縄文士器片 (40-63)、角棒状木製品 (51-24)が出土した。

第3号溝跡<SD-3>(図30)

［位置 ・確認］調査区中央東際のNJ-201・202、NK-202グリ；；ドに位置する。標高は29.9m前

後である。基本層序第aN層面で確認した。北東側は調査区外に伸びる。 ［重複］第5号井戸跡と重

複し、本遣構が古い。 ［形状 ・規模］北東から南西に延びるが、やや南側に広がる。端部は南側に湾

曲し収束する。 「し」字形を呈する。検出長は5.2mである。幅は一定し、検出面で20~30cm、底面

で10~18cmである。底面はほぼ平坦で、断面形状はU字形を呈する。深さは15cmである。 ［堆積土］

ローム混じりの黒褐色士である。
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第4号溝跡<SD-4>(図30)

［位置・確認］調査区北側のNP - 197 、 NQ - 197• 198に位置する。標高は29.Sm前後である。基

本層序第v層面で確認した。南西側は現代の耕作時に削平されている。 ［重複］第15号土坑と重複し、

本遺構が新しい。 ［形状 ・規模］やや南西から北東に延び、北東方向で収束する。検出した長さ5.86

m、検出面幅20~40cm、底面幅10~23cm、深さ10cmである。底面は起伏が少ないが、 一部南側に僅か

に傾斜する。 ［堆積土］ローム混じりの賠褐色土である

第5号溝跡<SD-5>(図30)

［位置・確認］調査区東側のNF・G-207グリッドに位置する。標高は30.3m前後である。基本層

序第層面で確認した。北側は調査区外に延びる。 ［形状・規模］北から西に直線状に延び、端部は湾

曲し、逆 「し」字形を呈する。検出した長さは4.2mである。幅は一定し15~25cmである。検出した

深さは10cm以下で、断面形状は皿形を呈する。 ［堆積土］粘土混じりの黒褐色土が堆積する。

第6号溝跡<SD-6>(図30)

［位置・確認］調査区北側のNP~N S -196グリッドに広がる。標高は29.2m前後である。基本層

序第層面で確認した。現代の耕作により大きく削平され、 NR-196グリッド部分は途切れる。 ［重

複］第 1号溝跡と重複するが、新旧関係は明確に捉えられなかった。 ［形状・規模］北西から南東に

直線的に延びる。主軸方向はW-12°-Nである。幅は一定せず、途中で15cmと極端に狭くまる。長

さ9.6m、検出面幅15~55cm、底面幅は10~30cmである。底面は凹凸が目立つ。 ［堆積士］ややしま

りのある黒褐色土である。 ［出土遺物］縄文土器 (40-64)、近世の磁器 (53-16)が出土した。

第7号溝跡<SD-7>(図30)

［位置 ・確認］調査区東側のNF-207・208、NG-208グリ ッドに位置する。標高は30.4m前後で

ある。基本層序第V層面で確認した。調査区外側に続く。北西に第 9号カマド状遺構が隣接する。

［形状 ・規模］南北方向から西に曲がる逆L字を呈する。検出した長さは7.lm、検出面幅17~35cm、

底面幅7~20cm、深さ10cmである。検出面・底面とも幅は一定しない。底面は起伏が少なく、断面形

はU字形となる。中央部にピットを有する。上面15X20、底面径15cm、深さ15cmである。 ［堆積土］

堅く締まりのある黒褐色土で炭化物・焼土を含む。ピットの堆積土は軟質である。

第8号溝跡<SD-8>(図30)

［位置 ・確認］調査区中央のNL-198・199グリッドに位置する。標高は29.6m前後である。基本層

序第Na層面で、カマド状遺構と共に確認したが、確認時には遺構の新旧関係を捉えることかできな

かった。 ［重複］第11号・ 17号カマド状遣構と重複 し、本遺構が新しい。第11号カマド状遣構精査時

にカマド状遺構の端部が一部途切れ、堆積土が周囲と異なることからこの部分は溝跡の延長で、溝跡

が新しいものと判断した。 ［形状 ・規模］東西方向に直線的に延びる。検出長5.lmである。検出面

の幅は30cm前後と一定するが、西側端部は20cm以下と狭くなる。底面は途中で蛇行し、幅は10~20cm

である。断面形はU字形である。深さは10~16cmである。 ［堆積士］炭化物とローム混じりの黒褐士

が堆積する。
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第9号溝跡<SD-9>(図29)

［位置・確認］調査区北側のNP-197~199グリッドに広がる。標高は29.6m前後である。基本層序

第層面で、並行する第 1号溝跡精査時に確認した。 ［重複］第 1号溝跡と重複するが、新旧は不明で

ある。 ［形状・規模］やや蛇行して東西方向に延びる。長さ4.7m、幅10~15cmである。底面はほぼ

平坦で、断面形状はU字形を呈する。深さは10cmである。 ［堆積士］炭化物混じりの黒褐色土である。

第10号溝跡<SD-10>(図30)

［位置・確認］調査区中央のNM-198グリッドに位置する。畑状遺構 (SX-1)下層の基本層序

第Nb層中で確認した。標高は29.5mである。 ［形状・規模］東西方向に直線的に延びる。全長3.6

mである。幅は検出面で15~40cm、底面で10~30cmとともに一定せず、東端部は袋状に広がる。断面

形はU字形を呈し、底面の凹凸は少ない。深さは10cmである。 ［堆積土］炭化物混じりの黄褐色土で、

軟質である。

5 畑状遺構<SX-1>(図31)

［位置・確認］ 調査区北側のNL~P-197• 198グリッドに広がる。基本層序第III層を除去し、砂質

で明るい色調を帯びる黒褐色土の第N層上面で、縞状に並走する溝跡を確認した。溝跡には黒色土が

堆積する。標高29.5mの平坦地に位置する。形状から畑の畝間の可能性が高いため、畑状遺構として

調査を行った。

［形状・規模]15.6X8.8mの範囲に、畝間と思われる溝跡が15条並走する。主軸方向はW-24°― 

Nで、北西から南東方向に延びる。畝間は短い溝跡と同軸方向に並ぶ不整円形の複数の落ち込みを一

つの列として捉えられる。溝跡（畝間）と溝跡（畝間）の間隔は約20cmである。検出された溝跡の最

大長は5.8m、幅20~40cmである。底面にはエ具痕と思われる凹凸が有る。断面形はU字状または擢

り鉢状となる。深さが 5cm前後と浅いことと畝の盛り上がりが確認できなかったことから、畝の上部

は大きく削平され、畝間の下部のみ残存した状況である。

［堆積上］上層観察では溝跡の堆積土と基本層序第層との区分は不可能であった。溝跡には炭化物混

じりでやや砂質の黒褐色土が堆積している。

［出土遺物］縄文上器片3点、石匙 (43-4)、棒状石製品 (45-21)が出土 した。

［小結］畝間と思われる溝跡の堆積土と畝間の底面の上壌サソプルを採取し、花粉分析等を行った結

果、イネのプラソトオパールが検出された（第 3編第3章参照） 。これは稲作のほかに、畑の畝間に

藁を肥料として敷いたものの痕跡の可能性が考えられる。精査後、検出面である第Na層を掘り下げ

た結果、第Nb層でカマド状遺構が検出された。カマド状遺構は中世に構築された可能性が高いこと

から、本遺構は近世以降のものと思われる。

6 ピット群 （図32)

［位置 ・確認］柱穴と思われるものが123個検出された。これらの多くは基本層序第Na層中で確認

したが、調査区中央では第Nb層または第V層にて確認されたものもある。調査区中央と東側にまと

まりがある。 中央部分ではNI~0-196~202グリッドの広い範囲に69個が分布する。標高は29.4~

29.8mである。東側はND~H-204~209グリッドに56個が分布し、標高は30~30.4mである。特に

第7号カマド状遺構と第9号カマド状遺構の間、10mの範囲に密集する。

［形状・規模］掘り方の平面形は円形、楕円形、不整円形など様々である。規模は15~60cm、深さは
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7～59cmとばらつきが認められるが、直径20～30㎝、深さ25～35㎝が多いようである。底面は第Ⅴ層

まで掘り込まれ、底面・壁面には起伏が目立つ。柱痕はいずれのピットから確認されなかった。

[堆積土]黒褐色土を主体とし、褐色土や黄褐色土の粒子やブロックが含まれる。中には炭化物粒や

焼土粒が混入するものある。中央のピットの堆積土は比較的軟質で、東側は締まりを有する。

[出土遺物]ⅣF-204グリッドのピットから大観通寶(54-6)、ⅣG-205グリッドのピットから

礫と土器片2点が出土した。

[小結]ピットには規則的な並びは認められなかった。調査区中央では一部のピットがカマド状遺構

と重複すること、さらに東側ではカマド状遺構を回避するようにピットが分布することから、カマド

状遺構と同時期またはそれ以降の時期のものと思われる。

(杉野森淳子)

第4節出土遺物

1縄文土器

縄文土器は遺構内から出土したものは僅かで、主に旧河川跡から出土している(出土状況について

は第1節参照)。遺構外から出土した土器の総重量は約6000gである。この多くは破片で、かつ劣化

が著しいものが目立つ。調査区東側のでは第Ⅰ層から約2600g、第Ⅳ層から約800g出土した。旧河

川跡B(SX-3)から西側の208～220グリッドラインに分布する。調査区北側ではⅣJ～ⅣSグリッ

ドに分布する。特に旧河川跡A(SX-2)に近接するⅣS-198グリッドにまとまりがみられる。

第Ⅰ層から約1930g、第Ⅳ層からは約400g出土した。

1)遺構内出土遺物(図33)

第13号土坑(1・2)

1は結束第1種を2方向から施文している。2は風化が激しく、縄文RLを斜位に回転させたもの

と思われる。ともに円筒上層系の土器である。

第15号土坑(3～12)

3～5は結束回転により羽状に縄文が施文されている。3・4は縄文原体を二方向から回転したも

のである。6・7・9・10は口縁部に粘土紐を貼り付けたものである。6・10は隆帯の脇に縄文原体

の末端を押し当ててC字状圧痕が施されている。10は隆帯上にも細い撚糸文圧痕が施されている。7

は波状口縁で、口唇部には縦に撚糸圧痕が2・3本施されている。6・7・10は焼成が不良である。

9の口縁部は焼成は良好で、胎土は緻密である。内面は丁寧に磨かれている。粘土紐を弧状に貼り付

けて、隆帯上には撚糸圧痕が密に施文されている。8は胎土・焼成から中期のものと思われるが、劣

化が著しく、施文文様は特定できない。3～10は中期円筒上層系のものと思われ、6・9・10は上層

b式に相当するものとも言える。11・12は厚さ3㎜と全体的に薄い破片である。焼成はやや良好で、

内外面の色調は鈍い黄燈色である。同一個体で、器形は壷と思われる。後期初頭のものと思われる。

2)旧河川跡出土遺物(図34～36)

旧河川跡A<SX-2>(1～22)

1～6・8は口頸部が内反し波状口縁を呈するものが多い。8は波状の頂端部が二股状に分かれて

いる。7は底辺部がくびれた台付の形態を呈する。口縁部文様帯は横位の細い粘土紐を巡らして、区

画帯を構成している。4・6・8は波状口縁の垂下部に弧状・円形の粘土紐を貼り付けている。1～
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第2箪 検出遺構と田土遺物

7~59cm とはらつきが認められるが、直怪20~-30cm 、深さ 25~35cmか多いようである。底面は第 V 屠

まで掘り込まれ、託面・舷面には起伏か目立つ。柱煎はいずれのヒ;I、から確閲されなかった。

［堆柏］］見褐色＋．を主体とし、褐色土平苗褐色＋．の和子やフロ_'/クか合まれるじ中には炭化物粒や

焼上粒か｛昆入するものあるっ中央のピノトの堆楕士は比較的軟質で、東側は締まりを布する。

［出土遺物]NF -204グリ、I 卜のピ J 卜から大観通賓 (54--6)、NG-205グリ、ソドのヒットから

礫と七器片 2点が出士したJ

［小結］ピノトには規則的な並びは認められなか-ー）fこ。調査区中央ては一部のピ_/トがカマト状遣構

と車複ずること、さらに東側てはカマト状遺構を回避するようにピ，，卜か分布ずることから、カマト

状遺構と詞時期またはそれ以降の時期のものと思われるぃ

（杉野森淳子）

第 4節出土遺物

1 縄文土器

縄文土齢は逍描内から出士したものは僅かで、主に1日刈川跡から出十している（出十＿状況に→いて

は第 1節参賠、) c• 遺構外から出上した＿＋筈の総重量は的6000gである 0 この名くは破片で、かつ劣化

が齊しし，も 0)か日立-)C) 調査区東側のては第 I層から約2600g、第W層から約800g出士し］こ旧刈

川跡B (SX-3) から丙側の208~-220 グ I)'/ トラインに分布ずる。調査区北側ではNJ~NS クリ／

ドに分布するし特に旧屑J11跡A (SX-2)に五接するNS-198クリノトにまとまりかみられる c

第 I犀から約1930g、第N層からは約400g 出—卜^したヘ

1) 遺構内出土遺物（図33)

第13号土坑 (1• 2) 

1は緒束第 1種を 2方向から施文していな 2は風化か激しく、縄文RLを斜位に回転さ辻だもの

と思われるともに円筒上層系の上器である)

第15号土坑 (3へ 12)

3~5 は結束回転により羽状に縄文か施文されている。 3·4 は縄文原体を二万向から阿転したも

のてあろ。 6・7・9・10は口緑部に粘十紐を貼り付けたものである 6• 10は隆帯の脇に猟'£肛体

の末端を押し当ててC字状圧應かり也されている 0 10は隆帯上にも細い撚糸文圧痕か施されている 0 7 

は岐状口縁で、 n唇部には統に凰糸圧痕か 2・3本麓されている―, 6・7・10は焼成か不良である。

9の口緑品は焼成は良好て、胎 Lは緻密てあるe 内面はJ寧に磨かれている)粘土紐を弧状に貼り付

けて、隆齋上には撚糸止痕か窮に施文されている。 8は胎上・焼成から中助のものと思われるか、劣

化が著しく、施文文様は特定でぎない。 3~10は中期円筒上層系のものと思われ、 6•9·10は上層

b式に相当するものとも言える。 11・12は厚さ 3mmと全体的に薄い破片である。焼成はやや良好で、

内外面の色調は鈍い黄橙色である。同一個体で、器形は壷と思われる。後期初頭のものと思われる。

2)旧河川跡出土遺物（図34~36)

旧河川跡A< S X -2 > (1 ~22) 
1~6•8 は口頸部が内反し波状口縁を呈するものが多い。 8 は波状の頂端部が二股状に分かれて

いる。 7は底辺部がくびれた台付の形態を呈する。口縁部文様帯は横位の細い粘士紐を巡らして、区

画帯を構成している。 4・6・8は波状口縁の垂下部に弧状・円形の粘士紐を貼り付けている。 1~
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3は横位方向に絡条体を回転し、5・6・8は撚糸圧痕を横位・弧状に施文している。

9～12は器厚の厚い胴部破片であり、斜行縄文を施文している。13は折り返し口縁の深鉢形であり、

RLRの複節縄文を施文している。

14・16・17・19は沈線及び隆帯を施文しており、19は横位方向の弧状文、15・17は鍵状の文様構成

であり、16は平底で底辺部寄りに横位の沈線を巡らし弧状文を施文している。20・21はRとLを用い

た絡条体であり、縦位方向の網目状の文様である。

これらの時期は、1～8・22は縄文時代前期の円筒下層d式、13は縄文時代中期後葉の最花式、14

～21は縄文時代後期の十腰内式に並行し、9～12は前・中期に相当するものと思われる。

旧河川跡B〈SX-3>(23～37)

23は深鉢形の底部破片であり、底辺部は指頭による横位方向のナデがみられ、縄文RLを施文して

いる。24は縄文地に斜位の沈線を施文しているものである。29・30は胴部の部位に縦位の沈線(櫛歯

状沈線)を施文しているものである。27は無文地に沈線で施文しており、横位の沈線を施文している。

28は隆沈線の技法を用いて、横位方向の楕円形文を構成している。

25、32・34・35は、35が平口縁の無文の土器であり、25は折り返し口縁をもち、32は口頸部が内反

する形状で、34は口唇部にかけて内湾する形状で、斜行縄文を施文している。36は無文の底部である。

37は平口縁で口唇部寄りに横位に三条の沈線を巡らしており、下位に縦方向の縄文を施文している。

これらの時期は23～36は縄文時代で、23は円筒上層系、24・25は中期後葉、26～30は後期の十腰内

式に併行し、32～35は中期後葉～後期前葉、36は中・後期に相当する。37は弥生時代と思われる。

旧河川跡C〈SX-4>(38～49)

38は深鉢の口縁部である。39は胴部に羽状縄文を施文している。

40～44は文様施文等から同一個体の可能性がある土器である。形状は口頸部が内反し、口唇部に向

かって直立する深鉢形である。波状口縁の頂端部は鋭利であり、山形状を呈する。文様は波状口縁の

垂下部に渦巻文様を施文し、下部に縦位方向の粘土紐を貼り付けており、胸骨文の文様構成である。

胴部には横位に巡らして文様区画帯を構成し、文様の起点に円形文様を貼り付けている。なお、粘

土紐は素文であり、整形時に上面からナデられ両脇に沈線をなぞる平坦なつくりである。

48・49は同一個体と考えられる。胴部の張り出し部に帯縄文の文様を施文しており、器形は鉢形を

呈すると思われる。45は胴部が外反する形状の深鉢形であり、原体はLRを用いて縦回転した斜行縄

文であり、器表面にスス状炭化物が付着している。

これらの土器の併行する時期は、縄文時代中期では38が円筒上層a式、39が円筒上層系、45が縄文

時代中期末葉～後期初頭と思われる。縄文時代後期では40～47が後期初頭、48・49が十腰内式に併行

するものと思われる。

3)遺構外(図38～40)

1・6～10は平口縁で口唇部寄り及び文様区画帯の下位に弧状の連続した粘土紐を貼り付けている。

粘土紐の上面には連続した撚糸圧痕がみられ、12は馬蹄形状の圧痕を施文している。粘土紐は横位及

び縦位に貼り付けており(D、粘土紐の間に竹管状の連続刺突(1)や、馬蹄形及び撚糸圧痕がみられる。

14・15・18は波状口縁であり、14・15は突起部に渦巻きを施文している。16・17は地文縄文に弧状の

沈線を施文している。19～22は口頸部に一条の横位の連続刺突を施文し、その区画を境に上位に無文・
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米山(2)遺跡II

3 は横位方向に絡条体を回転し、 5• 6• 8は撚糸庄痕を横位・弧状に施文している。

9~12は器厚の厚い胴部破片であり、斜行縄文を施文している。 13は折り返し口縁の深鉢形であり、

RLRの複節縄文を施文している。

14• 16• 17• 19は沈線及び隆帯を施文しており、 19は横位方向の弧状文、 15• 17は鍵状の文様構成

であり、 16は平底で底辺部寄りに横位の沈線を巡らし弧状文を施文している。 20.21はRとLを用い

た絡条体であり、縦位方向の網目状の文様である。

これらの時期は、 1~ 8• 22は縄文時代前期の円筒下層d式、 13は縄文時代中期後葉の最花式、 14

~21は縄文時代後期の十腰内式に並行し、 9~12は前・中期に相当するものと思われる。

旧河川跡B< S X -3 > (23~37) 
23は深鉢形の底部破片であり、底辺部は指頭による横位方向のナデがみられ、縄文RLを施文して

いる。 24は縄文地に斜位の沈線を施文しているものである。 29• 30は胴部の部位に縦位の沈線（櫛歯

状沈線）を施文しているものである。 27は無文地に沈線で施文しており、横位の沈線を施文している。

28は隆沈線の技法を用いて、横位方向の楕円形文を構成している。

25 、 32•34•35は、 35が平口縁の無文の土器であり、 25は折り返し口縁をもち、 32は口頸部が内反

する形状で、 34は口唇部にかけて内湾する形状で、斜行縄文を施文している。 36は無文の底部である。

37は平口縁で口唇部寄りに横位に三条の沈線を巡らしており、下位に縦方向の縄文を施文している。

これらの時期は23~36は縄文時代で、 23は円筒上層系、 24・25は中期後葉、 26~30は後期の十腰内

式に併行し、 32~35は中期後葉～後期前葉、 36は中・後期に相当する。 37は弥生時代と思われる。

旧河川跡C< S X -4 > (38~49) 
38は深鉢の口縁部である。 39は胴部に羽状縄文を施文している。

40~44は文様施文等から同一個体の可能性がある士器である。形状は口頸部が内反し、口唇部に向

かって直立する深鉢形である。波状口縁の頂端部は鋭利であり、山形状を呈する。文様は波状口縁の

垂下部に渦巻文様を施文し、下部に縦位方向の粘士紐を貼り付けており、胸骨文の文様構成である。

胴部には横位に巡らして文様区画帯を構成し、文様の起点に円形文様を貼り付けている。なお、粘

土紐は素文であり、整形時に上面からナデられ両脇に沈線をなぞる平坦なつくりである。

48• 49は同一個体と考えられる。胴部の張り出し部に帯縄文の文様を施文しており、器形は鉢形を

呈すると思われる。 45は胴部が外反する形状の深鉢形であり、原体はLRを用いて縦回転した斜行縄

文であり、器表面にスス状炭化物が付着している。

これらの土器の併行する時期は、縄文時代中期では38が円筒上層 a式、 39が円筒上層系、 45が縄文

時代中期末葉～後期初頭と思われる。縄文時代後期では40~47が後期初頭、 48• 49が十腰内式に併行

するものと思われる。

3) 遺構外（図38~40)

1• 6~10は平口縁で口唇部寄り及び文様区画帯の下位に弧状の連続した粘士紐を貼り付けている。

粘土紐の上面には連続した撚糸圧痕がみられ、 12は馬蹄形状の圧痕を施文している。粘士紐は横位及

び縦位に貼り付けており(1)、粘土紐の間に竹管状の連続刺突(1)や、馬蹄形及び撚糸圧痕がみられる。

14• 15• 18は波状口縁であり、 14• 15は突起部に渦巻きを施文している。 16• 17は地文縄文に弧状の

沈線を施文している。 19~22は口頸部に一条の横位の連続剌突を施文し、その区画を境に上位に無文・

-50 -



下位に地文縄文を施文した後に縦位の二～三条の沈線を施文している。

23・25・26・32～34は地文縄文の上に沈線を施したものである。地文縄文に三条の横位沈線を巡ら

しているもの(33)、磨消縄文を施文しているもの(23・25・34)、ボタン状の突起をもつもの(23)な

どがある。24・27～31・35・36は無文地に沈線や隆帯を施したものである。横位の沈線のほかに方形

文(35)や縦位の曲線文を施文しているもの(30)、細い粘土紐を横位に巡らすもの(27)などがある。

37～41は一種の原体の回転方向を変えて、羽状縄文を施文するもの(37・39・41)であり、38は胴

部の張り出し部に帯状の磨消縄文がみられるものである。

42～44は平口縁で口唇部寄りに二～三条の横位沈線を巡らしており、44は口唇部に連続の撚糸圧痕

がみられる。縄文は条が縦方向である。

45～58は縄文のみを施文しているものを一括とした。斜行縄文が主体であるが、48は横走・52は縦

走の縄文もみられる。50は撚糸圧痕が伴うものである。

59～70は無文のみを一括とした。器表面の剥落が著しい土器が多い。65は平口縁で深鉢形を呈する

と思われ、多くは深鉢形の胴部破片と考えられる。66は底面に網代痕を有するものである。

出土土器の時期は、2・6～12が縄文時代中期の円筒上層b式、1が円筒上層c式、14～18が榎林

式、19～22が最花式に、23～36が十腰内Ⅰ式以前及び十腰内Ⅰ式に並行するもの、13が円筒上層系、

3が中期後葉、4・5が中期、37～41が後期後葉、45～70が縄文時代中期・後期に該当するものと思

われる。42～44は弥生時代に相当するものと思われる。

(成田滋彦)

2石器(図41～47)

1)遺構内出土石器(図47)

縄文時代の遺構内からは石器は出土しなかったが、中世以降のものと思われる土坑や井戸から使用

された可能性のある石が検出された。1・2は土坑内、他は井戸から出土したものである。3には比

較的明瞭な磨り面が、6には敲打に伴うものと思われる剥落が観察されるが、その他の石の使用痕跡

は顕著なものではない。3にはタール状の付着物も見られる。これらの石は加工して作られた石器と

はいえないものがほとんどであるが、形態、重量等で選択して遺跡内に持ち込まれたものと考えられ

る。砧状の木製品等を使用する際の台石として使用された可能性も考えられる。

2)旧河川出土石器(図41・42)

1は旧河川A、2～5は旧河川B、6～11は旧河川C出土の石器である。定型的な石器としては7

の石鍍が挙げられるが、剥片石器としては他に3のような二次加工の有る剥片もある。二次加工の観

察されない剥片や4・5のような石核も見られることから、周辺で石器製作が行なわれた可能性も考

えられる。8は磨り石、9～11は叩き石で、9は扁平な礫を用いたもの、10・11は柱状節理の流紋岩

を用いたものである。

3)遺構外石器(図43～46)

1～3は石鏃、4～7は石匙、8は石箆、9～11は石錐、12～19は二次加工有る剥片である。石鏃

は3のみ凹基で他は凸基、石匙は4のみが横型で他は縦型である。1～3、9は欠損品である。9～

11は錐状の作り出しが見られる。これら剥片石器は珪質頁岩主体である。21は石棒の欠損品と思われ

る。浅い沈線が2状巡っている。22～24は磨製石斧である。24は未製品のようであるが、23とともに

一51一

第2章検出遺構と出土遺物

下位に地文縄文を施文した後に縦位の二～三条の沈線を施文している。

23・25・26・32~34は地文縄文の上に沈線を施したものである。地文縄文に三条の横位沈線を巡ら

しているもの (33) 、磨消縄文を施文しているもの (23• 25• 34)、ボタン状の突起をもつもの(23)な

どがある。 24• 27~31• 35• 36は無文地に沈線や隆帯を施したものである。横位の沈線のほかに方形

文(35)や縦位の曲線文を施文しているもの(30)、細い粘土紐を横位に巡らすもの(27)などがある。

37~41は一種の原体の回転方向を変えて、羽状縄文を施文するもの (37• 39• 41)であり、 38は胴

部の張り出し部に帯状の磨消縄文がみられるものである。

42~44は平口縁で口唇部寄りに二～三条の横位沈線を巡らしており、 44は口唇部に連続の撚糸圧痕

がみられる。縄文は条が縦方向である。

45~58は縄文のみを施文しているものを一括とした。斜行縄文が主体であるが、 48は横走• 52は縦

走の縄文もみられる。 50は撚糸庄痕が伴うものである。

59~70は無文のみを一括とした。器表面の祭lj落が著しい士器が多い。 65は平口縁で深鉢形を呈する

と思われ、多くは深鉢形の胴部破片と考えられる。 66は底面に網代痕を有するものである。

出土土器の時期は、 2• 6 ~12が縄文時代中期の円箇上層b式、 1が円筒上層 c式、 14~18が榎林

式、 19~22が最花式に、 23~36が十腰内 I式以前及び十腰内 I式に並行するもの、 13が円筒上層系、

3が中期後葉、 4・5が中期、 37~41が後期後葉、 45~70が縄文時代中期・後期に該当するものと思

われる。 42~44は弥生時代に相当するものと思われる。

（成田滋彦）

2 石器（図41~47)

1)遺構内出土石器（図47)

縄文時代の遺構内からは石器は出土しなかったが、中世以降のものと思われる土坑や井戸から使用

された可能性のある石が検出された。 1• 2は土坑内、他は井戸から出土したものである。 3には比

較的明瞭な磨り面が、 6には敲打に伴うものと思われる東lj落が観察されるが、その他の石の使用痕跡

は顕著なものではない。 3にはタール状の付着物も見られる。これらの石は加工して作られた石器と

はいえないものがほとんどであるが、形態、重量等で選択して遺跡内に持ち込まれたものと考えられ

る。砧状の木製品等を使用する際の台石として使用された可能性も考えられる。

2) 旧河川出土石器（図41• 42) 

1は旧河川A、2~5は旧河川B、6~11は旧河川C出土の石器である。定型的な石器としては7

の石鏃が挙げられるが、剥片石器としては他に 3のような二次加工の有る剥片もある。二次加工の観

察されない剥片や 4• 5のような石核も見られることから、周辺で石器製作が行なわれた可能性も考

えられる。 8 は磨り石、 9~11は叩き石で、 9 は扁平な礫を用いたもの、 10• 11は柱状節理の流紋岩

を用いたものである。

3)遺構外石器（図43~46)

1~3は石鏃、 4~7は石匙、 8は石箆、 9~11は石錐、 12~19は二次加工有る剥片である。石鏃

は3のみ凹基で他は凸基、石匙は4のみが横型で他は縦型である。 1~3、9は欠損品である。 9~

11は錐状の作り出しが見られる。これら剥片石器は珪質頁岩主体である。 21は石棒の欠損品と思われ

る。浅い沈線が2状巡っている。 22~24は磨製石斧である。 24は未製品のようであるが、 23とともに
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擦り切り痕が明瞭である。 25から35は磨り石的な石器である。 25には挟入部が見られ、 32、33は敲打

痕も観察され、叩き石的な使用もされたものと思われる。 26は側緑の稜を潰すような擦痕が見られる。

円筒士器文化に特徴的な半円状扁平打製石器の可能性が考えられる。

（川口潤）

3 木製品（図48~52)

木製品及び自然木などの遺物は約50点ほどで、そのほとんどが井戸跡と旧河川跡からの出土である。

これらは、箸、板、杭、加工痕の有るなんらかの部材などである。第 1号井戸跡と第7号井戸跡は木

製品が投げ込まれように無造作に重なって出士していることから、廃棄されたものと考えられる。第

2号井戸跡の加工木は、井戸の縁に沿うような状態で出士している（図27)。旧河川跡A (SX-2) 

から出土の井戸枠部材と板状木製品は、白頭山・苫小牧火山灰の上から出土しているので、時期的に

平安時代のものと思われる。

＜箸＞

箸および箸と思われる木製品が旧河川跡B (SX-3)から 9本とNA-219グリッド基本層序第

N層から 3 本出土した。 34~36の 3 本と 29• 30の2本は面取りがされていることにより箸と考えられ

る。 32と31は面取りが比較的丁寧に行われている。また先端部にかけて細めに削られ、先端は丸めに

加工されている。特に31は一部曲がっているが完形品と思われ、長さは24cmほどである。

く部材＞

板材および板状木製品と思われる遺物は主に井戸跡からの出土である。 3は先端部に近い個所に小

さな穴があけられた板状木製品である。 22は長さ113cm、幅25cm、厚さ2.8cmと大きめであり、井戸の

縁辺部から縦にささった状態で出士しており、井戸に関わる板材と思われる。 11と10は柾目の板材で

ある。 4• 6• 7は両面がきれいに加工された板状木製品であり、樹種はアスナロである。 8、15~

17 、 18• 21• 22は板状木製品であり、 15• 16は厚さが0.4~0.Scmと薄い。 9は片面をきれいに加工し

ている板状木製品で、 10と同種である。

ほぞ穴が穿たれ井戸枠部材と考えられる木製品は 2点である。 5は方形にほぞ穴があけられ、内部

は丁寧に加工されている。外側も丁寧に加工され非常に滑らかである。また、先端部は尖っており、

しかも炭化している。 25は方形のほぞ穴がしっかり残っているが、穿たれたほぞ穴の内部の加工は雑

である。 一面だけが非常に滑らかに加工されているが、残りの三面は雑である。

27は部分的な加工が施され、その部分は非常に滑らかに仕上がっていることより、何らかの部材と

思われる。

角棒状木製品は4点である。 12は端部が炭化し角棒状であり、先端部に向かって細くなるように加

工されている。杭の完形品と考えられる。13、23は角棒状になっており、さらに先端部にかけて細く

なるように加工された杭と思われる。 24は正面と側面に面取りがみられる角棒状木製品である。

棒状木製品は 6点である。 1と2は全体が加工されている棒状木製品で、 1は完形品と思われる。

19は片面だけ面取りされた棒状木製品であり 、先端部が炭化している。20は樹皮がついたままの丸木

であり、先端を細く加工していることから杭と考えられる。33も先端に向かって細く加工されている

ので杭と思われる。 28は丸木であるが側面に数条のエ具痕が残されており、何らかの部材と考えられ

る。

（小林雅人）
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4須恵器・陶磁器(図53)

66点出土した。遺構内から出土したの第6号溝跡からの1点で、ほかは遺構外からである。種別は

古代須恵器2点、中世陶磁器11点、近世陶磁器20点、産地・時期不明陶磁器33点である。

須恵器は壷と甕の破片が2点(1・2)出土した。

中世陶磁器は中国産白磁1点、青磁4点、珠洲焼6点が出土した。3の白磁は八角小杯の口縁部で、

口端部は外反する。口唇部は平坦で、幅は3㎜である。外面には明瞭な稜がみられる。素地は黄色味

のある灰色である。15世紀後半のものと思われる。青磁は破片のため器形は推定できないが、皿・碗

の破片と思われる。素地は緻密な灰白色で、釉は明緑色である。4は外面に幅5㎜の箆描連弁文が施

された碗である。文様は釉より深い緑色である。5は皿の底部である。内側底面の立ち上がり部分が

若干凹む。台部中央は凹み釉薬が付着している。6は底面が1.7cmと部厚く、鉢に近い形状と思われ

る。台部内側には釉が部分的に付着している。これら白磁・青磁は14世期後半から15世紀のものと思

われる。珠洲焼は口縁部1点、胴部片2点、底部片3点が出土した。7の口縁部は口端部が1cmと肥

厚である。口唇部はほぼ平坦で、中央が若干窪む。器形は直線的に立ち上がるものと予想される。こ

れは珠洲Ⅲ期の片口鉢に相当する。鉢の底部は3点出土し、内2点は珠洲特有の灰褐色を色調とする

が、9は全体的に赤い色調の珠洲である。8の卸し目は他に比べ細い。これらは13世紀と15世紀以降

のものと思われる。

近世の陶磁器は20点出土した。小破片が主で、形状が分かるものが少ない。産地は肥前が圧倒的で

ある。13～24は肥前産磁器の碗皿類で、18世紀のものと思われる。素地は灰白色で緻密である。13の

皿は台部が1.3㎝と長く、台部径も13.6㎝と大きめである。見込み小さな文様を、台部外面に二重文

が施されている。台部端部は釉が剥ぎ取られている。14は口径13.4㎝高さ3㎝の浅い皿で、台部が短

く小さい。見込みに花文、台部内に二重文、台部中央に文字が描かれている。15・16は皿で、見込み

は蛇の目に釉が剥ぎ取られている。15の台部、16の外面と台部には釉が掛かっておらず露呈している。

2つとも台部と外面の境には、工具を強く当てて押し引いたと思われる浅い凹みが巡る。16は第6号

溝跡から出土したもので、見込みに黒色物が付着し、台部の断面形は三角形を呈する。15は内面に二

重文が描かれている。17～23は碗・皿の破片と思われる。22は底径が4㎝、台部の厚さ3㎜と小振り

である。台部に二重文が描かれている。17と23は内面に銅緑釉が施されている。23は見込みに蛇の目

釉剥ぎがあり、外面は釉が無く露呈している。24は徳利の破片で内面に釉が付着している。内面は灰

黄色である。

25は小杯の口縁部である。素地外面とも灰白色で光沢がある。産地は不明である。19世紀のものと

思われる。26・27は肥前陶器の播り鉢である。26は素地が緻密で、卸し目の間隔が狭い。27は内外面

施釉され、卸し目の間隔が広めである。28は唐津産陶器である。素地が橙色で内面に凹凸がみられる。

29は陶器で壷甕類の底部寄りの胴部片と思われる。

5古銭(図54)

古銭は計41枚出土した。唐銭1、北宋銭6、寛永通寳32、大正銭1、不明1枚である。残存状態は

不良で、劣化が激しく、とても脆いものである。

寛永通寳の内、29枚はⅣL-201グリッドの第Ⅲ層から一括して出土した(8～24)。6枚と17枚

の二つの束と5枚の古銭がまとまっていた。さらに20㎝西側にも1枚出土している(8)。束は風化に

より、古銭同士の密着が強いため、束をばらして一枚一枚確認することができなかったが、束の間の

古銭も寛永通寶の可能性と思われる。束を留めた紐の痕跡は残存していなかった。字体の特徴から多
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第2章検出遺構と出土遺物

4 須恵器・陶磁器（図53)

66点出土した。遺構内から出土したの第6号溝跡からの 1点で、ほかは遺横外からである。種別は

古代須恵器2点、中世陶磁器11点、近世陶磁器20点、産地・時期不明陶磁器33点である。

須恵器は壷と甕の破片が 2 点 (1• 2)出土した。

中世陶磁器は中国産白磁1点、青磁4点、珠洲焼6点が出土した。 3の白磁は八角小杯の口縁部で、

口端部は外反する。口唇部は平坦で、幅は3mmである。外面には明瞭な稜がみられる。素地は黄色味

のある灰色である。 15世紀後半のものと思われる。青磁は破片のため器形は推定できないが、皿・碗

の破片と思われる。素地は緻密な灰白色で、釉は明緑色である。 4は外面に幅5mmの箆描連弁文が施

された碗である。文様は釉より深い緑色である。 5は皿の底部である。内側底面の立ち上がり部分が

若干凹む。台部中央は凹み釉薬が付着している。 6は底面が1.7cmと部厚く、鉢に近い形状と思われ

る。台部内側には釉が部分的に付着している。これら白磁• 青磁は14世期後半から15世紀のものと思

われる。珠洲焼は口縁部 1点、胴部片 2点、底部片 3点が出士した。 7の口縁部は口端部が 1cmと肥

厚である。口唇部はほぼ平坦で、中央が若干窪む。器形は直線的に立ち上がるものと予想される。こ

れは珠洲III期の片口鉢に相当する。鉢の底部は3点出土し、内 2点は珠洲特有の灰褐色を色調とする

が、 9は全体的に赤い色調の珠洲である。 8の卸し目は他に比べ細い。これらは13世紀と15世紀以降

のものと思われる。

近世の陶磁器は20点出土した。小破片が主で、形状が分かるものが少ない。産地は肥前が圧倒的で

ある。 13~24は肥前産磁器の碗皿類で、 18世紀のものと思われる。素地は灰白色で緻密である。 13の

皿は台部が1.3cmと長く、台部径も13.6cmと大きめである。見込み小さな文様を、台部外面に二重文

が施されている。台部端部は釉が剥ぎ取られている。 14は口径13.4cm高さ 3cmの浅い皿で、台部が短

く小さい。見込みに花文、台部内に二重文、台部中央に文字が描かれている。 15• 16は皿で、見込み

は蛇の目に釉が剥ぎ取られている。 15の台部、 16の外面と台部には釉が掛かっておらず露呈している。

2つとも台部と外面の境には、エ具を強く当てて押し引いたと思われる浅い凹みが巡る。 16は第6号

溝跡から出土したもので、見込みに黒色物が付着し、台部の断面形は三角形を呈する。 15は内面に二

重文が描かれている。 17~23は碗・皿の破片と思われる。 22は底径が4cm、台部の厚さ 3mmと小振り

である。台部に二重文が描かれている。 17と23は内面に銅緑釉が施されている。 23は見込みに蛇の目

釉剥ぎがあり、外面は釉が無く露呈している。 24は徳利の破片で内面に釉が付着している。内面は灰

黄色である。

25は小杯の口縁部である。素地外面とも灰白色で光沢がある。産地は不明である。 19世紀のものと

思われる。 26• 27は肥前陶器の擢り鉢である。 26は素地が緻密で、卸し目の問隔が狭い。 27は内外面

施釉され、卸し目の間隔が広めである。 28は唐津産陶器である。素地が橙色で内面に凹凸がみられる。

29は陶器で壷甕類の底部寄りの胴部片と思われる。

5 古銭（図54)

古銭は計41枚出士した。唐銭1、北宋銭6、寛永通賓32、大正銭 1、不明 1枚である。残存状態は

不良で、劣化が激しく、とても脆いものである。

寛永通賓の内、 29枚はNL-201グリッドの第III層から一括して出士した (8~24)。6枚と17枚

の二つの束と 5枚の古銭がまとまっていた。さらに20cm西側にも 1枚出士している(8)。束は風化に

より、古銭同士の密着が強いため、束をばらして一枚一枚確認することができなかったが、束の間の

古銭も寛永通費の可能性と思われる。束を留めた紐の痕跡は残存していなかった。字体の特徴から多

- 53 -



米山(2)選跡II

くは1659年以前に鋳造された古寛永であるが、このまとまりの中に1668年以降に鋳造された新寛永

(13) も含まれている。古銭が出土した地点に掘り込みはなく、周囲に関連する遺構は確認されてい

ない。これらは1668年以降に廃棄されたことが想定される。このほか、同グリッドの第 I層から 1点

(15 : 新寛永）、調査区東側から 2点 (16: 古寛永、 17: 文銭）が出士した。これら寛永通賓の直径・

外輪幅はほぼ一定するが、古寛永に比べ新寛永は重量がある。

北宋銭のうち祥符元賣・皇宋通賓・至和元賓・治平元賓 (2~ 5)の4枚は調査区北端の旧河川跡

A (SX-2)から出士したものである。祥符元賓を除く 3枚の書体は真書である。祥符元賓は直径

21cm重さ 2g以下と他に比べ小振りである。 6の大観通賓は調査区東側のピソトから出士したもので、

模鋳銭と思われる。 7は煕寧元賓で書体が筆書である。 1の唐銭である軋元重賓とともに 3枚の束で

出土した。間の一枚は解読不可能であった。

6 鉄製品・その他（図54)

鉄製品が 1点、調査区東側旧河川跡東岸で出士した。外面にメッキが施されている。断面は隅丸方

形である。頭部に楕円形の孔を持つ。形状から針と考えられ、時期は特定出来ないが中世以降のもの

と思われる。

ほかに、近世以降の真鍮製のキセルが調査区東側から出士した。

（杉野森淳子）

第5節まとめ

今回の発掘調査で検出された遺構は土坑9基、カマド状遺構17基、井戸跡10基、畑状遺構 1箇所、

旧河川跡3箇所、ピ ソト群等である。土坑2基は縄文時代に属するものであるが、主体は中世である。

第274集で報告した調査区が縄文時代後期後葉を主体としていたのと対照的である。これは、前回調

査区が丘陵スソに位置するのに対し、今回の調査区が低地に位置するという立地条件の違いによるも

のかもしれない。旧河川跡からは縄文時代の遺物も多く出土しているが、本来的にはやや上流の丘陵

付近の遺構等に関連するものである可能性も考えられる。時期により空間利用の実態が異なったもの

と思われる。

本遺跡の調在はまだ部分的なものに留まっているが、今後さらに広範囲な調査も計画されている。

また、本遺跡以外にも調査が継続される予定の遣跡も少なからずある。周辺各遺跡の調査報告書も徐々

に刊行される段取りとなっている。総じて見ると、宮田地区の相当範囲に調査が及ぶことになる。特

定地域の時期毎の空間利用のあり方や変遷を探る上で、 本遺跡を含めた周辺遺跡の調査は興味深いも

のと言える。

（杉野森淳子・川口 潤）
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第2章検出遺構と出土遺物
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図20 カマド状遺構(1)
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米山(2)遺跡II
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図21 カマド状遺構(2)
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第2章検出遺構と出土遺物
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図23カマド状遺構(4)
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米山(2)遺跡II
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第2章検出遺構と出土遺物
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明赤褐色土 焼土主体。ローム大粒1%、炭化物中塊2%混入
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第2層 10YR3/2 黒褐色土 ローム中塊3%、炭化物中粒2%混入
第3層 10YR3/1 黒褐色土 ローム小塊1%、炭化物粒1%、粘土小塊1%混入
第4層 !OYR2/2 黒褐色土 ローム小塊1%、焼土粒1%混入凸少質
第5層 2. 5Y5/3 黄褐色土 粘土主体。10YR2/2黒褐色土、灰化物中粒5%、焼土小粒2%混入。硬質
第6層 10YR2/2 黒褐色土 ローム粒1%、炭化物中粒1%混入。砂質
第7層 lOYRZ/2 黒褐色土 ローム小塊1%、炭化物中塊3%、焼土粒1%混入
第8層 !OYR3/1 黒褐色土 ローム粒2%、炭化物中粒1%、焼土中粒2%混入
第9層 lOYRZ/2 黒褐色土 ローム粒10%、焼土粒25%混入。硬質
第11層 2. 5YR4/8 赤褐色土 焼士主体。ローム粒1%...炭化物粒1%...lOYRZ/1黒褐色土15%混入
第12層 10YR3/2 黒褐色士 ローム粒2%混入。ビット堆積土
第13層 !OYR4/2 灰黄褐色土 ローム主体。ローム中塊5%、炭化物中塊1%、焼土粒1%混入
第14層 lOYRZ/2 黒褐色土 ローム中塊2%、焼士中粒1%混入。シルト質
第15層 lOYRZ/2 黒褐色土 ローム中粒2%、炭化物中塊2%、焼土大粒20%混入
第16層 10YR3/1 黒褐色土 ローム粒l臥炭化物小塊1%混入。シルト質
第17層 10YR4/2 灰黄褐色土 ローム主体。ローム中塊5%、炭化物中塊1%、焼土粒1%混入。砂質
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図27井戸跡(1)
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図30溝跡(2)
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図31畑状遺構
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図32ピット群
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図34旧河川跡出土土器(1)
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図35旧河川跡出土土器(2)
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図37旧河川跡
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図38遺構外出土土器(1)
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図39遺構外出土土器(2)
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図41旧河川跡出土石器(1)
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図43遺構外出土石器(1)

-74一

米山(2)遺跡II

O~~ 

6
 

ヽ
□
〗
009 
ー懸

7

、
へJ

0

/

 

~
 -6-~6, 
＜ 

＾ー 0~C二) 3 

11 

O 1 : 3 5,m O 1 : 4 = 10cm 
I I I I I I I 1, I I I 

図42 旧河川跡出土石器(2)

→：三爪~{]
4~ 

6 

7 

文?, ,1:2, , 51cm~ 

図43 遺構外出土石器(l)

- 74 -



図44遺構外出土石器(2)
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図45遺構外出土石器(3)
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図46遺構外出土石器(4)
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図47遺構内出土石器
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図48遺構内出土木製品(1)
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図49遺構内出土木製品(2)
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図50遺構内出土木製品(3)
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図51遺構内出土木製品(4)
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図52旧河川跡・遺構外出土木製品
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図53須恵器、陶磁器
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図54古銭、鉄製品
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表5米山(2)遺跡出土土器観察表その1

一86一

米山(2)遣鱈II

表 5 米山(2)遺跡出土土器観察表その 1

図 番号 種叩 部位 出＿土地点 層（立 外間施文支様 時期 備考

33 1 深鉢 胴部 SK-13 堆柏I 結東争 1種(RL) 円筒f層系
33 2 深鉢 胴部 SK-13 堆桔土 RL 門筒_[_阿系

33 J 深鉢 胴部 SK-15 1胴 姑東第 1種 円筒卜尼系

"、1"勺 1 深鉢 胴部 SK-1,i ］図 結巾第 1種 円蝕上層系

33 G 深鉢 胴部 SK-1:i 2巴 結末第 1種 日筒上層系
,つ,,,,, 6 深鉢 胴祁 SK-15 1層 枯土紐貼付、隆梢撚糸庄原、 C字状詞糸EE甜 円位上層bェ＼
33 7 深鉢 ロ緑 SK-15 II普 波状口緑、口唇尻糸圧阿、粘土紐貼付 円箇上層系

ぷj 8 深鉢 胴部 SK-15 l層 LR? 口筒 1胴系

33 ， 深鉢 に縁 SK~l.S 1層 山形I_.]緑、枯土糾貼付、隆靡加糸圧I且(L) 口筒」^ 胴b式
33 10 深鉢 胴品 SK-lti 堆柏上 柏土紐貼り、 C字状枠糸圧肛 円筒上屈b式
33 11 宰~- ？ ． 胴部 SK-1:, 2尼 艇＼ヽマ,,、 悛期初頭

3:3 12 旦—~E 、I 胴部 SK-J.5 2層 無文 後期初団

34 1 深鉢 ロ縁 SX-2 5)苦
n粽計:+軸絡条仕(RU、胴部余4位間文IRL)、

口筒下屑d式
波状口忍桔束第 1種

34 'こ)、 深糾 ロ緑 SX-2 5層 波杖口禄、車軸絡条体(},;_し） 口筒下呼d式

34 3 深鉢 11緑 SX-2 5層 ＋口縁、中軸裕条体(RL) 巳筒卜胃d人
34 1 深鉢 ロ緑 SX-'.2 5屈 波状口糸ぶ、早軸品条什iRU、弧1犬・日1十紅粘土紐，i 円筒 1、層d式

14 ,' ) 深鉢 n緑 SX-2 5層 平「！縁、宇軸硲条体(RLI 日筒下層（し〖
34 6 深鉢 n縁 SX-2 5層 波状17緑、弧壮豆）粘十紐、中軸岱条I半(RL) 円筒下層d人
34 ， 深鉢 胴部 SX-2 5屑 繍交(LRl 前・中甘月
3,1 7 ? 合部 SX-2 NT-200 l• 3層 胴部iこLR縄こ 門筒下冑d式 底径 8cm、戸げ 2cm 

:J1 8 深鉢 ロ緑 SX-2 NT-200 l・3層 改怯□緑、 ポタ，＿’，怯窄起、―一条の枠糸ff羽I、LR,i 円筒下詈cl式
31 10 ば鉢 胴部 SX-2 IVT-200 5層 ボ1行蓮文(LRL〉 刷・中期

35 11 i'f、鉢 胴部 SX-2 5層 糾行珊-::Z:(LRLJ 月l」・中期
亡,;,r) l2 深鉢 胴部 SX-2 51曽 斜行間文(LR) 月l」・中期
、.y,:, 13 冷計 ロ緑 SX-2 IV T -200 21曾 折り且し口縁、口呟部佃文、胴部RUく 昂化式

35 14 沖鉢 口皇自 SX-2 IVT-200 3胃 三角形、［、阻消縄，'./.(LR) 十腰内］式

35 15 i平鉢 11'顎 SX-2 IVT-200 3詈 揺位，」祖尤喜、縦位・構（方（沈誓 I腰 1-'、1I式

35 lfi 深鉢 底部 SX-2 IVT-200 3眉 横位・弧壮文！沈線）、丁底、鉢JI彦 l侃要内 I式 底i歪(116cm) 
3G 17 深鉢 胴部 SX-2 NT-200 3厨 況状て様(降愕） 十膀内 I:rl:;

35 18 株鉢 ロ縁 SX-c IVT-200 3層 平口緑、描位・弧状，it媒）、鉢形 十腰戸II式

35 19 采鉢 胴部 SX-2 NT-200 3岸 横i<「0)弧1人文(、1'.U附 l腰 iiI式
:15 20 深鉢 胴部 SX-2 f'IT-200 3屈 中軸絡争付c(L,i、網目状杯糸文 I腰 IJ、JI式
35 21 深鉢 胴蔀 :SX-2 NI -200 3四 中軸絡免仕(Li、網目状拡糸久 I膀 I"、JI式
35 22 深鉢 □f羨 SX-2 NT-200 3層 液1人17賛、描位0)梃糸庄泊間に庄統り）末端圧痕 円筒下層山，¥ヽ

35 23 深鉢 胴～底部 SX-3 l!IT-21.5 w層 干仄、深鉢形、 RL 円向上I曽系 底径(9Clem) 

35 2,1 深鉢 桐部 SX-3 lllB-nS w層 LIミ地に糾位の沈緑 中期役袷

.35 25 ば鉢 ロ緑 SX-3 lllT-215 N層 祈り退し口耀、 LR 中期侯葉

3:J 26 tiピ鉢 胴部 SX-3 IV A-21:i N層 平軸格条体、描位沈槻 十牌iJ、JI式
35 27 深鉢 ロ緑 SX-3 lllR-214 N層 、「 n縁、二条の横仕沈祝 十腰I'、JI式
35 28 深鉢 11頸 SX-.3 Illl<-21•1 N層 栢円形文(降心吼， 十翌内 Ii¥

35 29 深鉢 胴部 SX-3 IIIR-:-:14 ]VI曽 餅位万1丘JO)櫛歯状北線 十腰内 I式

35 30 J'菜鉢 肋部 SX-3 ][[R-21-1 N犀 釘位方向の梱歯札よ糊 十腰内 I式

35 :n 深鉢 胴訊 SX-3 IIIR-21"1 N野 拙位の沈線、 LR 中期木葉---後期即位

3G 32 摩鉢 nJ月 SX-3 lllT-217 IV層 RLの斜行縄文 中期末葉ヽ予幻翡訓葉

3G 33 ば鉢 胴祁 SX-3 IIIR-214 N層 RLvl斜行囲璽交 中且り末葉汀受期前葉

3.5 34 ば鉢 ロ緑 SX-3 lllR-LlS N層 ギロi蒙、 LR 中期木拾～後闊月lj玲

35 35 ［元鉢 ロ緑 SX-3 N A-215 ]V層 平口役、佃；e 中且月末第～後期即葉 ロ径245cm 

J5 36 深鉢 胴一、・底訊 SX-3 N A-217 v屈 狙ヽ‘Iヽ-"r /, 中・悛期 底匡11,j直

35 37 ば鉢 ロ緑 SX予IIIR-214 Nill;¥ [i ni号、一条の描位沈祝、 LRの縦（立 弥牛時代

36 38 ば鉢 n緑 SX-4 !VP-199 N層 横位0粘＋母、砂糸汗疸 1門箇上層a氏

:36 39 ば鉢 ロ頸 SX-4 N0-197 N屈 弧払0)粘十紐、 LRとRLの平壮奇悶文 r1筒上屑系
36 40 ば鉢 胴部 SX-4 N0-19け N暫 描い・粕在位・円形I帖十紐I I若閂初叫

36 11 深鉢 胴謡 SX-1 N0-198 N尼 柚位・班位，砧上紐と内腑に沈線） 後期籾頭

36 ,12 深鉢 ロ緑 SX-4 N0-198 lV屈 筑(,.'i・渦巻き文i、1;釦む涅I 後期初罪

36 43 存鉢 胴部 SX-,1 N0-198 w層 叙位・t黄位・円形＼帖上紐と両胎に出涅！ 伎判仰頭

36 44 深鉢 II緑 SX-1 N0-198 w層 波状[I縁、 ii't1巻ざ文、爾位・揺位文＼帖＿＋紐‘’ 後期籾頭

36 45 深鉢 胴部 SX-4 NP-199 w層 RLの縦位回転 中期末葉～後期初頭

36 46 深鉢 胴部 SX-4 N0-198 w層 横位文様（粘土紐と両脇に沈線） 後期初頭

36 47 深鉢 胴部 SX-4 N0-198 w層 弧状・円形（粘士紐と両脇に沈線） 後期初頭

36 48 鉢 底辺 SX-4 N0-198 IV層 横位沈線、磨消縄文(LR) 十腰内 I式

36 49 鉢 胴部 SX-4 N0-198 w層 横位沈線、磨消縄文(LR) 十腰肉 I式

38 1 深鉢 胴部 NS-198 I層
平口縁、横位と縦位の粘土紐、竹管状工具によ

円筒上層c式
る連続剌突

38 2 深鉢 ロ縁 IVS-198 I層 平口縁、弧状の粘士紐、撚糸圧痕、連続の竹管 円筒上層c式

38 3 深鉢 胴部 IVS-198 II・N層 折り返し口縁、平底、 LR 中期後葉 ロ径11.2,氏径6.4、器高13.8

38 4 深鉢 底部 NS-198 I層 乎底、 RL、器内面にスス状の炭化物付着 中期 底径(7.2cm)

38 5 深鉢 底部 NB-224 w層 あげ底、無文 中期 底径(11.2cm)

38 6 深鉢 ロ縁 N0-198 N層 乎口縁、弧状の粘土紐、撚糸圧痕 円筒上層b式

38 7 深鉢 ロ縁 NS-199 l層
平口縁、横・縦位の粘士紐、馬蹄形の撚糸圧痕、

円筒上層b式
撚糸圧痕

38 8 深鉢 ロ縁 NS-198・199 N層 横・縦位の粘土紐、馬蹄形の撚糸圧痕 円筒上層b式 スス状の炭化物付着

38 ， 深鉢 ロ縁 NS-199 I層 平口縁、縦位の粘士紐、馬蹄形の撚糸圧痕 円筒上層b式 スス状の炭化物付着

38 10 深鉢 ロ頸 IVG-194 I層 弧状の粘士紐、粘士紐上面に連続庄痕 円筒上層b式
38 11 深鉢 ロ頸 IVR-194 I層 横位・縦位の粘土紐、撚糸圧痕 円筒上層b式
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第2章検出遺構と出土遺物

表 5 米山(2)遺跡出土土器観察表その 2

図 番号 種類 部位 出士地点 層位 外面施文文様 時期 備考

38 12 深鉢 ロ緑 NN-199 w層 波状口緑、弧状の粘士紐、馬蹄形の撚糸圧痕 円筒上層b式
38 13 深鉢 ロ頸 NS-197 I層 横位・縦位の粘土紐 円筒上層系
38 14 深鉢 ロ縁 NB-211 I層 波状口縁、波状部に渦巻き文、RL 榎林式

38 15 深鉢 ロ縁 NB-211 I層 波状口縁、波状部に渦巻き文、RL 榎林式
38 16 深鉢 胴部 NB-214 I層 地文縄文(LR)、弧状の沈線 榎林式

38 17 深鉢 胴部 NS-199 I層 地文縄文(RL)、地に弧状沈線 榎林式 スス状の炭化物付着

38 18 深鉢 ロ縁 NC-208 1層 波状口縁、RL、口唇部寄りに沈線 榎林式
39 19 深鉢 ロ頸 NS-198 I層 横位の連続刺突、二条の縦位沈線、 RL 最花式 スス状の炭化物付着

39 20 深鉢 ロ頸 NS-198 I層 横位の連続刺突、RL 最花式
39 21 深鉢 ロ頸 NB-213 I層 二条の縦位沈線、連続刺突、 RL 最花式

39 22 深鉢 口頸 NB-213 I層 無文 最花式
39 23 深鉢 胴部 NB-212 I層 ボタソ状突起、方形文、磨消縄文 月lj十腰内 I式
39 24 深鉢 胴部 NB-213 I層 二条の横位沈線 十腰内 I式？
39 25 深鉢 ロ縁 NA-213 I層 平口縁、稚拙な入組文、磨消縄文、RL 十腰内 I式
39 26 深鉢 胴部 NE-209 I層 LR縄文、二個の刺突 十腰内 I式
39 27 深鉢 胴部 NA-220 I層 横位の粘土紐 即十腰内 I式？
39 28 深鉢 ロ縁 NF-206 I層 横位沈線、口唇部上面に沈線 十腰内 I式
39 29 深鉢 胴部 NB-213 I層 一条の横位沈線 十腰内 I式？
39 30 深鉢 胴部 NB-213 w層 渦巻き文沈線 月IJ十腰内 l式
39 31 深鉢 胴部 NB-224 w層 条の斜位沈線 十腰内 I式
39 32 深鉢 胴部 NC-210 I層 帯状の磨消縄文(RL) 十腰内 I式
39 33 深鉢 胴部 NL~269付近 地文縄文に横位の沈線 十腰内 I式
39 34 深鉢 胴部 NL-269付近 帯縄文(RL) 十腰内 I式
39 35 深鉢 ロ頸 NC-211 I層 横位・方形文（沈線） 十腰内 I式
39 36 深鉢 ロ頸 NT-199 1層 横位・斜位（隆沈線） 十腰内 I式
39 37 深鉢 胴部 NL-269付近 横位（沈線）、 〇段多条(RL) 後期後葉

39 38 鉢 胴部 SD-7Pit 1層 帯状縄文（磨消縄文LR・RL) 後期後葉
39 39 深鉢 ロ縁 NL-269付近 乎口縁、RLの一種の原体を用いた羽状縄文 後期後葉

39 40 深鉢 胴部 NL-269付近 帯縄文（磨消縄文） 後期後葉

39 41 深鉢 胴部 NL-269付近 RLを用いた羽状縄文 後期後葉

39 42 深鉢 ロ縁 NA-220 N層 乎口縁、二条の横位沈線 弥生時代

39 43 深鉢 ロ縁 NA-220 N層 平口縁、―条の横位沈線、縦走沈線？ 弥生時代
39 44 鉢？ ロ縁 NL-269付近 鉢形平口縁、口唇部上面に刻み、横位の沈線 弥生時代
39 45 深鉢 胴部 NL-269付近 0段多条(RL) 中・後期 スス状の炭化物付着

39 46 深鉢 胴部 NL-269付近 縄文(LR) 中・後期
39 47 深鉢 胴部 NL-269付近 0段多条(LR) 中・後期

39 48 深鉢 胴部 NL-269付近 縄文(LR) 中・後期 スス状の炭化物付着

39 49 深鉢 胴部 NB-224 N層 縄文(RLR) 中・後期 スス状の炭化物付着

39 50 深鉢 胴部 NL-269付近 0段多条(RL)、撚糸圧痕 中・後期 スス状の炭化物付着

39 51 深鉢 胴部 NE-209 I層 縄文(RLR) 中・後期

39 52 深鉢 胴部 NB~211 I層 縦位の撚糸文 中・後期

39 53 深鉢 胴部 SD-1 NP-196 l層 縄文(RL) 中・後期 スス状の炭化物付着

40 54 深鉢 胴部 NB-211 I層 縄文(RL)、一条の斜位沈線 榎林式？

40 55 深鉢 胴部 N0-211 I層 縄文(RL) 中・後期
40 56 深鉢 胴部 NT-199 I層 0段多条、弧状の粘土紐 円筒上層系
40 57 深鉢 胴部 NT~200 I層 網目状撚糸文 後期
40 58 深鉢 ロ縁 NT-199 I層 波状口縁、縄文(RL) 中期後葉？
40 59 深鉢 胴部 NA-218 w層 無文 中・後期

40 60 深鉢 胴部 IVD-210 I層 無文(RL) 中・後期 倒落が著しい
40 61 深鉢 胴部 NA-213 I層 無文 中・後期

40 62 深鉢 胴部 SK-17 1層 無文 中・後期
40 63 深鉢 ロ頸 SD-2 堆積士 無文 中・後期
40 64 深鉢 胴部 SD~ 6 堆積土 網目状撚糸文（？） 後期？ 剥落が著しい
40 65 深鉢 ロ緑 ND-209 I層 折り返し口縁、無文 中・後期
40 66 深鉢 底部 NC~213 w層 深鉢底部、網代痕 中・後期

40 67 深鉢 胴部 NL-269付近 無文 後期 スス状の炭化物付着

40 68 深鉢 胴部 NQ-197 I層 縄文（？） 中・後期 倒落が著しい

40 69 深鉢 胴部 NA-213 I層 無文 中・後期
40 70 深鉢 胴部 NS-197 I層 縄文（？） 中・後期 条LJ落が著しい

表6 米山(2)遺跡出土石器観察表その 1
図 番号 器種 位置 層位 長さmm 幅mm 厚さmm 重さ g 石材 備考
41 1 石皿 ・台石 SX-2 NT-198 2層 230.0 (126.0) 105.0 3800.3 流紋岩 2面使用
41 2 剣片 SX-3 N A-217 N層 67.5 64.0 21.0 64.4 珪質頁岩

41 3 一次加工条I]片 SX-3 IIIT-215 w層 62.0 47 .0 14.5 29 6 珪質頁岩
42 4 石核 SX-3 IIIT-216 w層 52 0 37 .0 41.0 95 7 珪質頁岩
42 5 石核 SX-3 IIIS-214 w層 75 5 48.0 45 0 137.2 珪質頁岩
42 6 剥片 SX-4 NP-199 w層 50.0 45.0 15.0 29. 7 珪質頁岩
42 7 石鏃 SX-4 N0-198 w層 43.0 14.0 4.0 1.8 珪質頁岩
42 8 磨り石 SX-4 N0-198 w層 52.0 44.0 39.5 97.6 凝灰岩 球状

42 ， 叩き石 SX-4 N0-199 w層 94.5 82.0 16.5 141.4 頁岩
42 10 叩き石 SX-4 N0-197 w層 266.0 78.0 62.0 1733.4 流紋岩
42 11 即き右 SX-4 N0-197 w層 273.0 75.0 66.0 2101 5 流紋岩
43 1 石鏃 SD-1 NP-197 堆積士 (52 0) 17 .0 5.0 4 2 珪質頁岩 基部欠損
43 2 石鏃 NG-204 I層 (25.0) 12.0 3.0 0.8 玉髄質珪質頁岩 甚部欠損
43 3 石鏃 N0-199 w層 (12 0) 15.0 3.0 0 3 珪質頁岩 先端部欠損

43 4 石匙 SX-1 堆積土 43.0 56.5 12.5 18.2 珪質頁岩 横型
43 5 石匙 IIIT-217 I層 (54.5) 30.0 10.0 14.8 玉髄質珪質頁岩
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表6米山(2)遺跡出土石器観察表その2

表7米山(2)遺跡出土木製品観察表
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米山(2)遺跡II

表6 米山(2)遺跡出土石器観察表その 2
図 番号 器種 位置 層吃 長さmm 幅mm 厚さmm 重さ g 石材 備考
43 6 石匙 NE-209 I冒 (34.0) 27.0 8.5 6.3 珪質頁岩
43 7 石匙 NC-210 N国 73.0 34.0 12.5 25.7 珪質頁岩
44 8 石箆 NG-201 I昌 65.5 24.5 17.0 20.3 珪質頁岩
44 ， 石錐 NF-208 I層 (72.5) 40.0 ll.5 22.6 珪質頁岩 先端部欠損
44 10 石錐 NE-209 I層 60.0 17.0 12.0 8.7 珪質頁岩
44 11 石錐 SN-5 2層 (51.0) 40.0 12.5 18. 7 珪質頁岩 先端部欠損
44 12 ＿次加丁剥片 NF-205 l磨 60.0 31.0 13.0 15.0 珪質頁岩
44 13 二次加工剥片 NQ-197 I層 58.0 34.0 14.0 25.6 珪質頁岩
44 14 二次加工剥片 NP-195 I層 53.0 43.0 15.5 25.0 珪質頁岩
44 15 ＿次加工剣片 NG-206 I層 47.5 29.0 12.5 9.9 珪質頁岩
44 16 一次加工棄lj片 NB-221 w層 64.5 69.0 19.0 50.4 珪質頁岩
44 17 一次加工剥片 NR-194 I層 31.0 18.5 7.0 3.1 珪質頁岩
44 18 一次加丁剣片 NG-201 36.0 30.0 10.5 11.4 珪質頁岩
44 19 二次加工剥片 NA-213 I層 68.0 48.0 14.0 35.3 珪質頁岩
44 20 二次加工剣片 NQ-197 1層 80.5 485.0 18.0 41.9 珪質頁岩
45 21 石棒 SX-1 堆積土 (79.0) 28.5 24.5 86.4 頁岩
45 22 磨製石斧 SN-9燃焼部 堆積士 (51.0) 31.0 12.0 27.8 頁岩
45 23 磨製石斧 llIT-221 N層 (102.0) 56.0 36.0 330.5 緑色細粒凝灰岩
45 24 磨製石斧 NF-205 I層 99.0 51.0 39.0 402.2 緑色細粒凝灰岩 製作途中
45 25 石錘 NL-199 I層 (65.0) 59.0 21.0 139.8 緑色凝灰岩
45 26 加工礫 NS-198 IV層 152.0 89.0 35.0 630.9 凝灰岩

研片片側磨側磨窟りり45 27 磨り石 NF-207 I層 124.0 70.0 50.0 639.6 安山岩
45 28 磨り石 NF-208 I層 (104.0) 60.0 43.0 396.9 流紋岩
45 29 磨り石 [l[T-217 I層 117.0 88.0 69.5 956.7 石英質安山岩
45 30 磨り石 IV A-221 w層 104.0 79.3 52.0 653.8 安山岩 研磨
46 31 磨り石 NE-209 I層 135.0 65.2 58.5 755.1 流紋岩 3面磨り
46 32 叩き石 NP-197 I層 121.0 45.0 37.0 281.3 石英質安山岩 両端叩き、 3面凹み
46 33 磨り石 NG-206 I層 110.0 53.5 36.5 306.5 石英質安山岩 2側磨り、 1而叩き
46 34 磨り石 N0-200 1層 (194.4) 95.0 74.0 2112.3 流紋岩 1面使用
46 35 磨り石 NS-198 N層 170.0 131.0 61.0 1942.3 石英質安山岩 1面使用
47 1 台石 SK-17 1層 287.5 221.5 76.0 7300.0 凝灰岩 1而使用
47 2 台石 SK-19 2層 255.5 154.0 119.0 5800.0 砂岩 面使用
47 3 台石 SE-1 1層 187.5 183.0 60.0 3391.8 砂岩 2面使用、炭化物付着
47 4 台石 SE-7 堆積士 168.0 143.0 50.0 1583.4 石英安山岩 2面使用
47 5 台石 SE-7 堆積土 187.5 157.5 74.5 2933.9 花刷閃緑岩 1面使用
47 6 台石 SE-7 堆積士 190.0 103.0 28.5 647.5 頁岩 1面使用

表 7 米山(2)遺跡出土木製品観察表
図 番号 種類 出土位置 層位 長：cm 幅：cm 厚：cm 備考
48 1 棒状木製品 SE-1 3層 26.8 3.4 1.5 
48 2 棒状木製品 SE-1 3層 24.5 2.1 1.3 アスナロ
48 3 板状木製品 SE-3 3層 25.6 12.9 1.4 モミ属
48 4 板状木製品 SE-7 8層 25.8 6.3 1.0 
48 5 井戸枠部材 SE-7 7層 39.2 8.5 8.2 端部炭化、アスナロ
48 6 板状木製品 SE-7 8層 38.8 7.0 1.8 アスナロ

49 7 板状木製品 SE-7 8層 35.5 6.8 1.9 
49 8 板状木製品 SE-7 8層 39.4 4.9 0.8 
49 ， 板状木製品 SE-7 8層 79.0 10.2 1.6 
49 10 板材 SE-7 8層 74.6 19.6 2.0 アスナロ

50 11 板材 SE-7 8層 49.0 12.8 4.2 
50 12 角棒状木製品 SE-7 8層 58.4 4.0 3.5 杭？、端部炭化、アスナロ
50 13 角棒状木製品 SE-7 8層 70.0 7.0 5.6 
50 14 板材 SE-7 8層 113.0 25.2 2.8 アスナロ
50 15 板状木製品 SE-8 一括 15.7 8.1 0.4 
50 16 板状木製品 SE-8 一括 37.0 7.0 0.5 
50 17 板状木製品 SE-8 一括 41.2 6.4 1.0 
51 18 板材 SE-10 4層 38.7 10.3 1.2 
51 19 棒状木製品 SE-10 4層 34.8 3.2 2.0 端部炭化、アスナロ
51 20 杭（丸木） SE-10 4層 24.6 4.5 3.9 コナフ属
51 21 板状木製品 SE-10 5層 42.0 10.2 1.8 アスナロ
51 22 板状木製品 SE-10 4層 42.2 6.6 1.0 アスナロ
51 23 杭（角棒状） SE-10 4層 49.0 3.4 3.6 アスナロ
51 24 角棒状木製品 SD-2 2層 13.3 3.6 2.4 
52 25 井戸枠部材 SX-2 NT-198 

1y N層

30.9 8.5 10.1 アスナロ
52 26 板状木製品 SX-2 NT-198 13.1 2.5 0.7 
52 27 部材加工木 SX-3 NA-216 16.3 3.0 1.4 
52 28 部材（丸木） SX-3 NB-217 N層 18.5 4.5 2.6 工具痕有り、マツ属
52 29 箸 SX-3 NA-216 w層 6.4 1.0 0.7 
52 30 箸 SX-3 WA-216 w層 6.4 0.9 0.5 
52 31 箸 SX-3 IIIT-217 w層 24.3 0.9 0.8 
52 32 箸 SX-3 NB-217 w層 14.7 0.9 0.6 
52 33 杭 SX-3 IIIT-216 w層 28.2 5.9 3.1 
52 34 棒状木製品 NA-219 N層 15.2 1.3 0.8 箸？
52 35 棒状木製品 NA-219 N層 14.0 1.3 o. 7 箸？
52 36 棒状木製品 NA-219 N層 13.2 1.0 0.5 箸？

- 88 -



表8米山(2)遺跡出土須恵器・陶磁器観察表

表9米山(2)遺跡出土古銭観察表

表10米山(2)遺跡出土鉄製品観察表
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第2章検出遺構と出土遺物

表 8 米山(2)遺跡出土須恵器・陶磁器観察表

図 番号 種別 器種 位置 層位 産地 年代 備考

53 1 須恵器 壷 NS-196 ＊ 古代

53 2 須恵器 甕 NM-199 N層 ＊ 古代

53 3 磁器（白磁） 八角小杯 NE-209 I層 中国 1鐸半 素地灰黄色

53 4 磁器（青磁） 碗 NJ-201 I層 中国 14C後半 ヘラ描連弁文、素地灰白色

53 5 磁器（青磁） 皿 NF-208 I層 中国 15C後半 底径4.6cm、素地灰色

53 6 磁器（青磁） 碗 NJ-199 I層 中国 15C 素地灰白色

53 7 陶器 片口鉢 N0-197 N層 珠洲 13C 

53 8 陶器 ？ NP-200 I層 珠洲 15C 底径12.8cm、回転糸切り

53 ， 陶器 片口鉢 NF-198 N層 珠洲 中世 素地鈍橙色

53 10 陶器 片口鉢 NG-206 I層 珠洲 lSC前半 底径12cm、静止糸切り

53 11 陶器 片口鉢？ SX-2 NT-199 1層 珠洲 中世

53 12 陶器 片口鉢 NN-200 I層 珠洲 中世

53 13 磁器 皿 NN-200 I層 肥即 18C 底径13.6cm、見込みに文様、高台二重文

53 14 磁器 皿 NB-212 I層 肥前 近世 ロ径13.4cm、底径8cm、両さ3cm

53 15 磁器 皿 NP-199 I層 肥月IJ 近世 底径5.3cm、蛇ノ目釉剰ぎ

53 16 磁器 皿 SD-6 堆積土 肥月IJ 近世 底径4.6cm、蛇ノ目釉剥ぎ

53 17 陶器 碗 NM-198 I層 肥月lJ 17C末~18C中 ロ径12cm、内面銅緑釉

53 18 磁器 碗皿類 NC-208 I層 肥月IJ 近世

53 19 磁器 碗？ WD-210 I層 肥月IJ 近世

53 20 磁器 碗皿類 NQ-200 I層 肥前 近世

53 21 磁器 碗皿類 NG-206 1層 肥月IJ 近世

53 22 磁器 碗 NC-208 I層 肥即 18C前半 底径4cm

53 23 陶器 碗皿類 IV0-200 I層 肥月IJ 17C末~1sc中？ 蛇ノ目釉剥ぎ、内面銅緑釉

53 24 磁器 徳利 NC-208 I層 肥月IJ 18C 内面釉付着

53 25 磁器 小杯 NB-221 I層 ？ 19C? 

53 26 陶器 播り鉢 NN-200 I層 肥月IJ 17C後半以前 素地鈍赤褐色

53 27 陶器 擢り鉢 NF-206 I層 肥前 18C以降 釉黒褐色

53 28 陶器 ？ NF-205 唐津 18C? 素地橙色

53 29 陶器 壷？ NF-208 I層 唐津？ 18C? 素地褐灰色

表9 米山(2)遺跡出土古銭観察表

図 番号 貨名 位置 層位 直径：mm 重さ： g 外輪厚：mm 外輪幅：mm 備考

54 1 軋冗重賓 NM-199 I層 23.5 2.0 1.0 唐銭、 7と束で出士

54 2 祥符元賓 SX-2 1層 21.0 1.9 2.0 1.0 北宋銭

54 3 皇宋通賓 SX-2 NT-199 1層 25.0 2.4 3.0 1.0 北宋銭、真書

54 4 至和冗賓 SX-2 NT-199 1層 24.5 3.3 3.0 1.0 北宋銭、真書

54 5 治平元賓 SX-2 NT-199 1層 24.0 2.3 2.5 1.0 北宋銭、真書

54 6 大観通賓 Pit WF-204 堆積土 24.5 2.6 2.5 1.0 模鋳銭

54 7 
熙寛寛寧永永元通通賓賓賓

NM-199 I層 23.5 2.5 1.5 北宋銭、笈書、 1と束で出士

54 8 NL-201 III層 24.0 2.4 3.0 1.0 古寛永

54 ， WL-201 III層 24.0 2.4 3.0 1.0 古寛永

54 10 寛永通賓 WL-201 rn層 25.0 2.9 3.0 1.0 古寛永

54 11 寛永通賓 WL-201 III層 22.5 2.8 2.0 1.0 古寛永

54 12 寛永通賓 NL-201 III層 24.5 3.2 2.5 1.0 古寛永

54 13 寛永通賓 NL-201 Ill層 25.0 3.8 2.5 1.0 新寛永

54 14 寛永通賓 IVL-201 III層 24.5 2.5 1.0 古寛永、束で出土

54 15 寛永通賓？ NL-201 III層 24.0 3.0 1.0 束で出土、表面不明

54 16 寛永通賓 NL-201 III層 24.0 3.5 2.5 1.0 古寛永、束で出土

54 17 寛永通賓 NL-201 III層 24.5 2.5 1.5 古寛永、束で出士

54 18 寛永通賓 NL-201 III層 23.5 2.0 1.0 古寛永、束で出土

54 19 寛永通賓 NL-201 II層 23.5 2.6 2.5 1.0 古寛永、束で出士

54 20 寛永通賓 NL-201 II層 24.0 3. 7 2.5 1.0 古寛永、東で出土

54 21 寛永通賓 NL-201 III層 24.0 2.0 1.0 古寛永、束で出士

54 22 寛永通賓？ NL-201 III層 23.5 2.5 1.5 束で出士、表面不明

54 23 寛永通賓？ NL-201 m層 25.0 3.0 1.0 束で出土、表面不明

54 24 寛永通賓？ NL-201 III層 25.0 3.5 1.0 束で出士、表面不明

54 25 寛永通賓 WG-202 I層 24.5 3.1 2.5 1.0 古寛永

54 26 寛永通賓 NF-205 I層 24.5 2.4 2.0 1.0 古寛永

54 27 寛永通賓 NL-201 I層 25.0 3.0 2.5 1.0 新寛永（文銭）

表10 米山(2)遺跡出土鉄製品観察表

~I~; I SX-3位~-217I 昇I fi: I門!.tI 門imI厚:。cmI孔長9mm、幅3mm、外面？？ノキ塗布
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第3章自然科学分析

第1節米山(2)遺跡から出土した種実類について
伊藤由美子

1形態記載および出土状況

地点取り上げで採取された種実類は、木本のみで、イヌガヤ(種子)、オニグルミ(核)、ホオノ

キ(種子)、トチノキ(種子)エゴノキ属(種子)が出土した。遺構・地点ごとの出土個体数ついて

は、表1に示した。以下に形態の記載と出土状況を示す。

イヌガヤCePhalotaxus harringtonia (Knight) K. Koch.

種子がSX-2の2地点から出土した。側面観は長楕円形で基部と先端が尖る。長さ15.1～19.1㎜。

横断面も楕円形で、両端が尖り稜をもつ。壁は堅く、やや薄く、暗褐色である。壁断面に柵状組織が

みられる。

オニグルミJuglans ailanthifolia Carr.

核がSX-2・ⅢT-217・ⅣA-217から出土した。側面観は円から広卵形で、先端が尖り、長さ

25～39.1mm。横断面は短い楕円形で、両端が突出している。その両側に基部から先端にかけて深い

溝が走るものもある。壁は堅く、表面にしわがある。出土状況は、完全が32個でそのうち動物による

食痕をもつものが8個あった。1/2に割れたものが20個で、そのうち動物による食痕をもつものが4.

5個ある。1/4に割れたものは0.5個、破片は1個体に満たなかった。

ホオノキMagnolia obouata Thunberg

種子がSX-2から出土している。側面観は卵形で、片面の中央に深い溝をもつ。長さ8.5㎜。横

断面は楕円形である。壁は表面にしわをもち、黒色、断面に柵状組織がみられる。

トチノキAesculus Turbinata Blume

種子がSE-2から出土している。側面観は球形で径30.3㎜、断面形は楕円形である。赤道面を境

にして光沢がある黒色の上部と、光沢がない暗褐色の下部とに分かれる。下部に小さな臍がある。壁

は光沢のある上部に全面に細かなしわがある。

エゴノキ属Styrax

種子がSX-2から出土している。側面観は楕円形で、基部に丸く大きなへそをもつ。先端から基

部に3本の溝をもつ。横断面は円形である。壁は堅くやや平滑で、茶褐色から暗褐色である。

2考察

調査中に地点で取り上げられたため、目に付きやすい大型の種実類のみであった。点数が少ないた

め、出土した種実類から周辺古環境復元などには至らなかった。ここではSX-2から出土したオニ

グルミの欠損状況について述べる。

SX-2は旧河川跡で、4層は縄文時代中期に相当する。ここから約50個のオニグルミが出土して

いる。そのうち動物による食痕をもたない1/2に割れている38点(1/2個単位)について、欠損状

況を調べた(表2)。その結果、側部が最も多く、周縁、欠損なし、上・側部の順に多かった。

欠損状況による人為的打撃については、以前から指摘されている(畠中1979)。青森県では三内丸

山(6)遺跡で縄文時代後期の沢から出土したオニグルミの欠損状況および人為的打撃痕について、欠損

状況が上部、上・底部、上・側部の順に多いことから、核を割る際には縫合線部を叩き、下部を下に
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第 1節 米山(2)遺跡から出土した種実類について

伊藤由芙予

1 形態記載および出土状況

地息取り卜けで採取された種実印は、木人のみで、イズカヤ（種了-)、すニグルミ （核）、ホオ］

キ（種了.)、 トチノキ（種子：）ェコノキ属（稲+)が出十し］こ遺構・地点ことの出十個休数0 いて

は、 )dに示したつ以下に形態の記載と出上状況を示す

イヌガヤ Cephalotaxus harrin毀onia (Knight) K. Koch. 

種子かSX-2 O) 2地点から出土しtこ側面観は長柏円形で埜部と先端か尖るc 長さ15.1~19. lmm" 

横げ面も「青F9形で、両端か夫り稜をもマ〗埒は堅く、やや薄く、暗褐色である J 繋断面に棚状組嫌が

みられる J

オニグルミ Juglans aila燿hifolia Carr. 

核かSX-2・IIIT-217・NA-217から出↓ しtこ側面観ぱF9から広卵形で、先端が尖り、にさ

25三 39.lmmu描肋面は短い惰円形て、両端か窄出している，っその両側に晶部から先端にかけて深い

溝か走るも 0)も応る，：壁は堅く、表面にしわか皮そい出土状況は、完全が32個でそのりむ動物による

食疸をもマ）ものか 8涸あった。 2に割れたものが20個で、そのうち動物による食恨をもつものが4.

5佃あるし 1 / 4に割れたものは0.5個、飢片は 1イ固休に満たなかっ

ホオノキ ;Wagnolia obm•ata Thunberg 

種子かSX-2から出上している J 側面観は卵形で、片面の中史に深い溝をもつ。長さ8.5m皿横

断面は栢円形であるっ粧は表面にしわをもち、黒色、断面に柵状祖薇かみられる 0

トチノキ心srulus 仰 rbii叩ta Blume 

種了かSE-2から出士している 側而観は詠形で径30.3mm、既面形は惰円形で危る u 亦道面を境

にして光沢かある里色の上部と、光沢かない陪褐色の下部とに分かれるや下部に小さな謄が兌ろ 壁

は光沢のある上部に拿面に珊かなしわがある c

エゴノキ属 St汀ax

種子かSX-2から出十している 側面観は楕円形て、基部に丸く人きなへそをも/入先端から基

に3本の溝をもつ 梱断面は円形であるし壁は堅くやや平滑で、菟褐色から陪褐色である。

2 考察

調査中に地点で取り上げられたため、目に付きやすい大型の種実類のみであった。点数が少ないた

め、出士した種実類から周辺古環境復元などには至らなかった。ここではSX-2から出土したオニ

グルミの欠損状況について述べる。

SX-2は旧河川跡で、 4層は縄文時代中期に相当する。ここから約50個のオニグルミが出土して

いる。そのうち動物による食痕をもたない 1/2に割れている38点 (1/2個単位）について、欠損状

況を調べた（表2)。その結果、側部が最も多く、周縁、欠損なし、上・側部の順に多かった。

欠損状況による人為的打撃については、以前から指摘されている（畠中1979)。青森県では三肉丸

山(6)遺跡で縄文時代後期の沢から出士したオニグルミの欠損状況および人為的打撃痕について、欠損

状況が上部、上・底部、上・側部の順に多いことから、核を割る際には縫合線部を叩き、下部を下に
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据えて先端を叩く傾向があるとしている。SX-2から出土したオニグルミの欠損状況もほぼこの結

果に順ずるもので、人が割って廃棄したものであることが考えられる。

引用文献は112頁に示した。

表1米山(2)遺跡出土種実類

表2SX-2出土オニグルミ欠損状況

写真1出土種実類
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第3章 自然科学分析

据えて先端を叩く傾向があるとしている。SX-2から出土したオニグル ミの欠損状況もほぼこの結

果に順ずるもので、人が割って廃棄したものであることが考えられる。

引用文献は112頁に示した。

表 1 米山(2)遺跡出土種実類

出土地点・層

分類群 産出部位 産出状況 SE-2 SX-2 IIIT-217 IVA-217 

2屠 4層 IV層 IV層

イヌガヤ 種子 完全 6 

種子 破片 ＋ 

オニグルミ 核 完全 25 

核 完全・食痕 8 
核 1/2 19 1 1 

核 1/2・食痕 4.5 
核 1/4 0.5 

核 破片 ＋ 

ホオノキ 種子 完全 1 

トチノキ 種子 完全 1 

エゴノキ属 種子 完全 2 

不明 1 

1 /2、1/4のものは、 1個体分に換算して表示した。
1個体分に満たない破片は、＋で表示した。

表 2 SX-2出土オニグルミ欠損状況

悶丸兄I欠損紐り1上門1上・側音: I 上・下門 1 側~01 側・下~ 1 下部。 1 周~1 閃
割合 0.184 0.079 0.184 0.026 0.263 0.053 0.000 0.211 1.000 

1 オニグルミ (Xl.0)

4 ホオノキ (Xl. 0) 

4 

2 トチノキ (Xl.0) 3 イヌガヤ (X1. 3) 

5 エゴノキ属 (X1. 2) 

写真 1 出土種実類

5
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第2節青森県米山(2)遺跡における自然科学分析
株式会社古環境研究所

1.はじめに

花粉分析は、一般に低湿地の堆積物を対象として比較的広域な植生・環境の復原に応用されており、

遺跡調査においては遺構内の堆積物などを対象とした局地的な植生の推定も試みられている。なお、

乾燥的な環境下の堆積物では、花粉などの植物遺体が分解されて残存していない場合もある。一方、

植物珪酸体は、植物の細胞内にガラスの主成分である珪酸(SiO2)が蓄積したものであり、植物が枯

れたあとも微化石(プラント・オパール)となって土壌中に半永久的に残っている。プラント・オパー

ル分析は、この微化石を遺跡土壌などから検出して同定・定量する方法であり、イネをはじめとする

イネ科栽培植物の同定および古植生・古環境の推定などに応用されている(杉山,2000)。また、イ

ネの消長を検討することで稲作跡の検証や探査も可能である(藤原・杉山,1984)。

青森市東部の野内川右岸の沖積地に位置する米山(2)遺跡の発掘調査では、近世とされる畝状遺構が

検出され、当時の畑跡の可能性が考えられた。そこで、花粉分析とプラント・オパール分析を行い、

当該遺構における農耕の可能性と当時の植生および環境を検討することになった。

2.試料

試料は、近世の畑跡とみられるSX-1より採取された堆積物5点(試料①～⑤)である。試料①、

③、④はいずれもⅢ層底面、試料②はⅢ層中位、試料⑤はⅣ層検出面よりそれぞれ採取された。

3.花粉分析

(1)方法

花粉粒の分離抽出は、基本的には中村(1973)を参考にして、試料に以下の物理化学処理を施して

行った。

1)5%水酸化カリウム溶液を加え15分間湯煎する。

2)水洗した後、0.5㎜の飾で礫などの大きな粒子を取り除き、沈澱法を用いて砂粒の除去を行う。

3)25%フッ化水素酸溶液を加えて30分放置する。

4)水洗した後、氷酢酸によって脱水し、アセトリシス処理(無水酢酸9:濃硫酸1のエルドマン氏

液を加え1分間湯煎)を施す。

5)再び氷酢酸を加えた後、水洗を行う。

6)沈渣に石炭酸フクシンを加えて染色を行い、グリセリンゼリーで封入しプレパラートを作製する。

以上の物理・化学の各処理間の水洗は、遠心分離(1500rpm、2分間)の後、上澄みを捨てるとい

う操作を3回繰り返して行った。

検鏡はプレパラート作製後直ちに生物顕微鏡によって300～1000倍で行った。花粉の同定は、島倉

(1973)および中村(1980)をアトラスとして、所有の現生標本との対比で行った。結果は同定レベ

ルによって、科亜科、属、亜属、節および種の階級で分類した。複数の分類群にまたがるものはハイ

フン(一)で結んで示した。なお、科・亜科や属の階級の分類群で一部が属や節に細分できる場合は

それらを別の分類群とした。イネ属に関しては、中村(1974、1977)を参考にして、現生標本の表面

模様・大きさ・孔・表層断面の特徴と対比して分類しているが、個体変化や類似種があることからイ

ネ属型とした。
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第 2節 青森県米山(2)遺跡における自然科学分析

株式会社 古環境研究所

1 . はじめに

花粉分析は、 •般に（八湿地の堆栢物を対象として比較的広域な植↑ ・環境の復原に応用されており、

遣跡調直においては遣構円の堆積物などを対蒙とした局池的な植生の推定も試みられている（）なお、

乾燥的な環境下の堆梢物では、花粉なとの植物遺休か分解されて残存していない場合もあるし一方、

柏物珪殿体は、柏物の細胞内にカラスの王成分である珪酸 (Si02、)か蓄栢したものであり、植物か枯

れたあとも微化石（プフント・オハール）となって上罪中に半永久的に残，っているしプラント・ナハー

ル分析は、この微化石を遺跡+.t襄などから検出して同定・定呈する万生であり、イ不をはじめとずる

イ不臼栽培植物の詞定および古十直生・古項境の推定なとに応用されている（杉山， 2000) 0 また、 イ

ネの消長を検討することで面作跡の検証や探査も可陀である（屑§原・杉山， 1984)u 

青森吉東邸の野内川右岸の沖積地に位仰する米川(2)遺跡の発掘調査では、近世とされる畝状遣構か

検出され、当時の畑跡のnJ能性か考えられfこそこて、花粉分析とフラント・ナパ.-; レ分析を行い、

当該直構における農訓の可能性と当時の植生および環境を検討ずることになとー）fこ。

2. 試料

試日は、五柑の妍月とみられる SX-1より採取された埋積物5点（訊末KT:い(い）である 0 試料（い、

①、（いはいすれも III 隣底面、試料（、いは III 屈中（立、試日c~はW層検出面よりそれそれ採取されたし-

3. 花粉分析

(1)方法

花粉粒の分離抽出は、基本的には中日 (1973)を参考ーにして、試料に以下(1)物理化学処理を応して

行ったっ

1) 5%7](酉変化力 I)ウム溶液を加え15分間湯煎する勺

2) 水洗した後、 0.5mmの師で靡なとの大きな粒子を取り除き、沈澱庄を用いて砂粒の除去をいうに

3 l 25%フ）化水素酌溶夜を加えて30分放置する（＼

4) l](i先した後、永酢酸によ-って脱水し、アセトリンス処理（無水酢酸9: 晨硫酸 1のエルトマン氏

液を加え 1分間湯罰）を施す心

5)再ぴ永酢酸を加えた後、水洗を打り

6) i尤直に石炭酸フク、／ンを加えて染色を行い、グリセリン七リーで封人しプしパラートを作製するぐ）

以上の物埠・化学の臼処理間の水況は、遠心妙雌 (1500rpm、2砂間） 0)悛、上澄みを詰てるとい

う操作を 3回繰り返して行った。

検鏡はプレパラート作製後直ちに生物顕微鏡によって300~1000倍で行った。花粉の同定は、島倉

(1973)および中村 (1980)をアトラスとして、所有の現生標本との対比で行った。結果は同定レベ

ルによって、科亜科、属、亜属、節および種の階級で分類した。複数の分類群にまたがるものはハイ

フン（一）で結んで示した。なお、科・亜科や属の階級の分類群で一部が属や節に細分できる場合は

それらを別の分類群とした。イネ属に関しては、中村 (1974、1977)を参考にして、現生標本の表面

模様・大きさ・孔・表層断面の特徴と対比して分類しているが、個体変化や類似種があることからイ

ネ属型とした。
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(2)結果

出現した分類群は、樹木花粉6、樹木花粉と草本花粉を含むもの1、草本花粉10、シダ植物胞子2

形態の計19である。これらの学名と和名および粒数を表1に示し、花粉数が200個以上計数できた試

料は、花粉総数を基数とする花粉ダイアグラムを図1に示す。なお、200個未満であっても100個以上

の試料については傾向をみるため参考に図示し、主要な分類群は写真に示した。

以下に出現した分類群を記す。

〔樹木花粉〕

モミ属、ツガ属、マツ属複維管束亜属、スギ、ハンノキ属、コナラ属コナラ亜属

〔樹木花粉と草本花粉を含むもの〕

クワ科一イラクサ科

〔草本花粉〕

サジオモダカ属、イネ科、カヤツリグサ科、タデ属サナエタデ節、アカザ科一ヒユ科、ナデシコ科、

アブラナ科、タンポポ亜科、キク亜科、ヨモギ属

〔シダ植物胞子〕

単条溝胞子、三条溝胞子

花粉群集の特徴は次のとおりである。

1)試料①(Ⅲ層底面)

樹木花粉に対し草本花粉の占める割合が高い。草本花粉のヨモギ属、イネ科が優占し、カヤツリグ

サ科、アカザ科一ヒユ科、タンポポ亜科、キク亜科、サジオモダカ属が伴われる。樹木花粉はマツ属

複維管束亜属、ハンノキ属、コナラ属コナラ亜属等が出現する。

2)試料②(Ⅲ層中位)

草本花粉の占める割合が高い。草本花粉のイネ科、ヨモギ属が優占し、カヤツリグサ科、アカザ科

一ヒユ科、タンポポ亜科、キク亜科、アブラナ科が伴われる。樹木花粉はマツ属複維管束亜属等が出

現する。

3)試料③(Ⅲ層底面)

草本花粉の占める割合が高い。草本花粉のヨモギ属、イネ科が優占し、カヤツリグサ科、アカザ科

一ヒユ科、タンポポ亜科、キク亜科が伴われる。樹木花粉はマツ属複維管束亜属、スギ、ハンノキ属

が出現する。

4)試料④(Ⅲ層底面)

草本花粉の占める割合が高い。イネ科、ヨモギ属が優占し、カヤツリグサ科、アカザ科一ヒユ科、

キク亜科が伴われる。

5)試料⑤(Ⅳ層検出面)

樹木花粉に対し草本花粉の占める割合が高い。イネ科、ヨモギ属が優占し、カヤツリグサ科、アカ

ザ科一ヒユ科、アブラナ科、タンポポ亜科、キク亜科等が伴われる。樹木花粉のハンノキ属、樹木・

草本花粉のクワ科一イラクサ科が出現する。

4.プラント・オパール分析

(1)方法

プラント・オパールの抽出と定量は、プラント・オパール定量分析法(藤原,1976)をもとに、次

の手順で行った。
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(2)結果

出現した分類群は、樹木花粉 6、樹木花粉と位本花粉を合むもの 1、草本花粉10、ンク植物胞+2

形態on1・19て克る（これらの学名と和各および粒数を表 1に示し、花粉数か200個以上訂数できた試

川は、化粉唸数を某数とする花粉クイアクラムを図 lに示す、）なお、 200個未満であっても100憫以上

の試料については傾向をみるため参考に区示し、主要な分類群は写真に示し

以下に日蜆した分類計を記ず

［樹木化粉」

モミ属、 ノカ属、マツ屈複紐管束亜属、スキ、ハン＇ノキ属、 :1ナ弓属コナラ亜属

［樹木花粉と草本花杓を合むもの〕

クワN―イラクサfl

〔苧本化紛］

サン十モタカ屈、イ不刊、カヤゾリクサい、タテ属サナエタテ節、アカサ「I・ーヒユ手1、ナテンコ千I、

了フラナ日、 タンホポ而利、キク亜刊、ヨモキ属

〔ンタ植物胞子］

単条溝胞子、三条溝胞子

仕粉肝集の特徴は次のとおりてある

1)試和([)(III眉底面）

樹木化松に対し草本花粉の占める割合か高し'c¥本花粉のヨモキ属、イ不刊が優古し、カヤ'/リク

サ刊、アカサ刊ーヒユ刊、タンホポ亜刊、キク而N、サシオモタカ属が伴われる。樹木花粉はマツ属

複維管束面属、ハン／キ属、コナラ屈コナラ亜属等が出現する 2

2)試相⑦ (III柑中位）

草本花粉0)占めろ割合か高いー，草本花粉0)イ不臼、ヨモキ属か優占し、カヤヅリグサfl、アカサH

ーヒユ刊、タン＇ホポ亜日、キク亜科、アフラナ目が伴われる、）樹木化粉はマヅ属複糾管東亜属等か出

現ずるぃ

3) 試相·(〗〕 (III層朕面）

草本化粉の占める割合か高い草本化粉のヨモキ属、イ不いか優占し、カヤツリグサN、アカサ和

ーヒユ利、クンホポ亜日、キク亜科か什われろ。樹木花粉はマヅ属複紐管束亜属、スキ、ハンノキ属

か出硯する（

4)試利(D(III層底面）

草本化粉の占める割合か高し又イネ刊、ヨモキ属か優占し、カヤノ I)クサ科、アカザ日ーヒユ刊、

キク亜計か伴われる。

5)試料① (N層検出面）

樹木花粉に対し草本花粉の占める割合が高い。イネ科、ヨモギ属が優占し、カヤツリグサ科、アカ

ザ科ーヒユ科、アブラナ科、タンポポ亜科、キク亜科等が伴われる。樹木花粉のハソノキ属、樹木・

草本花粉のクワ科ーイラクサ科が出現する。

4. プラント・オパール分析

(1)方法

プラソト・オパールの抽出と定量は、プラソト・オパール定量分析法（藤原， 1976)をもとに、次

の手順で行った。

- 93 -



1)試料を105℃で24時間乾燥(絶乾)

 2)試料約1gに直径約40μmのガラスビーズを約0.02g添加(電子分析天秤により0.1mgの精度で秤

量)

3)電気炉灰化法(550℃・6時間)による脱有機物処理

4)超音波水中照射(300W・42KHz・10分間)による分散

 5)沈底法による20μm以下の微粒子除去

6)封入剤(オイキット)中に分散してプレパラート作成

7)検鏡・計数

検鏡は、おもにイネ科植物の機動細胞(葉身にのみ形成される)に由来するプラント・オパールを

同定の対象とし、400倍の偏光顕微鏡下で行った。計数は、ガラスビーズ個数が400以上になるまで行っ

た。これはほぼプレパラート1枚分の精査に相当する。検鏡結果は、計数値を試料1g中のプラント・

オパール個数(試料1gあたりのガラスビーズ個数に、計数されたプラント・オパールとガラスビー

ズの個数の比率を乗じて求める)に換算して示した。おもな分類群については、この値に試料の仮比

重(1.0と仮定)と各植物の換算係数(機動細胞珪酸体1個あたりの植物体乾重,単位:10-5g)を

乗じて、単位面積で層厚1㎝あたりの植物体生産量を算出した。イネ(赤米)の換算係数は2.94(種

実重は1.03)、ヨシ属(ヨシ)は6.31、ススキ属(ススキ)は1.24、ミヤコザサ節は0.30およびクマ

ザサ属(チシマザサ節・チマキザサ節)は0.75である。

(2)結果

分析試料より検出されたプラント・オパールは、イネ、ヨシ属、ススキ属型、タケ亜科(ミヤコザ

サ節型、クマザサ属型、その他)および未分類である。これらの分類群について定量を行い、その結

果を表2、図2に示した。主要な分類群については顕微鏡写真を示す。

プラント・オパールの検出状況は次のとおりである。

1)試料①(Ⅲ層底面)

イネが非常に高い密度で検出されている。クマザサ属型も高い密度である。他にヨシ属、ススキ属

型およびミヤコザサ節型が少量検出されている。

2)試料②(Ⅲ層中位)

イネとクマザサ属型が非常に高い密度で検出されている。ヨシ属も高い密度である。ススキ属型お

よびミヤコザサ節型が少量検出されている。

3)試料③(Ⅲ層底面)

イネが高い密度であり、クマザサ属型は非常に高い密度である。ススキ属型も比較的高い密度であ

る。ヨシ属とミヤコザサ節型は少量である。

4)試料④(Ⅲ層底面)

イネが高い密度で検出されており、クマザサ属型は非常に高い密度である。ヨシ属は比較的高い密

度である。ススキ属型とミヤコザサ節型は低密度である。

5)試料⑤(Ⅳ層検出面)

イネとクマザサ属型が非常に高い検出密度である。ヨシ属、ススキ属型およびミヤコザサ節型は低

密度である。

5.考察

(1)農耕の可能性
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米山(2)遺跡II

1)試料を105℃で24時間乾燥（絶乾）

2)試料約1gに直径約40μmのガラスビーズを約0.02g添加（電子分析天秤により0.1mgの精度で秤

量）

3)電気炉灰化法 (550℃. 6時間）による脱有機物処理

4) 超音波水中照射 (300W·42KHz• 10分問）による分散

5)沈底法による20μm以下の微粒子除去

6)封入剤（オイキット）中に分散してプレパラート作成

7)検鏡・計数

検鏡は、おもにイネ科植物の機動細胞（葉身にのみ形成される）に由来するプラソト・オパールを

同定の対象とし、 400倍の偏光顕微鏡下で行った。計数は、ガラスピーズ個数が400以上になるまで行っ

た。これはほぼプレパラート 1枚分の精査に相当する。検鏡結果は、計数値を試料1g中のプラント・

オパール個数（試料 1gあたりのガラスビーズ個数に、計数されたプラソト・オパールとガラスビー

ズの個数の比率を乗じて求める）に換算して示した。おもな分類群については、この値に試料の仮比

重 (1.0と仮定）と各植物の換算係数（機動細胞珪酸体 1個あたりの植物体乾重，単位： 10―5g)を

乗じて、単位面積で層厚 1cmあたりの植物体生産量を算出した。イネ（赤米）の換算係数は2.94(種

実重は1.03)、ヨシ属（ヨヽン）は6.31、ススキ属（ススキ）は1.24、ミヤコザサ節は0.30およびクマ

ザサ属（チシマザサ節・チマキザサ節）は0.75である。

(2)結果

分析試料より検出されたプラント・オパールは、イネ、ヨシ属、ススキ属型、タケ亜科（ミヤコザ

サ節型、クマザサ属型、その他）および未分類である。これらの分類群について定量を行い、その結

果を表2、図2に示した。主要な分類群については顕微鏡写真を示す。

プラソト・オパールの検出状況は次のとおりである。

1)試料① (III層底面）

イネが非常に高い密度で検出されている。クマザサ属型も高い密度である。他にヨヽン属、ススキ属

型およびミヤコザサ節型が少量検出されている。

2)試料② (III層中位）

イネとクマザサ属型が非常に高い密度で検出されている。ヨシ属も高い密度である。ススキ属型お

よびミヤコザサ節型が少量検出されている。

3)試料③ (Ill層底面）

イネが高い密度であり、クマザサ属型は非常に高い密度である。ススキ属型も比較的高い密度であ

る。ヨシ属とミヤコザサ節型は少量である。

4)試料① (III層底面）

イネが高い密度で検出されており、クマザサ属型は非常に高い密度である。ヨシ属は比較的高い密

度である。ススキ属型とミヤコザサ節型は低密度である。

5)試料⑤ (N層検出面）

イネとクマザサ属型が非常に高い検出密度である。ヨシ属、ススキ属型およびミヤコザサ節型は低

密度である。

5. 考察

(1)農耕の可能性
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分析の結果、すべての試料からイネのプラント・オパールが検出された。プラント・オパール密度

は、Ⅲ層中位の試料②、Ⅲ層底面の試料①さらにⅣ層検出面の試料⑤では、いずれも10,000個/g前

後と非常に高い値である。また、Ⅲ層底面の試料①と試料④でもそれぞれ5,400個/g、6,700個/gの

高密度である。一般に、水田跡の検証や探査を行う際の判断基準となるプラント・オパール密度は5,

000個/gであるが、いずれの試料もこの値を上まわっている。こうしたことから、Ⅲ層ならびにⅣ層

は稲作跡である可能性が極めて高いと考えられる。なお、稲作の形態に関しては、畝状遺構が検出さ

れていること、花粉分析において乾燥地に生育するヨモギ属を主に、乾燥した畑地などに生育するア

カザ科一ヒユ科、タンポポ亜科、キク亜科の花粉が検出されており、乾燥した畑地の環境が示唆され

ることなどから、畑稲作の可能性が考えられる。

ところで畑で稲作を行う際は、連作障害を避けるためにイネを作付けた翌年以降は他の作物を栽培

し、しばらく間をあけることが多い。その場合、耕作土中に堆積するイネのプラント・オパール量は、

水田のように毎年稲作を行うところに比べ少なくなる。ところが、今回分析を行った各試料からは、

イネのプラント・オパールが非常に高い密度で検出されており、ヨシ属もある程度の密度で検出され

ている。また、花粉は畑などの乾いた土壌環境では分解を受けやすいのであるが、ここではイネ科や

ヨモギ属を主に多産している。これらのことから、調査地は湿地的な環境となった時期があり、その

時にここで水田稲作が行われていた可能性が考えられる。もしそうであるならば、畝状遺構が検出さ

れていることから、田畑輪換が行われていた可能性が想定される。

イネ以外では栽培植物のプラント・オパールは検出されていないが、花粉分析において出現率の高

かったイネ科には、花粉形態では分類の出来ないオオムギ、コムギ、ヒエ、アワ、キビ等の栽培種が

含まれる。こうしたことから、これらが畝状遺構で栽培されていた可能性が示唆される。また、クワ

科一イラクサ科には栽培植物のクワが含まれるため、クワ栽培が行われていた可能性も考えられる。

(2)周辺の植生と環境

周辺には、クマザサ属やススキ属ほかのイネ科やヨモギ属を主に、アカザ科一ヒユ科、タンポポ亜

科、キク亜科の畑作雑草が繁茂しており、畑などの乾燥した裸地の環境が広がっていたと推定される。

なお、一部にはヨシ属の生育する湿地的なところもみられたことが示唆される。樹木は極めて少なく、

二次林性のマツ属複維管束亜属を主にスギ、ハンノキ属が孤立木かやや遠方に分布していたと推定さ

れる。

6.まとめ

米山(2)遺跡で検出された畑状遺構(SX-1)において、花粉分析ならびにプラント・オパール分

析を行った。その結果、堆積地および周辺は畑などの人為環境であったことが示唆され、イネのプラ

ント・オパールの多産から、ここで畑稲作が行われていた可能性が認められた。また、ヨシ属の産出

と花粉が多産することなどから、湿った環境であった時期の存在が推定され、水田稲作が営まれてい

た可能性も示唆された。イネ以外にもオオムギ、コムギ、ヒエ、アワ、キビ、クワなどが栽培されて

いた可能性も推定された。なお、周辺にはクマザサ属などのササ類やススキ属などの草本が多く、畑

作雑草が繁茂する乾燥した畑などの裸地の環境が分布しており、樹木は極めて少なく、二次林性のマ

ツ属複維管束亜属やハンノキ属が孤立木かやや遠方に分布していたことが推定された。

引用文献は112頁に、サンプル採取位置は66頁に示した。
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分析の結果、すべての試料からイネのプラント・オパールが検出された。プラント・オパール密度

は、 III層中位の試料①、 III層底面の試料①さらにW層検出面の試料⑤では、いずれも10,000個/g前

後と非常に高い値である。また、 III層底面の試料①と試料①でもそれぞれ5,400個/g、6,700個/gの

高密度である。一般に、水田跡の検証や探鉦を行う際の判断某準となるプラソト・オパール密度は5,

000個/gであるが、いずれの試料もこの値を上まわっている。こうしたことから、 III層ならびにN層

は稲作跡である可能性が極めて高いと考えられる。なお、稲作の形態に関しては、畝状遺構が検出さ

れていること、花粉分析において乾燥地に生育するヨモギ属を主に、乾燥した畑地などに生育するア

カザ科ーヒユ科、夕‘ノポボ亜科、キク亜科の花粉が検出されており、乾燥した畑地の環境が示唆され

ることなどから、畑稲作の可能性が考えられる。

ところで畑で稲作を行う際は、連作障害を避けるためにイネを作付けた翌年以降は他の作物を栽培

し、しばらく間をあけることが多い。その場合、耕作土中に堆積するイネのプラソト・オパール量は、

水田のように毎年稲作を行うところに比べ少なくなる。ところが、今回分析を行った各試料からは、

イネのプラント・オパールが非常に高い密度で検出されており、ヨシ属もある程度の密度で検出され

ている。また、花粉は畑などの乾いた土壌環境では分解を受けやすいのであるが、ここではイネ科や

ヨモギ属を主に多産している。これらのことから、調査地は湿地的な環境となった時期があり、その

時にここで水田稲作が行われていた可能性が考えられる。もしそうであるならば、畝状遺構が検出さ

れていることから、田畑輪換が行われていた可能性が想定される。

イネ以外では栽培植物のプラソト・オパールは検出されていないが、花粉分析において出現率の高

かったイネ科には、花粉形態では分類の出来ないオオムギ、コムギ、ヒ工、アワ、キビ等の栽培種が

含まれる。こうしたことから、これらが畝状遺構で栽培されていた可能性が示唆される。また、クワ

科ーイラクサ科には栽培植物のクワが含まれるため、クワ栽培が行われていた可能性も考えられる。

(2)周辺の植生と環境

周辺には、クマザサ属やススキ属ほかのイネ科やヨモギ属を主に、アカザ科ーヒユ科、タソポボ亜

科、キク亜科の畑作雑草が繁茂しており、畑などの乾燥した裸地の環境が広がっていたと推定される。

なお、一部にはヨシ属の生育する湿地的なところもみられたことが示唆される。樹木は極めて少なく、

二次林性のマツ属複維管束亜属を主にスギ、ハ‘ノノキ属が孤立木かやや遠方に分布していたと推定さ

れる。

6. まとめ

米山(2)遺跡で検出された畑状遺構 (SX-1)において、花粉分析ならびにプラント・オパール分

析を行った。その結果、堆積地および周辺は畑などの人為環境であったことが示唆され、イネのプラ

ソト・オパールの多産から、ここで畑稲作が行われていた可能性が認められた。また、ヨシ属の産出

と花粉が多産することなどから、湿った環境であった時期の存在が推定され、水田稲作が営まれてい

た可能性も示唆された。イネ以外にもオオムギ、コムギ、ヒ工、アワ、キビ、クワなどが栽培されて

いた可能性も推定された。なお、周辺にはクマザサ属などのササ類やススキ属などの草本が多く、畑

作雑草が繁茂する乾燥した畑などの裸地の環境が分布しており、樹木は極めて少なく、二次林性のマ

ツ属複維管束亜属やハソノキ属が孤立木かやや遠方に分布していたことが推定された。

引用文献は112頁に、サソプル採取位置は66頁に示した。
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図1米山(2)遺跡、SX-1における花粉ダイアグラム

図2米山(2)遺跡におけるプラント・オパール分析結果
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表1米山(2)遺跡における花粉分析結果

表2米山(2)遺跡のプラント・オパール分析結果
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第 3章 自然目学分析

表 l 米山(2)遺跡における花粉分析結果

分類群 SX-1 

学丘 辿五 凪且ill! 註饂i迅且R砥且辺砥料旦
Arboreal pollen 樹木花粉

Abies モミ属

Tsuga ッガ属

Pinus subgen Diploxylon マツ属複維管束亜属 11 5 2 

Cryptomeria japonica スギ 2 1 1 

A/nus ハンノキ属 4 2 3 6 

Quercus subgen. Lepidoba/anus コナラ属コナラ亜属 5 

Arboreal・Nonarboreal pollen 樹木・草本花粉

Moraceae-Urticaceae ク 4 2 2 18 

Nonarboreal pollen 草本花粉

Alisma サジオモダカ属 1 

Gramineae イネ科 65 110 47 61 89 

Cyperaceae カヤヅリグサ科 4 5 2 3 13 

Pol速onumsect. Pers1carza タデ属サナエタデ節

Chenopod1aceae-Amaranthaceae アカザ科→ヒユ科 7 8 3 10 31 

Caryophyllaceae ナデシコ科

Cruc1ferae アブラナ科 2 6 

Lactucoideae タンポポ亜科 3 5 2 18 

Asteroideae キク亜科 3 5 3 2 3 

A,temtsia ヨモ 99 109 93 60 72 

Fern spore シダ植物胞子

Monolate type spore 単条溝胞-f 35 18 18 17 25 

Tnlate type spore 三条溝胞子 7 ， 6 2 21 
Arboreal pollen 樹木花粉 22 7 6 4 8 

Arboreal・Nonarboreal pollen 樹木・ 草木花粉 4 2 

゜
2 18 

Nonarbmeal pollen 草本花粉 182 244 150 136 234 

Total pollen .. 日 仕粉総数・- ·• ••.•• . 208 253 156 142 260 
試料1cm'中の花粉密度 3.0 3. 9 2.4 1. 7 1. 6 

.. . X 10 3 X 10 3 . .. X 10 :i X 10 J X 10 3 

Unknown pollen 未同定花粉 2 2 2 3 4 

Fern spore シダ植物胞子 42 27 24 19 46 

Helmmth eggs 寄牛虫卵 (-) (-) (-) (-) (-) 

明らかな消化残清 （一） （一） H (-) (-) 

表 2 米山(2)遺跡のプラント・オパール分析結果

検出密度（単位： X 100個/g)

地点名

分類群（和名・学名） ＼試料 1試料① 試料② ~;t~ 料~d 試料④ 試料⑤
イネ科 Grammeae (Grasses) 

イネ Oryza saliva (domestic rice) 112 100 54 67 99 

ヨン屈 ,.,.,.,.. ,-,, I JO " , ,, , 

ススキ厖型 M虚 anti叩 type 10 20 42 12 13 
---------------------← --------------------------------皿--------------------------------------------------

；戸戸ぅ三~,〗喜互：三三三；=I言言言言言
おもな分類群の推定生産量（単位： kg/nf•cm) 

イネ Oryza sativa (domestic rice) 3.30 2.93 1.60 1.97 2.92 

ヨシ属 Phragmites (reed) 0.64 1.67 0.38 1.15 0.42 

ススキ属型 Miscanthus type 0.13 0.25 0.52 0.15 0.16 

ミヤコザサ節型 Sasa sect. Miyakozasa type 0.06 0.10 0.0'! 0.09 0.04 

クマザサ属型 Sasa (exceptMiyakozasa) type J. 76 2.89 2.67 2.01 2.24 
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第3節米山(2)遺跡から出土した木材の樹種

パリノ・サーヴェイ株式会社

はじめに

米山(2)遺跡では、縄文時代、中世、近世の遺構・遺物が検出されている。遺構の検出状況から、縄

文時代には小河川が巡る小丘陵が広がっていたが、中世には堆積により平坦地が多くなり、近世には

さらに平坦地が広がって畑として利用されていたことが指摘されている。

今回の分析調査では、主に縄文時代後期の河川跡から出土した自然木や加工材、中世の遺構から出

土した木製品や燃料材等について樹種同定を行い、各時代の木材利用に関する資料を得る。

1.試料

試料は、中世を主とした遺構から出土した木材18点(試料番号1～18)である。このうち、試料番

号16～18は炭化材であり、試料番号13～15は炭化材が同定できなかった際の予備試料である。

2.方法

剃刀の刃を用いて木口(横断面)・柾目(放射断面)・板目(接線断面)の3断面の徒手切片を作

製し、ガム・クロラール(抱水クロラール,アラビアゴム粉末,グリセリン,蒸留水の混合液)で封

入し、プレパラートを作製する。作製したプレパラートは、生物顕微鏡で観察・同定する。

炭化材は、3断面の割断面を作製し、実体顕微鏡および走査型電子顕微鏡を用いて木材組織の特徴

を観察し、種類を同定する。

3.結果

樹種同定結果を表1に示す。炭化材は、いずれも炭化粒は確認できるが、木材組織の観察は不可能

であり、樹種の同定には至らなかった。生木は、針葉樹3種類(マツ属複維管束亜属・モミ属・アス

ナロ)と落葉広葉樹2種類(コナラ属コナラ亜属コナラ節・カツラ)に同定された。各種類の主な解

剖学的特徴を以下に記す。

・マツ属複維管束亜属(Pinus subgen. Diploxylon)マツ科

軸方向組織は仮道管を主とし、晩材部には垂直樹脂道も認められる。仮道管の早材部から晩材部へ

の移行は急～やや緩やかで、晩材部の幅は広い。放射組織は、柔細胞、仮道管、エピセリウム細胞に

囲まれた水平樹脂道で構成される。分野壁孔は窓状で、1分野に1個。放射仮道管内壁には顕著な鋸

歯状の突出が認められる。放射組織は単列、1～15細胞高。

・モミ属(Abies)マツ科

軸方向組織は仮道管のみで構成され、早材部から晩材部への移行は比較的緩やかで、晩材部の幅は

狭い。放射組織は柔細胞のみで構成され、柔細胞壁は粗く、じゅず状末端壁が認められる。分野壁孔

はスギ型で、1分野に1～4個。放射組織は単列、1～20細胞高。

・アスナロ(ThujoPsis dolabrata Sieb. et Zucc.)ヒノキ科アスナロ属

軸方向組織は仮道管と樹脂細胞で構成され、仮道管の早材部から晩材部への移行はやや急で、晩材

部の幅は狭い。樹脂細胞は、主として晩材部には認められる。放射組織は柔細胞のみで構成される。

柔細胞壁は滑らかで、分野壁孔はスギ型～ヒノキ型で、通常1分野に1～4個。放射組織は単列、1
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第 3節 米山(2)遺跡から出土した木材の樹種

ハリノ・サーヴェイ株式会社

はじめに

米山(2)遣跡ては、縄文時代、中且、瓦世の遺描・遣物か検出されている c 遺描の検出状尻から、縄

文時代には小屑Illか巡る小丘悛か広がってし＼たか、中世には堆情により平坦地が乞くなり、近世には

さらに平桓地か広か—って畑として禾1」用されていたことが指摘されている。

今回の分析調査ては、上に縄文叶伏後期（り河川跡から出上した自処木や加―［材、中世の遺構から出

土した木製吊や拠圧材等について樹伺同定を汀い、斉時代の木村利用に閃ずる資料を得る C

1 . 試料

試月は、 1j1世を土とした遺構から出」ーした木材18点（試料番号1~18) である。このうち、試刊甫

号16~18は炭化材であり、試料番号13~15は炭化材か同定できなかうた際の予備試料で兌る

2. 方法

刺｝）の刃を用いて木□（横断面） ．柾甘（放射断面） ・仮目（按沢胚面）の 3断面の徒手切片を（午

製し、カム・クロ予ール（胞水クロラール，アラヒ）アコム粉末， グリセリン，炭留水0)1昆合液）で封

入しフレ'..、 ハフートを『疇是する J 作製したフレハラ--卜は、生物顕微鏡で観察・同定ずる'-

炭化材は、 3断面の割断面を作製し、実体即微競むよび走査聾電子顕微荒を用いて木材組織の特徴

を観察し、種類を同定する，う

3. 結果

樹種詞定祐果を表 lに示す 炭化材は、いすれも炭化位は確認できるか、木材組織の観寮は不可能

であり、樹種の同定には平．らなか）tこ生木は、針葉樹 3種類（マソ属複紺管東亜屈・モミ屈・アス

ナロ）と忍葉広菫樹2種J'I;:!(コナラ屈コナラ亜属コナフ節・カソフ）に同定されたい各種類い字な陪

剖学的特費を以下に記す，

・マノ属複雌腎束中属 (Pinussu bgen. Dip{oxylmz) マ!fl

軸胴組織は仮直管を主とし、晩材品には雨直樹脂道も認められる 仮直管0)吊材合〖から晩材，切へ

の移いは急、～やや綬やかて、晩材部の幅はじ心＼放射組織は、 -I~刑胞、（及道管、エピセリウムが日胞に

閲まれ応7J(Tf:¥i:t脂逼て構成される。力嬰野壁孔は怠状て、 1 y}野に 1個。放射似辺信内壁には謳著な鋸

歯状の突出が認められる。放射組織は単列、 1~15細胞高。

・モミ属 (Abies) マツ科

軸方向組織は仮道管のみで構成され、早材部から晩材部への移行は比較的緩やかで、晩材部の幅は

狭い。放射組織は柔細胞のみで構成され、柔細胞壁は粗く、じゅず状末端壁が認められる。分野壁孔

はスギ型で、 1分野に 1~4個。放射組織は単列、 1~20細胞高。

・アスナロ (Thujopsisdola枡ataSieb. et Zucc.) ヒノキ科アスナロ属

軸方向組織は仮道管と樹脂細胞で構成され、仮道管の早材部から晩材部への移行はやや急で、晩材

部の幅は狭い。樹脂細胞は、主として晩材部には認められる。放射組織は柔細胞のみで構成される。

柔細胞壁は滑らかで、分野壁孔はスギ型～ヒノキ型で、通常 1分野に 1~4個。放射組織は単列、 1
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～15細胞高。

・コナラ属コナラ亜属コナラ節(Quercus subgen,Lepidobalanus sect. Prinus)ブナ科

環孔材で、孔圏部は2～4列、孔圏外で緩やかに管径を減じたのち、漸減しながら火炎状に配列す

る。道管は単穿孔を有し、壁孔は交互状に配列する。放射組織は同性、単列、1～20細胞高のものと

複合放射組織とがある。

・カツラ(CercidiPhyum japonicum Sieb. et Zucc.)カツラ科

散孔材で、管孔はほぼ単独で、まれに2～3個が複合して、晩材部へ向かって管径を漸減させなが

ら散在する。道管の分布密度は高い。道管は階段穿孔を有する。放射組織は異性Ⅱ型、1～2細胞幅、

1～30細胞高。

4.考察

縄文時代後期の旧河川跡から出土した木材は、井戸枠部材が針葉樹のアスナロ、自然木が落葉広葉

樹のカツラであった。井戸枠部材にアスナロが利用される結果は、中世の樹種同定結果とも一致する。

青森県内では、アスナロの変種のヒノキアスナロが一般的であるが、木材は耐水性や防虫性に優れた

材質を有する。このような材質を考慮した木材利用が推定される。一方、カツラは、河道沿い等の水

分の多い環境によく生育することから、旧河川跡沿いに生育していた個体に由来すると考えられる。

青森県内では、鶴田町および板柳町の岩木川河床で発見された約2500年前の埋没林の調査で、トネリ

コ属を中心とした組成が認められているが、その中にカツラも確認されている(辻ほか,1990)。本

遺跡の小河川沿いにも似たような植生が見られた可能性がある。今後、花粉分析等も行って植生を復

元したい。

中世の木製品では、井戸枠部材、棒状木製品、板材、杭(丸木・角棒状)等があるが、杭(丸木)

に落葉広葉樹のコナラ節が認められた他は全て針葉樹材であった。針葉樹材では、板状木製品の1点

にモミ属が認められた他は全てアスナロであった。縄文時代後期の例と同じく、アスナロの加工性、

耐水性、防虫性等を考慮した木材利用が行われていたことが推定される。現在の植生(宮脇,1987)

を考慮すれば、周辺の山地で入手可能であったと考えられ、そのことも多く利用されている背景とし

て考えられる。モミ属については、比較的大径木が得やすいことや板状の加工が容易な材質を有する

こと等が利用され背景に考えられる。

杭材は、角棒状がアスナロ、丸木がコナラ節であった。アスナロについては、他にも多くの部材に

利用されていることから、加工時の余材や廃材の転用等が考えられる。一方、丸木については、形状

などを考慮すると、本遺跡周辺に生育していた樹木等の入手が容易であった種類を利用した可能性が

ある。現在青森県内にみられる落葉広葉樹林では、コナラ節のミズナラが広く生育しており、中世の

本遺跡周辺にもミズナラ等の生育する落葉広葉樹林が見られた可能性もある。

青森県内では、中世の木製品について樹種同定を行った例は少ないが、浪岡町実吉遺跡の平安時代

の木製品(板材、棒材、角材など)にはアスナロが多数認められている(パリノ・サーヴェイ株式会

社,1997)。このことから、加工が容易で優れた材質を有するアスナロが、板材などに古くから利用

されていたことが推定される。一方、実吉遺跡では、クリ、トネリコ属、モクレン属等の広葉樹材も

下駄や腰板などを中心に認められており、用途による樹種選択の違いが推定される。同様の木材利用

は、中世においても見られた可能性があるが、現時点で詳細は不明である。今後、さらに中世の様々

な種類の木製品について樹種同定を行い、用途による木材利用の違い等も明らかにしたい。

引用文献は112頁に示した。
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米II 1(2)遺闘II

~15細胞高。

・コナラ属コナラ亜属コナラ節 (Quercussubgen. Le加iobalanussect. Priizus) フナ利

環孔材て、孔臼部は 2-~4 列、孔圏外で舟差やかに管径を賊じたのお、｛厨咸しながら火炎状に配列ず

る0 J直行は単穿孔を有し、墜孔は交互状に配ダljする C 放射組織は同性、単列、 1~20細胞高のものと

複合放射組織とかあるぐ＇

・カ‘ソラ (Cercidiphyllumjaponicwn Sieb. et Zucc.) カヅラH

散孔材で、管孔はほぼ単独で、まれに 2~ 3 i固か複合して、晩材部へ［句かって骨径を｛靴咸させなか

ら散在する。道管の分布密度は向い（直管は階段穿孔を付する，，放射組蔽は異性II型、 1~2細胞幅、

1 ~30訓胞高c

4. 考察

縄文時代後期の1日河川跡から出士した木材は、井戸枠部材が針葉樹のアスナロ、日然木が落菓広葉

樹のカゾラであった，ぅ井戸枠部材にアスナロが利用される結果は、中世の樹酋同定結果とも一致する。

青毒犀円では、アスナロの度種の I:::ノキアスナロか一般的であるが、木材は耐水性や防虫性に優れた

材質を有する↓ このような材質をぢ庫した木材利用か推定される，，一方、カッラは、河道沿い等の水

分の名い喋壻によく牛行することから、旧河川跡冶いに生育していた個体に由来すると考えられるc

青森県内ては、鶴田町および板柳町の岩木川河床で発見された約2500年前の埋没林の且周査で、 卜了、リ

コ属を中心とした組成か認められているが、その中に力 J フも確詑されてし＼る（辻ほか， 1990:1勺本

遺跡のい叩Iii合いにも似たような植生が見られた可能性があるぃ今後、花粉分析等もhって植生を復

元したい，つ

中見の木製品ては、廿戸枠部材、棒状木製品、板材、杭（丸木・角棒状）等があるが、杭（丸太：）

に落鮒囚倍樹のコナラ節が認められた他ぱ土て針葉樹村てあったし針菓樹材ては、板状木製品の 1点

にモミ属が認められた他は全て）フスナロであっtこ縄文時代後期の例と□じく、アスナロの加工性、
酎水性、防虫性等を考慮した木材利用か行われていたことか推定されるっ現在の植生（宮脇， 1987)

を考慮すれは、周辺の日［地で入手可能であったとぢえられ、そのことも芯く刊用されている背景とし

て考えられる勺モミ属については、比較的大化木が得やすいことや板状の加上か容易な材質を有する

こと等か利用され背景に考えられる

杭材は、角悴状かアスナロ、丸木かコナラ節であった。アスナロに三）いては、他にも多くの部材に

刹用されていることから、加工時の余吋や廃材の転用等が考えられる。一方、丸木については、屈状

などを考慮すると、本遺跡周辺に生育していた樹木等の人手が容易てあっと種類を利川した可能性か

ある。玩止青森県1J~にみられる洛菓広菜樹林では、ユナラ節のミスナラか広く生育しており、中世の

本遺跡周辺にもミズナラ等の生育する落葉広葉樹林が見られた可能性もある。

青森県内では、中世の木製品について樹種同定を行った例は少ないが、浪岡町実吉遺跡の乎安時代

の木製品（板材、棒材、角材など）にはアスナロが多数認められている（パリノ・サーヴェイ株式会

社， 1997)。このことから、加工が容易で優れた材質を有するアスナロが、板材などに古くから利用

されていたことが推定される。一方、実吉遺跡では、クリ、 トネリコ属、モクレソ属等の広葉樹材も

下駄や腰板などを中心に認められており、用途による樹種選択の違いが推定される。同様の木材利用

は、中世においても見られた可能性があるが、現時点で詳細は不明である。今後、さらに中世の様々

な種類の木製品について樹種同定を行い、用途による木材利用の違い等も明らかにしたい。

引用文献は112頁に示した。
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第4節米山(2)遺跡・宮田館遺跡の放射性炭素年代測定結果
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第 3章 自然科学分析

CALIBRATION OF  RADIOCARBON AGE  TO  CALENDAR YEARS 

(Vanabies. C13/Ci2=-28.8,lab. molt=I) 
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米山(2)遺跡II
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第4章考察

第1節所謂力マド状遺構に関する新視点(展望)

米山(2)遺跡で今回報告するカマド状遺構は17基であるが、隣接する山下遺跡、宮田館遺跡でも検出

されており、周辺は県内有数のカマド状遺跡集中地域と言える。量的に比肩するのは弘前市境関館遺

跡であり、同遺跡の報告ではカマド(状)遺構を中世の厨房施設と認識した。類例は徐々に増加した

が、特にそれに異を唱える見解は目にしない。しかし、その根拠は必ずしも明確なものとは言い難く、

再考の余地はありそうである。

本稿ではカマド状遺構が草木灰の獲得に適した構造になっている点を踏まえ、自然科学分析のデー

タや周辺の遺構との関係から、この遺構を繊維生産或いは染色に関わる遺構である可能性を考えたも

のである。検証は今後に期待するところ大であるが、その際の視点の提示を試みたいと思う。

1カマド状遺構の構造から

遺存状態が良好なカマド状遺構は、燃焼部と焚き口部の接点付近の天井が崩落せずに残る。その場

合開口部はほぼ円形を呈し、燃焼部の壁は内湾ぎみに立ち上がるものが多い。燃焼部からトンネル式

に煙道が掘られるが、トンネル部は10～20cm程度である。火床面が残存することがある点では平安時

代のカマドと共通するが、平安時代のカマドの多くは火床面の脇に所謂ソデが立ち上がり、それに支

えられた天井に開口部が見られる。ソデは粘土等で構築されることが多い。燃焼部から続く煙道は数

十cm伸びるのが一般的である。これに対し、本遺跡などのカマド状遺構はソデが構築された形跡やそ

れが崩落した形跡は見られず、住居で言えば床面に相当しそうな面に開口部が位置する。燃焼部の壁

面や火床面はその下位を掘り下げることによって作られている。煙道は平安時代のカマドに比べると

極端に短い。

構造は異なるものの、開口部の用途がその上にかけた容器に燃焼部の火力を直接伝えるためのもの

であったと考えるならば、カマド状遺構にも煮沸の機能があったことが想定される。自在カギ等で容

器を上から吊る形式を考えるならば、開口部と容器の間から排煙は可能なので、煙道の存在意義が薄

れる。燃焼部上の開口部が塞がれるゆえに、別途排煙のための煙道が必要であったと考えるならば、

開口部に直接容器がかけられたと考えるのが自然である。開口部の径よりやや大きく、容器を満水に

しても内湾する壁の上部や先述の天井が崩落しない程度の重量の容器が使われたものと推定される。

この遺構は土器生産が衰退し、鉄製品が普及しだしてからの遺構であることや、燃焼室内に土器片

が残らないことから類推すると、その容器は鉄鍋であった可能性が高い。先述のように必ずしもつる

す必要はないのでツルやミミがなくてもかまわず、土師器の鍋と共通する形態も想定される。鉄鍋で

あれば壊れにくく、仮に壊れたとしても他に有効活用できるため土器片のように鉄片が放置されるこ

とはないであろう。このような鉄鍋を開口部にかけて煮沸することにより、燃焼部内の熱効率は高まっ

たものと推定される。

カマド状遺構は燃焼部が注目されがちだが、その手前の所謂焚ぎ口部の形態と大きさも見過ごすこ

とはできない。一般的には燃焼部よりも焚き口部の方が遥かに大きく、そこには火床面もない。その

大きさとあり方は、所謂焚き口部にも重要な役割があったことを示しているとみることもできよう。

形態的には末端部の壁面の立ち上がりが燃焼部と異なり緩傾斜となっている点が特徴的である。単な

る焚き口であればこれほどの大きさの掘り込みは必要ないし、末端の緩傾斜も意味をなさない。燃焼
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第4章考察

第 1節 所謂カマド状遺構に関する新視点（展望）

米山(2)遺跡で今□報告するカマト状遺構は17基であるが、隣接ずる山丁遺跡、宮田賄遺跡でも検出
されており、 1月辺は県内有数のカマト状遺跡集中地域と言える J 量的に比肩するのは弘前市埼閏館造

跡であり、飼遺跡の報告ではカマト（状）遣構を中ffeO)厨房施設と認識し］こ類例は休々に増加した

か、特にそれに異を唱える見解は目にしないC しかし、その板樋は必ずしも明確なものとは言い難く、

再考の余地はありそりである。

本稿てはカマト状遺構か卓太灰0)痙得に適した構造にな）ている点を踏まえ、自然科学分析のテー

タや祠辺の造構との閃係から、この遺構を繊維生産或いは染色に開わる遺構である可能性を考えたも

のであろ。検証は今後に期待するところ大で克るが、その際の視点の提示を試みたいと思う n

1 カマド状遺構の構造から

遣仔状態か良奸なカマト状遺構は、燃焼部と焚き□部の接点付近の天井が崩落せずに残る，_)その場

合間口部はほほ円形を呈し、燃焼部の壁は円湾ぎみに立ち上がるものか冬いで燃焼部からトン不ル式

に煙道が掘られるが、 トンネル部は10~20crn程度である｀っ火床面か残存することがある点では平安防

代のカマトと共辿するか、平安時代のカマトの名くは火床而の陀に所謂ソテが立ち卜が打、それに支

えられた［井に開口部か見られる0'ノテは粘士等で構策されることが名い＇，，燃焼部から続く煙道は数

十（●])]伸びるのか一般的てある，：これに対し、本遺跡などのカマト状遺構はソテが構葉きれた形罰やそ

れが崩落した形跡は見られず、住居で言えは床面に相当しそうな面に開口部か位置する（）：燃焼部の聾

面や火床面はその下位を掘り下げることによって作られている（，嬰道は平安時代のカマトに比へると

極端に短いj,

構造は異なるものの、開口部の用途かその上にかけた容器に燃焼部の火））を直接伝えるためのもの

であったと考えるならば、カマド状遺構にも頁沸の檬記かあとうたことか想定されるし自在カキ序て容

謡を上から吊る形式を考えるならは、開□部と容器の間から排匪（ま可能なので、埋道の存在意義が薄

れる 燃焼部上の開口部が塞がれるゆえに、別途排煙のための湮道が必要であったと若えるならは、

聞口閲に直接容器かかげられたと考えるのが自然である。開口部の怪より亨や大きく、容器を満水に

しても内湾ずる壁の上部や先庄の天廿か崩落しない程度の重量の容器か使われたものと推定される＾

この遺構は土器生崖か衰退し、鉄製品か普及しだしてからの遺構てあることや、燃焼宇内に上器片

が残らないことから類惟すると、その容器は鉄鍋であっに可能性か高い。］し辿のように必ずしもつる

す必要はないのでツルやミミがなくてもかまわず、土師器の鍋と共通する形態も想定される。鉄鍋で

あれば壊れにくく、仮に壊れたとしても他に有効活用できるため土器片のように鉄片が放置されるこ

とはないであろう。このような鉄鍋を開口部にかけて煮沸することにより、燃焼部内の熱効率は高まっ

たものと推定される。

カマド状遺構は燃焼部が注目されがちだが、その手前の所謂焚き口部の形態と大きさも見過ごすこ

とはできない。一般的には燃焼部よりも焚き口部の方が遥かに大きく、そこには火床面もない。その

大きさとあり方は、所謂焚き口部にも重要な役割があったことを示しているとみることもできよう。

形態的には末端部の壁面の立ち上がりが燃焼部と異なり緩傾斜となっている点が特徴的である。単な

る焚き口であればこれほどの大きさの掘り込みは必要ないし、末端の緩傾斜も意味をなさない。燃焼
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部と接する付近は確かに焚き口なのであろうが(以下狭義の焚き口)、その背後まで含めて焚き口部

とするには躊躇を禁じえない。別の用途を考えた方が妥当と思われ、以下後背部と仮称する。

高熱で燃料材が焼き尽くされた結果、燃焼部には良質の草木灰が残される。灰を中心に考えると、

この構造は、燃焼部でできた灰を狭義の焚き口から掻き出し、一時的かつ効率的に集めるのに適して

いる。末端部の緩傾斜は底面に残った僅かな灰まで無駄なく掻き出すのに適していると見ることもで

きる。灰を大量に生産するには、大量の木を集め一気に焼き尽くす方法もあろうがそれには時間もか

かる。小さな燃焼部で燃料材を焼き尽くす方が効率的でしかも良質な灰を散逸させることなく確保で

きる。効率さえよければそれを繰り返すことによって量も確保できる。繰り返し生産される灰を集め

て一定量集めるとなると後背部の大きさにも合点がいく。但し、灰を生産するだけなら窯の方が有利

で、あえて開口部を作らなくてもよさそうなものである。このことから、開口部の役割、即ち鍋等を

用いた煮沸の機能も重要だったことがわかる。

このように考えると、カマド状遺構は煮沸と灰獲得に特化した施設と言え、調理主体の性格付けに

再考の余地が生じる。但し、山菜をゆでる等の副次的、一時的な利用まで否定するものではないが。

2灰利用の変遷

灰の用途には食物のアク抜き、酒、種麹、和紙、繊維等の製造、染色、釉、薬、肥料などがある。

灰は縄文時代からの必需品で、堅果類のアク抜き等に使われてきた。住居内の炉や土器焼成時の灰

が利用された可能性が考えられるが、復式炉や屋外炉は多量の灰を確保するための施設であった可能

性も考慮する必要性がある。

平安時代には灰利用の度合いも量も一段と増加したものと考えられる。灰は住居内のカマドや土師

器焼成炉、須恵器焼成窯などから供給された可能性が考えられる。

中世には平安時代型のカマドは見られなくなり、近世民家風の炉に移行した可能性がある。食器は

土器から木器等に、調理具も土器から鉄器等に比重が大きく移る。普及しだした陶磁器は産地が限定

されるため、土器焼成に伴う灰の入手も困難となった。これらの背景には木地師や鋳物師に見られる

ような専業集団の分化がある。専業集団はものを量産する必要があった。家庭内や小集団内で消費す

る灰の量はそれぞれにある程度まかなうことができたであろうが、産業として消費するような量には

到底見合うものではなかった。縄文時代から近世に向けて灰の需要は一段と進んだにも関わらず、供

給量は逆に減少したので、灰を大量消費する業種では自ら灰自体を生産する必要に迫られた。その結

果がカマド状遺構だったのではなかろうか。

灰の需要は近世以後さらに増加したものと思われるが、その頃にはカマド状遺構が原則構築されな

い。近世には灰そのものが売買の対象になり、余剰分が需要側に供給されることによって需給バラン

スがとれたため、灰生産の必要性が低下したことによるものと思われる。井原西鶴の「好色一代男」

の世之介のモデルが灰の商いで巨富を成した灰屋紹益であった(小泉1986)ことは象徴的である。近

世以後も灰に対する需要は減ったわけではないが、灰の売買は徐々に廃れていった。これは灰に代わっ

て石灰が多用されるようになったことや、灰の機能を代替する化学物質が増えたことによる。その結

果、焼却灰は利用価値があるにもかかわらず、不本意ながら廃棄物の扱いを受けることになった。

3自然科学分析の結果から

ここで花粉分析結果(第3章第2節)を見てみよう。試料1から試料4は畝間を埋積した土壌、試

料5はその下位の土壌である。1～4はこの遺構の使用が終了後に堆積した花粉と思われるのに対し、

5は遺構使用時に巻き込まれた可能性が高い花粉である。この両者に顕著な違いが見られるのはクワ

科一イラクサ科である。1～4は後世の水田に由来する花粉が占めるように見えるが、5はその影響
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未山(2)遺跡II

部と接する付辻は確かに梵き□な0)てあろうか（以下挟義の焚ぎ□）、その背後まで合めて焚き □言じ
とずるには躊蹟を禁じえなしぃ別の用途を考えた方か妥当と思われ、』，)、卜後背部と仮称ずる。

高熟で燃料村が焼き尺くされた結果、恢焼祁には良質の隼木灰か残される，灰を中心に考えると、

この構造は、燃焼部ででぎた灰を狭義(!)焚ぎ LJから掻ぎ口し、一時的かつ効平的に集めるのに適して

いる c 末端部の詞傾針は底面に残った僅かなl火まて皿駄なく掻き出すのに適していると見ることもで

きる，：灰を大量に牛産ずるには、大量の木を集め一気に焼ぎ尺くず万法もあろうがそれには時間もか

かる「．小さな燃焼部で燃料材を焼きJミしくす方か効率的てしかも良宮な灰を齢逸させることなく確保で

ぎる C 効字さえよけれはそれを繰り返ずことによって量も確保てぎろ 0 繰り返し生産される灰を集め

て一定量集めるとなると後背部の大きさにも合点がいく，ー但し、灰を屯産するだげなら字の方が有利

て、あえて間に部を作らなくてもよさそうなものである， このことから、開口部の役割、即ち鍋等を

用いた煮沸の機伯も重要だったことがわかる一

このように考えると、カマト状遺構は貴沸と灰獲得に特化した施設と言え、調理王体の性格付げに

再蒻の余地が生じる 但し、山望をゆでる等の副次的、一防的な利用まで合定するものではないが

2 灰利用の変遷

灰の旧企には食物のアク抜き、直、種麹、和紙、繊維等の製告、榮色、釉、薬、肥料なとかある r

灰は縄文時代からの必需品で、堅果類のアク抜ぎ等に使われてぎた，住居門の炉や士器浣成時の灰

が利用された可記左か考えられるか、復式炉や邑外炉は多量の灰を確｛呆ずるための施設てあっだ可能

性も考慮ずろ必要性があるっ

平安時代には灰利用の度合いも量も一段と増加したものと考えられる 灰は住居内のカマトや十師

器燒成炉、須恵器燒成窯などから供給された可記性が若えられる（）

中已には十安時代型のカマトは見られなくなり、吐世尺家風の炉に移行した可能性かある 食器は

J_盆から太嵩等に、調理具も上器から鉄器等に比重か大きく移る『普及しだし文陶磁器は産地か限定

される之め、上器焼成に伴う仄の人手も困難とな")にこれらの背累には木地帥や鋳物師に見られる

ような専業集団の分化があるし専業集団はものを量庄する必喫が丸った，＿家直I灯や小集団内で消費ず

る灰の量はそれそれにおる程度まかなりことかできたであろうか、痒業として消費するよりな鼠には

到底見合うものてはなかった。縄文時代から近忙に向けて灰の需要は一一位と進んだにも閏わらす、供

給量は逆に戚少したCl)て、灰を大量消費する業種では自ら灰自体を生産ずる必要に追られたしその桔

里かカマト状選描だ，ぅたのではなかろ e） か',
灰の需要は丘世以後きらに増加したものと巴われるか、その頃にはカマト状遣構か原則構築されな

しピ近世には灰そのものか売宵の対象になり、余乗lj分か需嬰側に供拾されることによって需給ハラン

入かとれににめ、仄生産の必要性か低下しにことによるものと、思われる。井涼四鶴の「好色―1¥男」

の世之介のモデルが灰の商いで巨富を成した灰屋紹益であった（小泉1986) ことは象徴的である。近

世以後も灰に対する需要は減ったわけではないが、灰の売買は徐々に廃れていった。これは灰に代わっ

て石灰が多用されるようになったことや、灰の機能を代替する化学物質が増えたことによる。その結

果、焼却灰は利用価値があるにもかかわらず、不本意ながら廃棄物の扱いを受けることになった。

3 自然科学分析の結果から

ここで花粉分析結果（第3章第2節）を見てみよう。試料1から試料4は畝問を埋積した士壌、試

料5はその下位の士埋である。 1~4はこの遺構の使用が終了後に堆積した花粉と思われるのに対し、

5は遺構使用時に巻き込まれた可能性が高い花粉である。この両者に顕著な違いが見られるのはクワ

科ーイラクサ科である。 1~4は後世の水田に由来する花粉が占めるように見えるが、 5はその影響
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を受けつつもこの遺構ないしはカマド状遺構等が使用された当時の植生を反映したものと思われる。

クワ科やイラクサ科にはコウゾ、アサ、イラクサ、カラムシ等繊維の原料になる植物が含まれ、古

くから利用されてきた。現に青森市三内遺跡出土の平安時代の鉄製釣り針に巻ぎついた糸はミヤマイ

ラクサである可能性が指摘されている(渡辺1986)。こうしたことから考えると、本遺跡のカマド状

遺構は繊維の抽出或いは繊維の染めに関わる灰であった可能性を考える余地は充分にあるのではない

だろうか。そうした目で見ると周辺の井戸や自然流路も意味をもってくる。繊維の抽出や染色にあたっ

ては大量の灰とともに豊富な水も必要とする。カマド状遺構で繰り返し湯を沸かすには近場に水があっ

たほうがよい。遺跡周辺には飲み水としては後述する大イチョウ脇の竜神様の湧水があり、畑の散水

等には遺跡内を流れる自然流路の水もある。これらの井戸は繊維の抽出、染色等に適した水質の水を

カマド状遺構の近くで確保するためのものであったかも知れない。井戸内から出土した石や板は繊維

のたたきやねりに使われた可能性もある。流路は繊維の水さらしや灰落としに使われた可能性も想定

できる。また、泥もしばしば染色に使われる。遺跡内の低地特有の土壌がそれに用いられた可能性も

検討に値しよう。

AMSによる14C年代測定結果では本遺跡でカマド状遺構が構築された時期は較正値でほぼ13世紀末

頃から15世紀半ば頃を示している。周辺のデータも含めて考えると、一帯のカマド状遺構は11世紀か

ら13世紀半ば過ぎ頃は宮田館遺跡周辺に展開し、入れ替わるように米山(2)遺跡周辺に展開するように

も見える。データを単純に解釈すると、米山(2)遺跡でカマド状遺構が展開された頃に、宮田館遺跡付

近が水田であったと受け取ることもできる。もっとも、これら個々の較正年代の幅は遺構の使用年代

の幅を示すものではないが、相対的な関係とおよその年代把握には有用である。

4歴史的環境から

遺跡の隣接地に市指定天然記念物の「宮田の大イチョウ」がある。菅江真澄は1796(寛政8)年に

この地を訪れ、その頃から約500年前の板碑が周辺に散乱していたこと、約200年前には付近に寺があっ

たがいつとなく荒廃していたことなどを『栖家能山』に書き留めている(内田1972)。この文章から、

それらは13世紀末前後の記年銘のある板碑であり、16世紀末頃にはその地にあった寺は荒廃しており、

18世紀末頃には既にそれらは「痕跡」であったことがわかる。

宮田地区の念心寺には1357(延文2)年銘の板碑が現存している。かつて1291(正応4)年銘の板

碑が存在したことも知られ(中村1927)、それらが真澄の記した石塔婆に関連するものである可能性

も示唆されている(齋藤2002)。念心寺の縁起によると開庵は1678年とのことであり、現在地に移転

したのは天明の飢饉前であるが、開庵場所は大イチョウ付近と伝えられる(青森市史編纂委員会1999)。

これは真澄の記録や斉藤の指摘と矛盾するものではない。これらの板碑と米山(2)遺跡にカマド状遺構

を残した人々との関連も視野に入れる必要があろう。

これらに年代測定値や遺構の状況を加味して類推すると、米山(2)遺跡、宮田館遺跡にカマド状遺構

を残した人々の伝統は15世紀半ばくらいまでは辿ることができても、近世初期には既に失われていた

と見ることができようか。

カマド状遺構を繊維に関連する遺構と考えると浅虫温泉の名の由来との関連も考えられる。比良野

貞彦の『奥民図彙』によると、温泉で麻を蒸したのがアサムシの由来で(森山他1977)、真澄も同様

の説と、"蒸"が火災に通じるのを忌んで「浅虫」となった旨を『率土が浜つたひ』に記している

(内田1971)。旅籠開業の初例が1669年とされる(青森市史編纂委員会2000)浅虫温泉にあって、天

文年間(1532～1554年)成立とされる「津軽郡中名字」には既に「麻蒸湯」とあることも注目される。

15世紀半ばに痕跡が見出しがたくなった本遺跡周辺の繊維関連遺構と入れ替わるように、16世紀に
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第4章考察

を受げつつもこの遺構ないしはカマト状遺構等か使用された当時の植生を反映したものと息われる。

クワ刊やイラクサ日にはコウゾ、アサ、イラクサ、カラムン等繊維の原料になる植物が合まれ、古

くから刊用されてき］二現に冑森市三内遺跨出上の平安時代の鉄製釣り針に巻きついた糸はミヤマイ

ラクサてある可伯性が指摘されている（渡辺1986)。ころしたことから考えると、本遺跡のカマト状

遺構は繊維の抽出或いは繊維の坐めに閃わる灰てあった可能性を考える余地は充分にあるのではない

だろうか。そうした日で見ると周辺の井戸ゃ目然流路も行味をもってくるぐ．繊維の抽出や染色にあた-")

ては大量の灰とともに豊富な水も必要とするてカマト状遣構て繰りどし湯を沸かすには近場に水があっ

たほうがよし＼造闘周辺には飲み水としては後四ずる人イチコウ脇び）竜神杜の湧水かあり、熾の散水

等には遺跡内を流れる自然流路の水もあるた］これらの井戸は巌維の抽l且、茉色等に適した水質の水を

カマド状遣構0)五くて確保ずるためのものであったかも知れないu 井戸丙から出士した伍や板は繊維

のたたきやねりに｛吏われた叶能性も怠ろ（．｛嵐路は徴維の水さらしや灰溶としに使われた可能けも想定

できるまた、泥もしばしは豪色に使われるた遺跡内の低地特布の土壌かそれに用いられた可能性し

検討に値しよ "'Jl 

AMSによるl4c年代測定粕東ては本遺闘てカマト‘状直構が構策された叶期は較正値でほほ13世紀末

頃から15世紀半は頃を示している 2, 周辺のテータも合めて考えると、一帯のカマト状遺構は11帆紀か

ら13世杞半ば過き頃は宜圧飴遣跡周辺に展開し、入れ替わるように米山(2)遺跡周辺に展開するように

も見える テータを卓純に解釈すると、未山(2)遺闘てカマト状遺構か展開された頃に、宮FR餡遣跨付

近か水田て応")たと受げ取ることもてきる もっとも、これら個々の車文王年代の幅は遺構の使用年代

の輻を示すものではないか、相対的な閏係とおよその年代把握には有用てあるし

4 歴史的環境から

遺膨尺T)隣桜地に市指定X然記念物の「宮田の人・イチコウ」かあろ.)'A'iJ.:頁澄は1796(寛政8)年に

この地を訪れ、その頃から的500年前Cl)板碑か固辺に散乱していたこと、約200年前には付近に寺があっ

たかい ✓)となく荒廃していたことなどを『栖家尼山』に書ぎ憎めている（・ド］田 1972) この文翫から、

それらは13川紀末前炭の記年銘のある板碑であり、 16世紀末頃にはその地にあった寺は荒廃しており、

18世記太頃には既にそれらは「開跡」であったことがわかる.)

宮田地区の念心寺には1357(延文 2)年銘の板碑か現存してし/いかつて1291(正応4)年銘のi'M

碑か存在したことも知られ（中付1927)、それらか真澄の記した石塔婆に関連するものである可能性

も示唆されている（齋藤2002)u 合し喜の縁起によると附両は1678年とのことであり、現在地に移転

したのは大明の飢饉前てあるが、闇庵場国は大イチョウ付吐と伝えられろ［青森巾史編蓼委員会1999)

これは真心の記録や斉藤の指摘と矛盾するものてはない これらの板碑と米山(2)遺跡にカマト状遣構

を残した人々との閑追も視野に入れる必要かあろう。

これらに年代測定値や遺構の状況を加味して類推すると、米山(2)遺跡、宮田館遺跡にカマド状遺構

を残した人々の伝統は15世紀半ばくらいまでは辿ることがでぎても、近世初期には既に失われていた

と見ることができようか。

カマド状遣構を繊維に関連する遺構と考えると浅虫温泉の名の由来との関連も考えられる。比良野

貞彦の『奥民図彙』によると、温泉で麻を蒸したのがアサム、ンの由来で（森山他1977)、真澄も同様

の説と、 ‘‘蒸”が火災に通じるのを忌んで「浅虫」となった旨を『率土が浜ったひ』に記している

（内田1971)。旅籠開業の初例が1669年とされる（青森市史編纂委員会2000)浅虫温泉にあって、天

文年間 (1532~1554年）成立とされる「津軽郡中名字」には既に「麻蒸湯」とあることも注目される。

15世紀半ばに痕跡が見出しがたくなった本遺跡周辺の繊維関連遺構と入れ替わるように、 16世紀に
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はカマド状遺構の煮沸機能を温泉で代替する方法がとられ始めたことが見て取れる。本遺跡周辺の繊

維関連産業が、煮沸を不用とする点で優位な浅虫周辺に場所をシフトしたのか、新興の浅虫勢に競争

力で適わなかったのかは不明だが、年代的整合性は興味深い。このことは、16世紀頃には灰の入手経

路が別途確立されたことも意味するのかも知れない。

樹齢800年とも言われる宮田の大イチョウは12～13世紀以来、カマド状遺構を残した人々の盛衰か

ら、真澄の来訪、そして発掘調査にいたるまでの経過を全て見届けて今なお健在である。

5カマド状遺構の上部構造

燃焼部上の開口部と煙道の排煙口のあり方からカマド状遺構の上部構造を推定してみる。

まず煙道の長さから類推すると、煙道は全体の構造上不可欠としたものの、平安時代のカマドのよ

うに煙を屋外に導くためのものというよりは、燃焼部内の煙が焚き口以外の方向に抜ければいい程度

のものだったことがわかる。そのため、煙道をあえて長くする必要も、方向を遺構の長軸上に重ねる

必要もなかったようである。

燃焼部の開口部と煙道の排煙口の距離は、カマド状遺構が竪穴住居或いはそれに類する建物の付属

施設ではなかったことを示唆している。開口部と排煙口の間には屋根がふきおろされる余地はなく、

仮にそこに壁が立ったとしても火災の心配を考えると、排煙口と屋根の関係に工夫がいる。遺構全体

が屋内にあったのであれば囲炉裏のように自在カギで鍋を吊ることもできるので、煙道を敢えて作ら

なくてもいいが、煙道があるわりには屋外に煙を出したと思えるほど長くはない。いずれにしろこの

距離は建物を想定するには違和感の残る距離である。

先にみたように、煮沸が蒸すためのものであったと考えるならば、鍋の上に別の容器が必要となる

が、その場合曲げ物や桶が想定できる。例えば、鍋の上にスノコ状のものを渡し、その上に束ねた繊

維質の植物を数束立てて上から桶を逆さにかぶせる。こうして下から湯を沸かすと桶内のものを蒸す

ことができそうである。桶の外に煙を出す程度であれば煙道が短くてもかまわないはずである。開口
たが

部と排煙口の位置関係から桶の直径も推定できよう。但し、板を箍で締めて作る結桶の登場は鎌倉時
                                                   おけ

代末頃とも言われ、それ以前にオケといえば麻笥を指し、績んだ麻を入れるための容器であったとい

う(成田1984)オケの変遷や使い方とカマド状遺構の関係も単純なものではなかったかもしれない。

また、蒸すだけではなく、灰汁で直接煮ることも当然想定される。その場合、後背部に灰が常に確保

できるこの遺構の構造は作業を効率的なものにしたに違いない。

煮る、蒸すだけで考えるとこの施設を屋内におく必要はないが、灰のことを考えると上屋があった

可能性も考慮しなくてはならない。しかし、周囲に定型的な柱穴配置はなく、掘立て柱建物は考えら

れない。屋根があったとすれば、切妻式で排煙口の上部には軒先がこない構造で、土台を有する建物

があった可能性は考えられなくはない。

6調査の視点

米山遺跡周辺は試掘調査でも多数のカマド状遺構が確認されており、今後も調査・報告が予定され

ている。上記のようにこれが繊維(製糸、製紙)、染物関連の遺構である可能性を検討することもあ

ながち無為なこととは思われない。それが農間余業程度のものなのかある程度専業化、産業化された

ものなのかについても検討の必要があろう。

それらの検証には、花粉・種子分析等による繊維、染色関係植物の抽出、プラント・オパール分析

による周辺環境の把握も有効であろう。特に利用された繊維が何の植物であるか、それが栽培による

ものか、時期的な変遷が見られるかなどが注目される。ただ、畑状遺構の畝間のイネのプラント・オ

パールには注意を要する。本遺跡の自然科学分析(第3章参照)では陸稲の可能性も指摘されている
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米111位）遺跡II

はカマト状遺構0)惹沸機能を温泉て代替ずる方広がとられ始めたことが見て取れる。本遺跡間辺の繊

紐関連産業か、煮沸を不用とする点で優位な没虫周辺に場所をンフトしたのか、新加の浅虫勢に競争

カで適わなか）たのかは不明だが、年代的棺合性は興味深い。このことは、 16世紀頃には灰の入手経

路が別途確立されたことも意味するのかも知れない。

樹齢800年とも言われる宮田の大イチョウは12~13世紀以来、カマト状遺構を残した人々の器衰か

ら、真澄の来訪、そして発掘調査にいたるまでの経過を全て見屈けて今なお健在である。

5 カマト状遺構の上部構造

燃焼部上の開口部と煙道の排坪口のあり力からカマト状遺構の上部構造を推定してみる-

まず煙直の長さから類推ずると、囲直は全体の構造上不可欠としたものの、平安時代のカマトのよ

うに埋を屋外に導くためのものというよりは、燃焼部内の煙が焚きn以外の力向に抜ければいい程度

のものたったことかわかる。そのため、匝直をあえて長くずる必要も、方向を遺構の長軸J-.に重ねる

必要もなかったようである。

燃焼部の開口部と煙道の提煙口の罪離は、カマト状遺構が堅穴住居或いはそれに類ずる建物の付属

施設ではなかつにことを不唆している、）間口部と排埋口の間には屋根がふきおろされる余地はなく、

仮にそこに壁か立ったとしても火災0)心配を考えると、排煙口と屋根の間係に「夫がいる0 遺構全体

が屋内にあうたのであれは凹炉裏のように日在カキて鍋を吊ることもで巻るので、煙道を敢えて作ら

なくてもいいが、坪直があるわりには屋外に鹿を出したと思えるほと長くはないへいずれにしろこの

距離は建物を想定ずるには違和感の残る距隣てあるc

先にみ文よりに、煮沸が蒸すためのものてあったと考えるならば、鍋の上に別の容盆が必要となる

が、その場合即げ物や桶が想定てきる．）（刈えば、鍋の上にス／コ状のものを渡し、その上に東ねた絨

維質の植物を数束立てて上から桶を逆さにかふせるぐこうして下から湯を沸かずと桶内のものを蒸ず

ことかてきそうである。桶の外に囲を出す府度であれは連道か短くてもかまわないはずであるしけ札ロ

部と排煙口の位置閏係から桶の直j予も推定できよう e 但し、拒を指て締めて作る結揺の登場は嫌倉時

代末頃とも□われ、それ以前にオケといえぱ麻笥を指し、積んだ麻を入れるための容器であったとい
り（成田 1984) オケの笈遷や使い方とカマト状遣構の関係も単純なものてはなかったかもしれない•'

また、蒸ず！こげてはなく、尻十て直接責ることも廿然想定されるしその場合、後背部に灰か常に確保

でぎるこの遺描の構山は作業を効字的なものにしたに違いないQ

責る、羞ずだけで考えるとこの他設を屋1月におく必要はないか、灰のことを考えると上屋かあった

可椛性も考慮しなくてはならない（ しかし、周団に定型的な柱穴配置はなく、掘立て柱珪物は考えら

れない←、屋恨かあったとすれば、切妻式て誹棚nの上部には軒先かこ i;i:い描造で、上台を有する連物

かあつに可能註は考えられなくはない。

6 調査の視点

米山遺跡周辺は試掘調査でも多数のカマド状遺構が確認されており、今後も調査・報告が予定され

ている。上記のようにこれが繊維（製糸、製紙）、染物関連の遺構である可能性を検討することもあ

ながち無為なこととは思われない。それが農間余業程度のものなのかある程度専業化、産業化された

ものなのかについても検討の必要があろう。

それらの検証には、花粉・種子分析等による繊維、染色関係植物の抽出、プラソト・オパール分析

による周辺環境の把握も有効であろう。特に利用された繊維が何の植物であるか、それが栽培による

ものか、時期的な変遷が見られるかなどが注目される。ただ、畑状遺構の畝間のイネのプラソト・オ

パールには注意を要する。本遺跡の自然科学分析（第3章参照）では陸稲の可能性も指摘されている
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ところではあるが、施肥された藁に由来するものである可能性はないのであろうか。

また、燃焼部内の炭化材(繊維)の樹種同定と樹種の選択傾向の把握、それと民俗例における有用

樹種の選択傾向との対比、花粉分析等により把握された周辺環境との関係の確認も必要になろう。燃

焼部の焼成温度の推定なども用途推定の手がかりになるかも知れない。分析にあたってはこれらを念

頭に置いた目的意識をもったサンプリングが不可欠と思われる。従来どおり厨房施設と認識するにし

ても微細物選別等をしてその痕跡を探る必要があろう。遺構・遺物としてはカマド状遺構、井戸の他

に、灰小屋的な施設の有無、繊維に関連する遺物である紡錘車、苧引き金、苧引き板、鎌など繊維質

の植物の収穫具、収穫後の植物の乾燥、保管施設などにも目を向ける必要がある。あわせて中・近世

の絵図や古式を留めていると考えられる民俗例との比較等も遺構を考える上で参考になろう。それら

を踏まえた上で遺物型式と年代測定値との対応関係をたどると遺構や集落の展開や変遷の動態の把握

につながるものと思われる。こうした検証を踏まえた上で「カマド(状)遺構」の名称も再考すべきも

のと考える。

第2節米山(2)遺跡・宮田館遺跡の年代測定結果について

図1は放射性炭素年代の測定結果の諸属性を一覧表示したものである。本報告書第3章第4節に掲

載した分析結果と、第322集の宮田館遺跡に掲載された分析結果のうち、縄文時代のものを除外して

集成した。測定結果は遺構の使用年を具体的に特定出来る精度のものではないが、誤差も踏まえた上

で相対的に比較すると興味深い傾向が読み取れる。

較正年代の幅で大まかに見ると11世紀初頭から13世紀末に収まるグループと、13世紀後半から15世

紀半ばに収まるグループに分けられる。仮に前者をⅠ期、後者をⅡ期とする。

 各期はさらに細分も可能である。2σの較正値で見ると、Ⅰ期は11世紀初頭から13世紀半ばのグルー

プと12世紀後半から13世紀後半のグループに、Ⅱ期は13世紀後半から15世紀初頭にかけてのグループ

と15世紀初頭から半ばにかけてのグループに分けられる。それぞれを仮にⅠa期、Ⅰb期、Ⅱa期、

Ⅱb期とする。

ここで注意しなければならないのは、それぞれの時間幅が遺構の存続期間をしめすものではないと

いうことである。図に表れた年代幅は較正曲線の上下の変動や傾きを反映したものであるため、測定

値から求められる較正年代の幅は時期によって異なることになる。結果として特定できる年代は各時

期ごとに異なった幅を持つことにはなるが、相対的な時間差を読みとることには不都合ではない。

こうした観点に立って再度図を見ると、宮田館遺跡はⅠ期主体に営まれた遺跡、米山(2)遺跡はⅡ期

主体に営まれた遺跡と見ることが出来る。例外的なのは水田で、宮田館遺跡で確認された水田は宮田

館遺跡が営まれた時期のものというよりは、むしろ米山(2)遺跡が営まれた時期のものであるとみるこ

とが出来る。これは土地利用のあり方を考える上で興味深い。

カマド状遺構中心に見ると、Ⅰa期に宮田館遺跡でカマド状遺構の使用が始まり、Ⅰb期まで継続

されるが、それ以後は途絶える。それと入れ替わるようにⅡa期に米山(2)遺跡で使用が始まりⅡb期

まで続き、米山(2)遺跡でのカマド状遺構はⅠ期にまでは遡らない。他の遺構との関連では、宮田館遺

跡で検出された土坑や竪穴建物跡は宮田館遺跡のカマド状遺構との関連が想定される時期のものであ

る。米山(2)遺跡のカマド状遺構と重なる時期に宮田館遺跡に水田が展開する。といった諸点を指摘す

ることができる。

カマド状遺構は従来、年代的には中世のものとされてきた。米山(2)遺跡例はそれから逸脱するもの
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第4章考察

ところではあるが、施肥された藁に由来するものである可能性はないのであろうか。

また、燃焼部内の炭化材（繊維）の樹種同定と樹種の選択傾向の把握、それと民俗例における有用

樹種の選択傾向との対比、花粉分析等により把握された周辺環境との関係の確認も必要になろう。燃

焼部の焼成温度の推定なども用途推定の手がかりになるかも知れない。分析にあたってはこれらを念

頭に置いた目的意識をもったサ‘ノプリ‘ノグが不可欠と思われる。従来どおり厨房施設と認識するにし

ても微細物選別等をしてその痕跡を探る必要があろう。遺構・遺物としてはカマド状遺構、井戸の他

に、灰小屋的な施設の有無、繊維に関連する遺物である紡錘車、苧引き金、苧引き板、鎌など繊維質

の植物の収穫具、収穫後の植物の乾燥、保管施設などにも目を向ける必要がある。あわせて中・近世

の絵図や古式を留めていると考えられる民俗例との比較等も遺構を考える上で参考になろう。それら

を踏まえた上で遺物型式と年代測定値との対応関係をたどると遣構や集落の展開や変遷の動態の把握

につながるものと思われる。こうした検証を踏まえた上で「カマド（状）遺構」の名称も再考すべきも

のと考える。

第2節米山(2)遺跡・宮田館遺跡の年代測定結果について

図1は放射性炭素年代の測定結果の諸属性を一覧表示したものである。本報告書第3章第4節に掲

載した分析結果と、第322集の宮田館遺跡に掲載された分析結果のうち、縄文時代のものを除外して

集成した。測定結果は遺構の使用年を具体的に特定出来る精度のものではないが、誤差も踏まえた上

で相対的に比較すると興味深い傾向が読み取れる。

較正年代の幅で大まかに見ると11世紀初頭から13世紀末に収まるグループと、 13世紀後半から15世

紀半ばに収まるグループに分けられる。仮に前者を I期、後者をII期とする。

各期はさらに細分も可能である。 2(1の較正値で見ると、 1期は11世紀初頭から13世紀半ばのグルー

プと12世紀後半から13世紀後半のグループに、 II期は13世紀後半から15世紀初頭にかけてのグループ

と15世紀初頭から半ばにかけてのグループに分けられる。それぞれを仮に Ia期、 Ib期、 IIa期、

Ilb期とする。

ここで注意しなければならないのは、それぞれの時間幅が遺構の存続期間をしめすものではないと

いうことである。図に表れた年代幅は較正曲線の上下の変動や傾きを反映したものであるため、測定

値から求められる較正年代の幅は時期によって異なることになる。結果として特定できる年代は各時

期ごとに異なった幅を持つことにはなるが、相対的な時間差を読みとることには不都合ではない。

こうした観点に立って再度図を見ると、宮田館遺跡は I期主体に営まれた遺跡、米山(2)遺跡はII期

主体に営まれた遺跡と見ることが出来る。例外的なのは水田で、宮田館遺跡で確認された水田は宮田

館遺跡が営まれた時期のものというよりは、むしろ米山(2)遺跡が営まれた時期のものであるとみるこ

とが出来る。これは士地利用のあり方を考える上で輿味深い。

カマド状遺構中心に見ると、 Ia期に宮田館遺跡でカマド状遺構の使用が始まり、 Ib期まで継続

されるが、それ以後は途絶える。それと入れ替わるようにIIa期に米山(2)遺跡で使用が始まり IIb期

まで続き、米山(2)遺跡でのカマド状遺構は I期にまでは遡らない。他の遺構との関連では、宮田館遺

跡で検出された土坑や竪穴建物跡は宮田館遺跡のカマド状遺構との関連が想定される時期のものであ

る。米山(2)遺跡のカマド状遺構と重なる時期に宮田館遺跡に水田が展開する。といった諸点を指摘す

ることができる。

カマド状遺構は従来、年代的には中世のものとされてきた。米山(2)遺跡例はそれから逸脱するもの
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米山(2)遺跡II

ではないが、宮田館遺跡例が示す年代域は平安期に食い込むものである。宮田館遣跡では火山灰との

関係から判断して10世紀台の遺構が存在するのも確実であることを考えると、宮田館遺跡の地に集落

が営まれ続けた過程の中でカマド状遺構の使用が始まったと見ることもできる。その使用は Ib期ま

で続いたが、 II期にはカマド状遺構の構築場所が米山(2)遺跡方面に移行し、同じ頃宮田館遺跡の低地

部には水田が広がった可能性も考えられる。

今回の年代測定の結果は、遺構の構築または使用の時期を所謂絶対年代で具体的に論じることがで

きる精度のものではない。従って遺構個々の年代の特定という観点に限ってみると古代・中世という

時代観の中での時間尺度としては不十分なものと言わざるを得ない。しかし、ある程度の妥当性をもっ

た年代幅を読みとることは可能であり、その幅を許容しながらも、他の試料と相対的に比較すること

で見えてくることも少なくないように思われる。特に共伴遣物が少なく年代推定の決め手を欠くカマ

ド状遺構のような存在から、こうした変遷が追尾できる可能性を示すことができた点は意義深い。

一方、課題もまた少なくない。同一の遺構から供された複数の試料を分析した結果、宮田館遺跡第

1号竪穴建物跡の試料はほぼ同じ測定結果が得られたのに対し、同遺跡第2号カマド状遺構ではズレ

が見られた。サンプリソグやその後のサソプル管理も含めて、こうした点をどう評価し克服するかや、

より詳細な年代をどのように求めるかも今後の研究に委ねられる。具体的年代の特定にはウイグルマッ

チ‘ノグも視野に入れるべぎであろうが、カマド状遺構から得られるサ‘ノプルでは試料上の制約がある

ように思われる。 ー朝ータに解決できる課題ではないが、分析データを蓄積することで解決の糸口を

探ることは可能となろう。

米山(2)遺跡・宮田館遺跡の中世を中心とした年代測定値一覧

一羞――--1―--
1000 
1010 
1020 
1030 

1040 ...  
1050 

較正年代値をの幅をグラフに表した。淡い網かけ範囲は2u (95%,cobabil!;ty)、濃い網かけ範囲は1U (68%,cobabillily) 
太線枠はlntmeptofcadioca巾ooago with calib,atioo ,,~, 
グラフの幅が遺構の存綬年代の幅を示すものではない点に注意
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調査区全景（南東から）

調査区全景（西から）

遺構検出状況

写真3 空中写真
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米山(2)造跡II
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調査風景
；； 

旧河川跡B 旧河川跡B遺物出土状態

旧河川跡c

豆
答→ぢ・,.

旧河川跡c遺物出土状態
写真4 基本層序・旧河川跡
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第1号カマド状遺構土層断面 第1号カマド状遺構完掘

111111c 

第 2号カマド状遺構確認 第 2号カマド状遺構完掘

第 3号カマド状遺構炭化物等検出状態 第 3号カマ ド状遺構完掘

．^ 
第 4号カマド状遺構炭化物等検出状態 第 4号カマド状遺構完掘

写真5 カマド状遺構(l)
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米山(2)迫跡II

第 5号カマド状遺構完掘 第 6号カマド状遺構完掘
~ 

.,~ ぷ“●』

.. 
;_, 

≫ ~ 

・ク

第 7号カマ ド状遺構煙道断面 第 7号カマ ド状遺構完掘

第 9号カマ ド状遺構断面 第 9号カマ ド状遺構燃焼部

第 9号カマド状遺構焚き口部 第 9号カマ ド状遺構完掘

写真6 カマド状遺構(2)
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第 8号カマ ド状遺構断面 第10号カマド状遺構完掘

第11号カマ ド状遺構炭化物等検出状態 第12号カマド状遺構完掘

第14号カマド状遺構完掘

第15号カマド状遺構炭化物等検出状態 第16号カマド状遺構完掘

写真7 カマド状遺構(3)
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米山(2)遺跡II

第13号土坑完掘 第14・16号土坑土層断面

第15号土坑完掘 第17号土坑完掘

第18号土坑土層断面 第19号土坑土層断面

~ __.£) 

第21号土坑土層断面 第22号土坑完掘
写真8 土坑
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第 1号井戸跡遺物出土状態

第 2号井戸跡遺物出土状態

一 鳥

第 3号井戸跡土層断面

-•• 

• 

j
 

第 1号井戸跡完掘

第2号井戸跡完掘

第 3号井戸跡完掘

第 4号井戸跡土層断面 第 4号井戸跡完掘

写真9 井戸跡(1)
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米山(2)追跡JI

J 

第 5号井戸跡土層断面 第 5号井戸跡完掘

{ヽ:;.

第 6号井戸跡土層断面 第 6号井戸跡完掘

第 7号井戸跡遺物出土状態 第 7号井戸跡完掘

第 8号井戸跡土層断面 第 8号井戸跡完掘

写真10 井戸跡(2)
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第 9号井戸跡土層断面 第 9号井戸跡完掘

第10号井戸跡土層断面 第10号井戸跡完掘

第 4号溝跡

写真11 井戸跡(3)・溝跡(l)
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米山(2)迫跡 [J

第 5号溝跡完掘 第 6号溝跡完掘

第 7号溝跡完掘 第 8号溝跡完掘

第 1・9号溝跡土層断面 第10号溝跡完掘

畑状遺構土層断面 畑状遺構

写真12 溝跡(2)・畑状遺構
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写真13 土器(l)
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米山(2)遺跡 II

7 

39-44 
39-42 

39-46 

42-7 

旧河川跡
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47-1 
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写真14 土器(2)・石器
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第4章考察
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写真15 木製品
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宮田館遺跡III・米山 (2)遺跡II

副 書 名 青森県新総合運動公園建設事巣に伴う遺跡発掘調杏報告

巻 次

シリーズ名 青森県埋蔵文化財調査報告書
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コ ド 北緯 東経 調査
所収遺跡名 所 在 地

市町村 遺跡番号 （世界測地系） （世界測地系）
調査期間

面積rrf
調査原因

みやただていせき あおもりけんあおもりし 02201 01278 40° (40) 140°(140) 20011010 500 県新総合
宮田館遺跡 青森県青森市

運動公園
50' (50) 50' (50) ～ おおあざみやたあざたまみず 内の水路

大字宮田字玉水
00" (15) 27" (16) 20011114 整備

所収遺跡名 種 主な時代 主 な遺構 主な遺物 特記 事項別

宮田館遺跡 集 縄文 遺物集中 2基 縄文土器（前期～晩期）•石器

落
-------------------------------------------------- -------------- --- ------- ---------------------- ---------

跡
平安 竪穴遺構 1基 土師器・須恵器など

溝跡 5基
-----------------・ — --------------------------------------------------------------- ----------------------------

中世 カマド状遺構1基
------------------ - - - -→  ---------------------------- -----------------------------------------------------------

時期不明 土坑 6基

コ ド
北緯 東経 調査

所収遺跡名 所 在 地
（世界測地系） （世界測地系）

調査期間
面積rrf

調査原因
市町村 遺跡番号

みねやまかっこに あおもりけんあおもりし 02201 01276 40° (40) 140°(140) 20010418 2,000 県新総合
米山 (2) 青森県青森市

運動公園
50' (50) 50' (50) ～ 

遺いせ跡き 大おお字あざ宮みや田たあ字ざよ米ねや山ま 建設
11" (21) 57" (44) 20010629 

米山 (2) 集 縄文 士坑 2基 縄文土器（前期～晩期）•石器 カマド状遺構が集

遺跡 落 旧河川跡 3箇所 弥生土器
中する地域と思わ

跡 --------------------------------- --------------------------------------------------- れる。

中世以降 カマド状遺構 17基 陶磁器・木製品・古銭・鉄製品・石器

井戸跡 10基

土坑 7基

溝跡 10条

他畑跡・ピット群
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